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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　尾び行こうされていると気づいたときには、遅おそかった。

　後ろから迫せまり来る靴くつ音おとは、まだ聞こえる。

　酒に酔よっているせいで足がもつれた。走っていると身体からだが前のめりになって、いまにも転んでしまいそうだ。

　つなぎの作業服に身を包んだ青年は、暗い路地を走りながら振ふり返った。瘦やせて落ち窪くぼんだ彼の目には、暗がりしか映らない。闇やみに紛まぎれているために、追っ手の姿が見えないのだ。

　──いったい誰だれだ？　誰が俺を追ってるんだ！

　やがて、密集する石造りの建物の先に、街灯に照らされた河か川せん敷じきが見えた。流れているのはペシル川だ。相手の姿を見るために灯あかりを求めた青年は、一目散にそこへ駆かけ寄った。

　街灯の下で、荒あらい息をととのえる。と同時に、少し嘔おう吐とした。気づけば靴音は消えていた。安あん堵どした次の瞬しゆん間かん、路地の奥から矢のような突とつ風ぷうが放たれて、青年の頭上に灯ともるそれを砕くだいた。

　とっさに頭をかばって退いた青年は、重心を崩くずして、そのまま河川敷へと転がり落ちた。

　──いまのは……風のエレメンタルだ。追っ手はヴェーダか！

　街灯が次から次へと割れて、辺りが闇に包まれていく。

　倉庫とビルが建ち並んだ通りに、人ひと影かげはまったくない。ここはルテの十八区。深夜ともなれば閑かん散さんとする地区だが、ささやかな繁はん華か街がいに酒と料理を安く出す店があった。だから、青年は月に一度だけ、その店へ行った。

　今夜もそうだった。給金が支し払はらわれた日だったからだ。

「──クソッ！」

　酔いを覚ますために、頭を左右に軽く振りながら、彼は起き上がった。

　うっすらとした霧きりに覆おおわれた、月も星もない闇夜だった。昼間は若葉色のペシル川も、灯りが消えると黒に染まり、まるで死者たちを招く冥めい界かいの入り口のようだ。

　青年は視線を霧向こうへ移した。おぼろげに輝かがやく橋の街灯が前方にある。彼はすぐに駆け出した。

　あそこまで行けば、視界が明るくなる。一台くらい通る車があるはずだ。そうすれば、助けを求めることができる。

　──あと少し！

　そう思った矢先だった。どこからともなく黒いローブ姿の人影があらわれて、彼の前に立ちはだかった。

　フードで顔の半分が隠かくれているために、見えたのは細ほそ面おもてのあごの輪りん郭かくと、口ひげ、薄うすい唇くちびる、深く刻まれた法令線だけだった。男──しかも、若くはない。

　ローブの男は退く青年に向かって、大きく右手を振りかぶった。激しい突風に弾はじき飛ばされた青年は、背中を地面に打ち付けた。その衝しよう撃げきで酔いがいっきにまわり、とたんに彼の動きは鈍にぶくなった。逃にげなければと思うのに、起き上がれないのだ。

　ローブの男が近づいて来た。だが、横たわる彼を見下ろさずに、後ろを振り返って言った。

「なにをしている、早くしろ。ネズミの掃そう除じはおまえの仕事だ」

　青年は力を振り絞しぼって身体をひねり、その場で四つん這ばいになった。そうして顔を上げたとき、同じローブ姿の小こ柄がらな人物が、男の背後からあらわれた。

「……はい」

　うつむいている顔は、やはりフードの陰かげになっていて見えない。しかし、か細い声で女だとわかった。

　かすかに漂ただようバラの芳ほう香こうは、この女からか。

「……なっ……なんなんだ。おまえらは、いったいなんなんだ！　俺のあとをつけて、どうしたいんだ！　掃除って、なんなんだよ!!」

　これは夢か、それとも現実か。判断はつかないのに、ひとつだけ確実にわかっていた。

　──俺は、こいつらに殺されるんだ……！

　月に一度の外食は、ささやかな贅ぜい沢たくだった。集まる仲間は、五人いた。みな、昔むかし馴な染じみだった。けれどいつのころからか、ひとりふたりと減っていき、いまや彼だけだった。

　行方ゆくえ不明と事故。新聞にも載のらない、仲間の不可解な終しゆう焉えん。彼らに共通していたことは、家族がおらず孤こ独どくで、死んでも引き取り手のない者たちだということだ。

「……おまえらなんだな……！　おまえらなんだろう……!!」

　怒いかりが、青年の酔いを消し去った。ふらふらと立ち上がった彼は、全身の力を右手に込めてから、突つき出した。けれど、ひ弱な彼の地のエレメンタルは、地面をぐっと盛り上げただけで、ローブの男の足元を浮うかす程度で終わった。

　青年は、一歩、二歩と川に向かって後あと退じさった。

「……俺がなにをしたって言うんだ！」

　ふたりは答えない。その代わりに男が、小柄な女に威い圧あつ的な声こわ音ねを放った。

「早くしろ。ぐずぐずしていたら〝首輪〟を絞しめるぞ」

「……はい」

　消え入りそうな声で返事をするやいなや、女が右手を振り上げた。そのとき、手首にあるなにかが青くまたたいたのを、青年は見た。

　直後、彼は不気味な気配を後ろに感じて、振り返った。凪ないでいた川から、無数の手が伸のびた。手は水の触しよく手しゆとなって、見る間に彼の身体に巻き付いた。とたんにそれは水の繭まゆになり、彼を包み込んだ。

　……息ができない！　苦しい、誰か……誰か──!!

　鼻、耳、口から肺へと、いやおうなしに水がなだれ込んでくる。

　いくらもがいても声にならなかった。ずるずると川の中へ、身体が吸い寄せられて引きずられていく。川をこんなふうにあやつっているのは、強い水のエレメンタルを使うあの女だ。

　──誰か──助けてくれ!!

　むなしい助けを求めて水面から腕うでを伸ばそうとするも、川は命を与あたえられた怪かい物ぶつのように彼を押し流し、沈しずめていった。

　苦しさに悶もだえる彼に、今度は後こう悔かいがおそってきた。

　警察で自分の疑念を話したが、妄もう想そう癖へきがあるのかと制服の警官は苦く笑しようするだけだった。ならばと考えて、隣りん人じんに借りたカメラで証しよう拠こを撮とり、ラジオ局や新聞社、相手にしてくれそうなところならどこへでも、手紙とともに送るつもりでいたのだ。

　でも、そんなことはしなくてもよかったのだと、このときになって彼は気づいた。

　──頼たよる相手を、間ま違ちがえたんだ……！

　悔くやんでも遅かった。真っ暗闇の川底にのまれていく青年に、浮ふ上じようする力は残されていない。どうしようもない苦しみの中で、首や胸をかきむしりながら、彼は声にならない言葉を脳のう裏りで繰くり返した。

　──グラフォードさん……俺の命と引き換かえに、頼たのむ。どうか、気づいてくれ……！

　彼の意識は遠ざかり、やがて途と絶だえた。
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　青年をのみこんだペシル川は、なにごともなかったかのように凪いだ。

　女の息は荒く、両手は小刻みに震ふるえていた。きっとあと一度、同じことをしたら、そのときは。恐おそろしい予感が過よぎったとき、男が言った。

「躊ちゆう躇ちよするな」

　女は震える手を重ね合わせてうつむいた。その頰ほおに、涙なみだがつたった。

「……彼は……誰？」

「名を知ってどうする」

「……だって、彼も、きっと……」

　女は自分の右手首を隠すように、左手で包みながらか細い声でささやいた。

「……いいえ。なんでもないの」

「ネズミを始末しただけのこと。気に病やむ必要などないと、何度も言っているだろう。それに、泣いている暇ひまなどない。やるべきことはまだあるのだ」

　女の歩みの遅おそさに業ごうを煮にやした男は、その背中を押しやりながら冷れい淡たんに続けた。

「おまえは絶対に逃げられない。もしも姿を消そうとしたら、そのときは〝首輪〟を絞めるぞ。わかっているだろう」

　女はそっと首を撫なでた。細い糸のように巻き付く風のエレメンタルを、男は〝首輪〟と呼ぶ。逃のがれられない恐きよう怖ふは痣あざとなって、女の首に残っていた。

　男はふたたび女の背中を押して、先を急せかした。

「さっさと歩け、ジャクリーヌ。次の仕事がある」
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　初夏の陽ひ射ざしが眩まぶしい、サンルノン共和国の首都ルテ。

　この街は、政治の中ちゆう枢すうをになう大統領府・リュゼ宮きゆう殿でんの一区を中心として、北西に位置する二区から時計まわりで、螺ら旋せん状に整備された円形の都市だ。

　その十区。閑かん静せいな住宅街にある邸てい宅たくの応接間で、撮さつ影えいの準備をするわたしに、小柄なビゼー夫人は言った。

「わざわざいらしてくれて、嬉うれしいわ、シモンさん。電話帳の広告に〝市内ならどこでもうかがいます〟とあったものだから」

　微笑ほほえむと、優やさしげな皺しわが目め尻じりに浮かんだ。

「こちらこそ、お電話を本当にありがとうございました。嬉しいです！」

　引っ越こす前の記念に撮影をお願いしたいという電話があったのは、昨日のことだ。撮影の注文は久しぶりだったから、昨夜ゆうべは興奮してほとんど眠ねむれなかった。

　荷造りの準備が進んでいるのか、室内にあるのは小さなチェストとシェードランプ、ひとり掛がけの椅い子すだけだった。その椅子は、大きな出窓を右側にして、ぽつんと置かれていた。

「ここに座ったままでもいいかしら。どうにも足が痛いの」

　夫人が椅子を指した。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　椅子に腰こし掛かけた夫人は、露ろ出しゆつ計けいで室内の露出を測るわたしの動きを静かに見ていた。ときおり目が合うと、控ひかえめな笑えみを返してくれた。

　……素す敵てきな人。絶対にきれいに撮らなくちゃ。

　上品なハイネックの白いブラウス、黒のロングスカートがよく似合っている夫人の年ねん齢れいは、六十代くらいだろうか。白に染まった髪かみを耳の下で切り揃そろえているから、真しん珠じゆのイヤリングが引き立っていた。ブルーの瞳ひとみは若々しく輝かがやいていて、とても美しい女性だ。なにより、彼女のまとっているバラの香こう水すいが、甘さを抑おさえていて爽さわやかで、とてもいい香かおりだった。

　ふと、夫人が横顔を見せた。視線の先にあるのは、出窓の花か瓶びんに生けられた赤いバラだ。

「バラがお好きなんですね」

　はっとしたようにバラから視線をそらすと、夫人は長いまつげを伏ふせた。

「……ええ……。この香りに包まれていると、若い気分でいられるから」

　人物を撮影するときには、その人を象しよう徴ちようするような物を構図に入れると、人ひと柄がらが伝わる記念写真になる。父さんの言葉を思い出したわたしは、花瓶から一本だけ抜ぬき取った。

「せっかくなので、バラも一いつ緒しよに撮りましょう。棘とげに気をつけてください」

　わたしは夫人に、それを差し出した。夫人はなぜか戸と惑まどったようにバラを見つめてから、おずおずと右手の指で茎くきをつまんだ。

「あの……どんなふうに持てばいいかしら」

「そうですね……右手で持っていただいて、膝ひざの上に添そえる感じはいかがですか？」

　そう言いながら動きでしめしても、夫人は決めかねたようにバラを見下ろしていた。

「えーと……すみません。ちょっと失礼します」

　わたしが夫人の右手に触ふれそうになった瞬しゆん間かん、彼女はとっさに腕を引いた。指先からバラがこぼれ、音もなく床ゆかに落ちた。

「わっ！　すみません！」

「い、いいえ。わたくしこそ、ごめんなさい」

　バラはいいわと、夫人は声を震わせた。どこか怯おびえたような眼まな差ざしが、ゆっくりとドア口へ移る。そこには、いかめしい顔つきの壮そう年ねんの執しつ事じが、微び動どうだにせず立っていた。

　短く刈かり込んだ白しら髪が混まじりの髪で、細ほそ面おもての輪りん郭かくの顔に、口のまわりにはととのえられた髭ひげがある。頑がん強きようそうな背格好は、執事というよりも軍人のようだ。

　わたしを迎むかえてくれたときからずっと、執事はそこに立ち続けていて、よそ者を警けい戒かいするかのような鋭するどい視線をこちらに向けていた。その険しさが、いっそう増したように思えた。

　……あの執事、どうしても好きになれないな。だって、夫人をずっと睨にらんでいるんだもの。

　膝の上で両手を重ね合わせた夫人は、深くうつむいた。

「あの……ごめんなさい。急かすつもりはないのだけれど、午後から出掛けなければいけないの。だから、その……」

　用事があるんだわ。早く撮とらなくちゃ！　焦あせったわたしはバラを拾って花瓶に戻もどし、すぐに大判カメラの冠かん布ぷを被かぶった。

「す、すみません！　ピントを合わせますから、少しだけお待ちください」

　蛇じや腹ばらの角度を変えながら、何度もピントを細かく調節していく。よし、いいかも。

「では、撮ります」

　息をついた夫人が顔を上げた。笑顔がぎこちないのは、主あるじに無礼な睨みを利きかせている執事のせいだろう。

「五枚撮影します」

　夫人が小さくうなずいた。落ち着かない気分をなんとかのみ込んで、わたしはシャッターをきった。一枚撮るたびに、フィルムに装そう塡てんしたホルダーを差し替かえていく。そうして五枚を撮り終えた。

「終わりました」

　とは言ったものの、まるで自信がない。きちんと撮るのは久しぶりだったうえに、執事からのプレッシャーと急かされた焦りで、仕上がりがこんなに不安な写真ははじめてだ。

　落ち込みながら冠布から顔を出すと、夫人はほっと安あん堵どして、ゆっくりと椅子から腰を上げた。

　わたしは素す早ばやくカメラをケースに戻し、三さん脚きやくを解体していく。詰つめ終えた荷物を肩かたに下げると、夫人は執事を見ずに言った。

「お送りしてあげて」
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　玄げん関かんで立ち止まった執事が、わたしに住所の書かれた封ふう筒とうを差し出した。

「え？　なんですか」

「料金です。写真は郵送でお願いいたします。住所はここでかまいません」

「郵送……ですか？」

　そんなことは、いままでにしたことがない。困こん惑わくして封筒を受け取らないわたしに、執事は冷たく言い放った。

「引っ越しの準備もまだありますし、用事も立て込んでおりますから、いろいろと忙いそがしく手が離はなせないことが多いのです。ですので、郵送していただけると助かります」

　有う無むを言わさない態度で、執事は封筒を差し向けてきた。そこまで強く言われては、受け取るしかない。

「わかりました」

　おずおずと封筒を受け取ったとたん、執事はドアノブに手を掛けた。

「では」

　そう言うやいなや、追い出すようにわたしを外へと急せき立てた。邸宅から一歩出てすぐに扉とびらが閉まり、鍵かぎのかかる音まではっきりと聞こえてしまった……って、ちょっと待って。なんだかこれって、とっても。

「失礼な気がする……けど、執事ってそういうものなの？」

　実際に会うのがはじめてだから、なんとも言えない。だけど、わたしに対する態度がどうであれ、主の夫人にもあんな調子なのだ。

　もしもわたしが主なら、あんなに無礼な執事なんてすぐにクビにしちゃうのに！　そう思ったらだんだん腹立たしくなってきて、ブツブツと文句をつぶやきながら門から出た。その矢先、バラの花束を抱かかえた若い女性に出くわした。

　ブラウンの髪をひとつにまとめていて、丸いフレームの眼鏡をかけていた。シンプルなグレーのワンピース姿は、わたしがよく行く本屋の店員さんを連想させた。

　誰だれだろうと思いながら、すれ違ちがいざまに笑顔で会え釈しやくすると、彼女はちょっと驚おどろいたように目を丸くして、立ち止まった。

「あら？　あなた、祖母のお友達？」

　夫人のお孫さんらしい。

「いえ、写真を撮りに来ただけです」

「えっ、写真？　さすがは大都会ね。ルテには女の子の写真家もいるの？」

　写真家だなんて、わたしの肩書きには立派すぎる！

「そ、そんなすごいものじゃないんです。写真館で働いているだけで」

　彼女が笑った。つられてわたしも自然に笑顔になった。

「わたしに敬語なんて使わなくてもいいわよ。そっか、今日は祖母の誕生日だから、記念撮さつ影えいってやつね」

「お誕生日だったの？　知らなかったわ」

「そうよ。でも、祖母は人ひと混ごみが苦手だし、騒さわぐのも好きじゃないから、今夜はどこかのレストランで食事をするだけね」

　郵送する写真には、カードを添えよう。わかってよかった。

　セレナ・ビゼーだと言って、彼女は右手を差し出した。わたしも自己紹しよう介かいをして握あく手しゆを交かわした。セレナさんは、地方の大学に通っているのだそうだ。明日の夜行列車で帰る予定で、引っ越こす前に夫人に会いに来たのだと付けくわえてから、残念そうに苦く笑しようした。

「こっちに遊びに来るたびに泊とめてもらっていたんだけど、祖母がいなくなったら安ホテルを探さなくちゃいけないわ。ホント……残念。けど、祖母には幸せに暮らしてもらいたいから、引っ越しもいいかもね」

　セレナさんは人なつこい笑えみを浮うかべて、「じゃあね」と手を挙げた。わたしも笑顔で会釈して、彼女と別れた。

　駐ちゆう輪りんしていたスクーターのシートを開けて、荷物を詰める。バッグを背負いなおしてからヘルメットをかぶり、わたしはスクーターのハンドルを握にぎった。

　いま撮った夫人のフィルムのほかにも、預かっているものが一件残っていた。久しぶりにゆっくりと現像ができそうだから、ちょっとワクワクしてきた。

　目指すは十七区。住み込みで働いている、ベルジェ写真館だ。
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　街路樹の葉が風に揺ゆれるたびに、石だたみの通りにきらきらとした木こ漏もれ日が落ちる。真っ青な空には羽う毛もうのような雲がゆったりと流れていて、本当に気持ちのいい日だ。

「今日はいいことがあるかも」

　穏おだやかな陽ひ射ざしに目を細めながら、わたしはスクーターのスピードを上げた。

　路面電車と車が混在し、自転車とスクーターが行き交うこの街には、精せい霊れいの血筋を引いた〝ヴェーダ〟と呼ばれる人たちも暮らしている。

　彼らは精霊の力──火、風、水、地それぞれのエレメンタルを仕事に活いかすべく、免めん許きよを取得して賃金を得ている。普ふ通つうの人たちには不可能な力を発揮する彼らをわたしは尊敬している。

　けれど一方では、免許を取得せずにエレメンタルを犯罪に使い、わたしの写真館を全ぜん焼しようさせたり、怪かい物ぶつのような〝邪じや悪あくな精霊〟と化すヴェーダもいた。

　数ヶ月前、わたしはそれを目まの当たりにした。

　強いエレメンタルを乱雑に扱あつかってその力にのまれたヴェーダは、精気を奪うばわれて年ねん齢れいよりもずっと老いてしまう。やがて寿じゆ命みようが尽つきたとき、邪悪な精霊と化すのだ。そうなれば人を傷つけ、ときには喰くらい殺す恐おそろしい存在になる。

　永遠にこの世界を徘はい徊かいする邪悪な精霊は、精霊の世界へ還かえさなければならない。それができるのは、〝精霊世界の扉〟と呼ばれる石せき盤ばんを唯ゆい一いつ使える──門番だ。

　その門番の血を受け継ついでいたのが、わたしだった。

　石盤を使ってからずいぶん経たったため、あれって夢だったんじゃないかと、ときどき思うこともある。

　邪悪な精霊と化したアドルフ・オードラン伯はく爵しやくの素す性じようは、いまだにあきらかになっておらず、彼の領地は現在、政府が管理しているらしい。

　あれから穏やかな日々が続いていた。そしてルテは今日も、いつもどおり平和だ。
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　食堂のある角を曲がって、狭せまい石だたみの通りを過ぎた。さらに左折して真っすぐ行った先に、写真館に面した広場がある。その通りを走っていると、前方に青と白で彩いろどられた一台の車が見えてきた。歩道に寄せられて駐車されていたそれは、警察の車だった。しかも、アパルトマンの前に人だかりができていた。

「……なんだろ」

　気になって、スクーターのスピードを落としながらゆっくりと近づいた。様子をうかがいつつ、エンジンを止めて降りた直後だ。

「シモンさん？」

　後ろから声をかけられて振ふり返ると、立っていたのはグラフォードさんだった。黒いスーツをきっちりと着こなした彼は、相変わらず一分の隙すきもない。姿を目にしたとたんに、ぐんっと鼓こ動どうが大きく弾はずんだ。

　グラフォードさんは、ヴェーダの免許を管理する部署に勤務している、区役所の職員だ。そして彼自身も、強い火のエレメンタルを宿したヴェーダだった。

　こまめに写真館に立ち寄ってくれていたけれど、最近は忙いそがしいのか挨あい拶さつ程度で帰ってしまうから、きちんと会話できないでいた。だから、この思いがけない出会いに浮かれてきて、どうしても声がうわずってしまった。

「こ、こんにちは。グラフォードさん」

　会えるなんて思っていなかったから、嬉うれしいな。

「こんにちは、シモンさん」

　眼鏡越ごしの黒い瞳ひとみが、驚いたように見開かれた。

「どうしてここに？」

「仕事の帰りで通りすがったの。あなたこそ、どうして？」

　グラフォードさんは眉まゆをひそめると、鋭するどい視線をアパルトマンに向けた。

「今朝方遺体で発見された男性が、僕の担当するヴェーダだったので、捜そう査さの協力をするために来たんです。彼の住居がここなので」

「えっ！」

　──遺体!?

　ショックで言葉を失ったとき、大おお柄がらで年配の男性がアパルトマンからあらわれた。グラフォードさんに近づくと、警部だと名乗った男性は面めん倒どうそうに肩かたをすくめた。

「酔よって足を滑すべらせた事故だ。部屋は荒あらされていないし遺体にも外傷がないから、事件性は皆かい無むだな。現場の街灯がいくつか壊こわされていたが、どうせ悪ガキどものいたずらだろう。一応決まりだから、部屋を確かく認にんして報告書をまとめたら、すぐにこっちへまわしてくれ」

　煙草たばこをくわえた警部は火を付けると、ふたたびアパルトマンへ入ってしまった。

「そんな……事故だなんて、かわいそう。現場の街灯が壊されてたって、どこで見つかったの？」

「ペシル川です」

　グラフォードさんの表情は、険しかった。

「ペシル川？」

「そうです」

　グラフォードさんが言ったあとだった。共有玄げん関かんの階段の下で、買い物袋ぶくろを持った住人らしき男性が、制服姿の警官と話している声が聞こえてきた。

「……さあね。隣となりに住んでたけど、数日前にカメラを貸したことがあるだけで、ハンスとはべつに仲良くはないからな。友達も家族もいないみたいだったし、静かなヤツだったよ」

　ハンス、という名前にひっかかった。どこかで〝見た〟ような記き憶おくがあって、それはこのあたりの住所と一いつ緒しよに紙に書かれて……。

「……あ」

　わかった。二日前に現像を頼たのみに来た男性と、同じ名前なんだ。

「もしかして亡なくなったのって、……ハンス・ベッソンさんって人？」

「知ってるんですか」

　グラフォードさんが瞠どう目もくした。そんな……やっぱりあの人だったの？

「二日前に写真館に来たの。現像を頼まれるのが久しぶりで、すごく嬉しかったから、それで覚えていたんだけど……」

　これには訳があった。ベルジェ写真館の主な仕事は〝なんでも屋〟だからだ。

　電球を取り替かえたり、お部屋の模様替えを手伝ったり、花か壇だんのレンガにペンキを塗ぬったりと器用にこなせるようにはなった。それも楽しいのだけれど、本業の写真の仕事がさっぱりで、いずれは〝写真館〟の看板がはずされてしまうんじゃないかと、わたしは秘ひそかにヒヤヒヤしていた。それで、店主である双ふた子ごを説得して、電話帳に広告を載のせてもらったのだ。

　その広告には〝なんでもします！〟の文言も、加えられてしまったのだけれども……。

「教えてください。それはどんな写真でしたか？」

　グラフォードさんの眼まな差ざしは、真しん剣けんそのものだ。

「実はほかの仕事で忙しくて、今日現像してすぐに渡わたすつもりだったの」

「じゃあ、フィルムはあなたが持っているんですね？」

　小さくうなずくと、グラフォードさんは背中を向けながら言った。

「あとで写真館へ行きますから、そのフィルムを見せてもらえますか？」

「うん、わかったわ。待ってるね」

　……って、どうしちゃったのこの返事。まるで恋こい人びとに言うような調子じゃなかった？　そう思ったら恥はずかしくなって、ボッと顔が熱くなってきた！

「あっ、待ってるっていうのは、あなたじゃなくてっ。も、もちろんあなただけど、その！」

　どんどんドツボにはまっている気がする。しどろもどろで言い訳をするわたしに、彼はいつものごとく素っ気なかった。

「わかっています。では」

　そう言って、彼はアパルトマンへ向かって歩き出した。

　わたしったら、いったいなにを言ってるの！　もう、ヘルメットごと頭を抱かかえたい……とがっくりと肩を落としたとき、ふいにグラフォードさんは立ち止まり、肩かた越ごしに振り返った。

「そういえば久しぶりですね。変わりはありませんか？」

　にこりともせずに無表情なのはいつものことだし、すっかり慣れた。わたしは照れくささを隠かくしながら、笑えみを浮うかべてうなずいた。

「うん、元気よ。あなたも元気そうでよかった」

　グラフォードさんの左の口角が、少しだけ横に動く。これって実は、笑みをこらえている表情だって、わたしにはわかっていた。いつかこの我が慢まんの表情を崩くずさせて、思いきり笑わせてみたいというのが、最近のわたしの願望だ。

「それでは、あとで」

　グラフォードさんが背中を向けた。アパルトマンに入る彼を見送ってから、わたしはスクーターにまたがった。
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　ベルジェ写真館は、噴ふん水すいのある広場に面していた。

　ルテで最初にできたという由ゆい緒しよ正しい写真館も、たくさんのライバル店の台頭で失しつ墜ついし、いまや名ばかりになっていた。

　もともとは店主である双子の姉妹、レナとリーザの祖父のお店で、自分の代で閉店するつもりだったようだ。だから、彼女たちの両親は写真を生業なりわいとしない音楽家だった。いまは他国に拠きよ点てんをすえていて、サンルノンに戻もどるのは数年に一度らしい。

　写真に関する知識があるのに、レナもリーザも細かな作業が多いこの仕事を避さけてしまう。そのため、写真館なのに写真の仕事は請うけ負わないという、世にも奇き妙みような場所になる寸前だったのだそうだ。

　広告のおかげか少しずつ写真の仕事は増えているものの、威い厳げんを取り戻すにはまだまだ時間がかかりそうだ。

「まあ、焦あせったってしかたないものね。地道に、ちょっとずつ！」

　写真館の横にスクーターを停とめて、荷物を抱えたわたしはドアを開けた。すると、待ってましたと言わんばかりに姉のレナが駆かけ寄って来た。

「ニーナ、見て見てー！　お仕事先で歌劇の新作のチケット、貰もらっちゃったの！」

　ブロンドの髪かみを結ゆい上げたレナは、わたしの目の前にぐいっとチケットを突つき出しながら、顔を近づけた。見開かれた琥こ珀はく色いろの瞳が、興奮でギラギラしている。

「わっ！　ホントに？　新作のそれって、あなたたちが観みたいって言ってたのじゃない？」

　のけぞりながらわたしが言うと、レナは真っ赤な唇くちびるをにんまりさせた。

「そうよ！　そして主演は！」

　ビシッとレナが、指で壁かべをしめした。そこには歌劇界の大スター、ジルベール・ダリューのポスターがある。

「彼よ！　ああっ、チケット取れなくて諦あきらめてたのに、嬉しいったらもう……っ！」

　このポスター、わたしとしてはちょっと落ち着かない。だって、バラをくわえた三十代の男性が、ずっとこっちを見ているんだもの。

「ホント、カッコいいわよね。憧あこがれるわ……！」

　カウンターで頰ほお杖づえをついたリーザも、ポスターに見入ったままうっとりしていた。国中の女性を夢中にさせているスターのポスターを見ても、魅み力りよくがいまいちわからないわたしって、どこかおかしいのかな。たしかにとってもハンサムだけれど、グラフォードさんのほうがずっと素す敵てきだもの……じゃなくって！　さっき会ったものだから、またこんなことを考えはじめちゃってる！

　うっ、とポスターから目をそらすと、さらに顔を近づけたレナが、眉まゆを八の字にさせた。

「けど、ごめんなさい。二枚しかないのよ。もう一枚ってせがんでみたんだけれど」

「わたしはお留守番しているから、楽しんで来て。ふたりのドレス姿、楽しみ！」

「そうだわ、リーザ。ドレスどうしよう。それに靴くつも！」

　リーザは冷たい表情でまぶたを閉じて、頭を左右に振ふった。

「ダーメ！　いっぱい持ってるんだから、新しいドレスも靴もナシ！」

　顔はそっくりの双子だけれど、一緒に暮らしているとそれぞれの個性がわかってくる。

　リーザはしっかり者で金銭面にかなり厳しい。料理も上手できれい好き。対するレナは、オシャレが好きでお買い物好き。リーザに内ない緒しよでしょっちゅうお買い物をするから、見つかっては叱しかられている。

　そしてふたりは、わたしよりも背が高かった。さらにレナのほうが少しだけリーザよりも高いので、慣れるとすぐに見分けられるようになったのだ。

「なにか工く夫ふうして行けばいいじゃない」

「いやよ、そんなの。ジルベール・ダリューと目が合ったらどうするのよ、みすぼらしいじゃない！」

「ジルベール・ダリューと目なんか合わないよ！　それに、みすぼらしくないようにして行けばいいんだってば！」

「リーザ！　またガサツな口調になってるわよ！」

「わーかってるよ、うるっさいなあ、もう！」

　マズい、喧けん嘩かがはじまりそう！　そうなったら最後、ヴェーダのふたりの水のエレメンタルが店内を濡ぬらすうえに、止めに入ったわたしまでびしょ濡れになってしまう。

　いますぐ話題を変えなくちゃ！

「あ、あとでグラフォードさんが来るわ！」

　両手を突き出した格好で固まったふたりが、ゆっくりとわたしを見た。

「眼鏡が？」

　くいっと片眉を上げたレナが、けげんそうな声をもらした。レナは誰だれにでもすぐにあだ名をつける。ちなみに、ベルナール警視は〝ニヤニヤ〟で、アルノーさんは〝学者〟だ。

「うう……その呼び方やめて？　ちゃんと名前があるんだから」

　わたしの毎度の訴うつたえをさえぎって、レナは続けた。

「……また、あなたに会いに来るの？」

　また？……って、なんだろ。なにか誤解してない？

「わたしに会いに来てるわけじゃないし、今日来るのもお仕事よ？」

「そんなのていのいい言い訳に決まってるじゃない。あなたに会いに来てるのよ！」

　勝ち誇ほこったようにレナが笑った。わたしをからかって楽しんでいるんだ。もう、勝手に勘かん違ちがいしそうになるから、そういうこと言うのやめてほしい！

「ち、違うってばっ」

「いーや、違わないって。あなただってまんざらでもないくせに」

　リーザもにんまりと笑みを浮かべた。同じ顔に見つめられて、いたたまれなくなってきた。

「ほ、本当にお仕事なの！」

　慌あわててわたしが事情を伝えると、レナは大げさに震ふるえはじめた。

「やだ……！　酔よってペシル川に落ちただなんて、お酒ってホント、危険だわ」

「飲んでも飲まれるなってヤツね。量を間違えるとそうなるって、いい教訓だよ。そうだ、これから夜の葡ぶ萄どう酒しゆは、グラス一杯ぱいだけっていま決めた。わかった、レナ？」

「ちょっ、待ってよ。それでどーして、グラス一杯ってなっちゃうわけ!?」

「あんたはいっつも飲みすぎるんだって！」

「ささやかなお楽しみを、あたしから奪うばわないでちょうだいっ!!」

　キーッとふたりの手から霧きり雨さめが放たれて、お互たがいのメイクがどろどろになりはじめちゃった！

「け、喧嘩しないで、仲良くして！」

　間に入ったわたしが叫さけんだのと同時に、ふたり分の水のエレメンタル攻こう撃げきに遭あい、やっぱりびしょ濡れになってしまったのだった。

「もう……もおーう！」
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　髪を乾かわかして着き替がえたわたしは、さっきまでの喧嘩はどこへやら、仲良く掃そう除じをはじめたふたりを眺ながめてため息をつきつつ、暗室に入った。

　夫人を撮さつ影えいしたフィルムの作業は明日にして、ベッソンさんから預かっていたフィルムの現像に取りかかる。

　筒つつ状じようのケースにおさまっているのは、十二枚撮どりの三十五ミリフィルムだ。グラフォードさんが確かく認にんしやすいよう、大判の印画紙にフィルムを並べた〝ベタ焼き〟を作ることにした。こうすると、撮影したものを一度に確認できるからだ。

　いつもの手順でフィルムをネガフィルムにする。すると、撮れていたのは三枚だけだとわかった。残りの九枚が、真っ黒だったからだ。

　乾いたネガフィルムの撮れていた部分だけを切り分けて、露ろ光こう機きにセットする。あとは、いつものプリント作業と同じだ。

　仕上がったベタ焼きを見たわたしは、そのあまりのボケ具合に困こん惑わくしてしまった。

「はじめて写真を撮ったのかな」

　一枚目は、どうやら木を写したものらしい。街路樹のようなこれは……プラタナス？　その奥に建物が見える。だけど輪りん郭かくがあいまいすぎて、どこを撮ったものなのかまるでわからない。残りの二枚は、同じ集合写真だ。数人の子どもらしき存在が、ひとりの大人を囲んでいた。左ひだり端はしに見切れた枝葉がのぞいていて、これも……プラタナスかな。

　さらに奇き妙みようなのは、数人の顔にバツ印が書かれていたことだ。

「なんだろう、これ……小さくてわからないわ。拡大プリントしてみよう」

　引き伸のばし機に、今度は一枚ずつフィルムをセットした。ピントとコントラストの調節を繰くり返してから、イーゼルに印画紙を置いて露光されるのをじっと待つ。そうして、三枚のプリント作業を終えてから、セーフライトを消して通常のライトに切り替かえた。

　限界まで拡大したものの、三枚の写真は輪郭のにじんだモノクロの水すい彩さい画がのようだった。

「ダメだわ……さっぱりわからない」

　ワイヤーに下げた写真を見つめながら、首を傾かしげたときだった。ドアがノックされて、レナかリーザだろうと思いすぐにドアノブを引いた。

「どうした」

　の？　と言い終える前に固まってしまった。ドアの向こうの人物も、まさかいきなり開けられるとは思っていなかったのか、驚おどろいた表情で立っていた。
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「すみません、ベルジェ姉妹が」

　グラフォードさんが振り返る。と、バッグを持った双ふた子ごが彼の後ろから顔を出した。

「あなたがそこにいるから、ノックしてって言ったのよ！」

「あたしたち映画に行くから、ごゆっくり！」

　えっ……ええ!?　映画だなんて、なにも言ってなかったのに？　あうあうと口を動かすわたしに、ウインクをして双子は去ってしまった。

　おかしな気を利きかせたんだ……！　困惑顔で立ちつくすわたしに、グラフォードさんはいつものごとく、事務的な調子で言った。

「フィルムを見せてもらいに来ました」




　わたしとグラフォードさんは、美術館の絵画を鑑かん賞しようするかのように並んで立ち、一枚一枚をまじまじと観察した。

　思案するように口元に指をあてたグラフォードさんは、写真に近づくと目を凝こらしながら、きつく眉根を寄せた。

「……これは、プラタナスですね」

「街路樹によくある形に似てるから、わたしもそう思う。それよりもわからないのは、この二枚なの」

　集合写真、とグラフォードさんがささやいた。

「このバツって、なんなのかなって」

　彼の瞳ひとみの鋭するどさが増した。

「……この二枚のネガフィルムはありますか」

「うん、あるわ」

　ネガフィルムを受け取ったグラフォードさんは、なぜかそれを重ねて天てん井じようのライトにかざしはじめた。

「そうだわ。これを使って？」

　小型のライトボックスのスイッチを入れてルーペを渡わたすと、グラフォードさんはおもむろに眼鏡を額にのせた。そうしてルーペを右目にあてながら左目を閉じ、重ねたフィルムに顔を近づける。端たん整せいな横顔があらわになって、どうしても見み惚とれてしまう。

「……同じ……なのに微び妙みようにズレている。なんなんだ？」

　誰に言うでもないつぶやきをもらして、グラフォードさんが顔を上げた。とたんに目が合い、見つめていたのがバレた気がして、わたしはうっと短く息を吸い込んだ。

　わ……グラフォードさんの瞳、本当にきれい。

　漆しつ黒こくの鋭い瞳が、艶つややかにきらめいている。眼鏡をかけていない素す顔がおはいつもよりも若く見えて、はじめて会った人かのような錯さつ覚かくを覚えた。そのせいで、息苦しいほど鼓こ動どうは高鳴り、その音が静かな暗室に響ひびきそうで、ボッと頰ほおに熱が走った。

「どう思いますか、シモンさん」

　そう訊きかれて、なんとか冷静さを取り戻もどした。ベッソンさんがなにを撮ったのか、わたしだって知りたいもの。

「み、見てみるわ」

　ルーペを受け取ってから、重ねたフィルムをすみずみまでチェックした。どうやら同じものみたい。だけどたしかに、かすかなズレが生じていた。もしかして、これって……？

「……写真、を撮ったのかな？」

「写真？」

「そう。もともとある写真のフィルムが残っていなくて、焼き増しができないから、それを撮影することで複製したんじゃない？　そうすれば、何枚でもプリントできるから。二枚撮ったのは、ちゃんと撮れているのか自信がなかったからで……でも、二枚ともボケちゃってたけど」

「元となった写真にバツを書いて、撮ったということですか」

　なぜだろう、グラフォードさんの声がやたらに近いような……？

「そうだと思う」

　なにげなく顔からルーペを離はなしてすぐに、思わずのけぞってしまった。頰がくっつきそうな距きよ離りに、グラフォードさんがいたなんて知らなかった！

「グ、グラフォードさん、眼鏡かけてっ。距離感がおかしくなってるの、ち、近い！」

　けげんそうにきゅっと片かた眉まゆを上げた彼は、額の眼鏡を下ろしてすぐに、はっとした。

「……すみません。たしかに近かったみたいです」

　すっと身体からだを引いた。ときどき無自覚な行動をするから、わたしの心臓がいくつあっても足りなくなる。ああ、ドキドキがおさまってくれない！

　さすがにグラフォードさんも照れくさくなったのか、前まえ髪がみをかき上げてから息をついた。それから、ワイヤーに下がる写真をクリップからはずした。

「この三枚、いただいてもいいですか」

「もちろんです、どうぞ。警察に渡すの？」

　写真を持ったグラフォードさんは、肩かた越ごしに振ふり返ると、気まずそうに視線を落とした。

「……いいえ、まだ」

「違ちがうの？」

　グラフォードさんは答えなかった。噓うそをつけないグラフォードさんは、言いたくないことを考えているときに必ず黙だまり込んでしまう。ベッソンさんの写真を警察に渡さないで、いったいどうするつもりなんだろう。

　……ものすごく気になってきちゃった。

　暗室から出たグラフォードさんは、カウンターに置かれている鞄かばんの中に写真を入れた。すると、ジャケットの内ポケットを探さぐりはじめた。

「拡大プリントをしてもらって助かりました。ありがとうございます」

　お金を払はらおうとしてるんだ。そんなのいいのに。

「料金はいいわ。わたしが好きでやったことだから」

「いけません。報ほう酬しゆうはきちんと受け取るべきです」

「い、いいってば！」

「ダメです」

　押し問答が永遠に続きそう！　だったらいっそのこと、教えてもらいたいことがある。

「じゃあ、報酬の代わりに教えてくれない？　その写真をどうするの？」

　グラフォードさんは、片目を細めながら顔をしかめた。

「……なるほど。そうきましたか」

「そうきちゃいました」

　にっこりしてみせると、彼の口角もつられたようにかすかに横に動いた。あ、また笑いたいのを我が慢まんしてる。

「たしかめたい場所があるんです」

「それって、どこ？」

　言いにくそうに嘆たん息そくしたグラフォードさんは、鞄からプラタナスの写真を取り出して軽く掲かかげた。

「……これのあるところです」

　そう言い残して、グラフォードさんは背中を向けた。待って、それのあるところって、いったいどこなの？　ドアを開けようとする彼の前にまわり込んで、わたしは訴うつたえた。

「あの！　その答えじゃ気になって、今夜寝ね不ぶ足そくになっちゃうわ。お願いだから、もうちょっとだけヒントをくれない？」

　ドアを後ろにして立つわたしを、彼は厳しい表情で見下ろした。それでも知りたいという欲よつ求きゆうには、どうしてもあらがえなかった。

「それに、どうして場所がわかったの？」

　グラフォードさんは沈ちん黙もくを貫つらぬいた。こんなにも黙っているなんて、きっと事情があるんだわ。諦あきらめたわたしは、肩を落としながらドアから離れた。

「しつこく訊いてごめんなさい。自分で調べてみるね」

　その方法はまだ思いつかないけれども。うつむきながらグラフォードさんの横を通ったそのとき、いきなり右みぎ腕うでをつかまれた。わっ！

「いえ。調べるのだけはやめてください」

「え？」

　見上げると、グラフォードさんは観念したように息をついた。

「……閉へい鎖さされた孤こ児じ院いんです。そこにプラタナスがあった覚えがあるので」

「閉鎖された孤児院？」

　わたしの腕からゆっくりと、グラフォードさんは手を放した。

「僕がなにか言えば言うほど、あなたは知りたいと思うでしょうし、やめろと言ってもひとりで動きまわりそうだ。それよりは、いま一いつ緒しよに行ったほうがまだマシです」

「い、いいの？」

　グラフォードさんがドアを開けた。そのとき、わたしを一いち瞥べつした彼の瞳が一いつ瞬しゆんだけ、不安げに眇すがめられた気がした。
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　閉鎖された孤児院は不便な場所にあるというので、タクシーで行くことになった。

　スクーターがあるのにどうしてかと彼に訊たずねたけれど、唇くちびるを引き結んだまま答えてくれなかった。走り出した車内でもグラフォードさんは黙ったまま、静かに車窓を眺ながめていた。

　あの写真でどうしてすぐに、彼はその場所をたしかめたいと考えたのだろう。プラタナスに見覚えがあると言っていたから、以前にも足を運んだことがあるってこと？

　もっとわからないのは、もしも写真がそこをしめしているのだとしたら、ベッソンさんはなぜ、わざわざ撮さつ影えいしたのだろう。だってあれは、アルバムに入れて楽しむような写真じゃないもの。そう、どちらかと言えば……。

「……なにかの証しよう拠こ写真みたい」

　考えが思わず声になっていた。あっ、と自分の口を手で覆おおうと、左に座っているグラフォードさんがわたしに視線を移した。

「どうしてそう思うんですか」

　わかっている答えを再度訊ねるような声こわ音ねだった。

「だって、十二枚撮どりのフィルムには、あの三枚以外なにも写ってなかったんだもの。はじめから撮るものを決めていたとしか思えないわ。それに、元の写真をさらに撮影するのって、けっこう難しいの。プラタナスだってボケていたし、ベッソンさんはあまり写真を撮らない人なんじゃないかな」

「それは、カメラの知識があまりない、という意味ですか？」

　わたしは控ひかえめにうなずいた。前を向いたグラフォードさんは、腕を組むとうつむいた。

「……なのに、隣りん人じんにカメラを借りてまで、撮ったのか」

　小さくささやいたとたん、きつく眉をひそめた。そのとき突とつ然ぜん、ガクン、と車が上下した。わたしが「ひゃっ」と短く声を上げると、バックミラー越しに運転手が笑った。

「あちこち工事中だから、ここから道が悪くなるよ」

　車窓に視線を向けると、建設中の建物が増えていた。道具を手にした人たちが、歩道や通りを行き交かいながら作業をしている。その様子を眺めていると、ふたたび車体が激しく上下した。

「わ、わっ！　そっか、こんな道だから車にしたのね？」

　シートにしがみつきながら言うと、グラフォードさんは涼すずしげに答えた。

「まあ……それもあります」

　それもって、ほかにもなにか理由があるの？　探るようにグラフォードさんの顔を見つめていたとき、今度は車体が大きく左右に揺ゆれた。その衝しよう撃げきでわたしのバランスが崩くずれて、グラフォードさんの頰ほおのあたりに、思いっきり額が当たってしまった！

「ごっ、ごめんなさい！」

「いえ」

　とっさになんとかのけぞったものの、危なかった。あとちょっとズレていたら、グラフォードさんの頰にキスしちゃってたかもしれない！　いったんそう考えたら、むくむくと恥はずかしさが全身に伝わって、耳が熱を帯びてきた。赤くなった顔を見られたくなくて、前を向こうとした矢先だった。

「あなたこそ大だい丈じよう夫ぶですか」

　グラフォードさんの指先がほんの一瞬、すっと前髪をすくうように、わたしの額に触ふれた。びっくりするとともに胸が大きく高鳴って、思わずぎゅっと目を瞑つむった。

「だ、大丈夫です！　ホントにごめんなさい！」

「いえ、べつに。たいしたことじゃありませんから、そんなに謝らないでください」

　あなたにとってはそうかもしれないけれど、わたしにとっては危き機き一いつ髪ぱつだったんです！

　やっと揺れがおさまって、大きく息をつきながらまぶたを開けると、グラフォードさんは無表情で前を見ていた。

　やがて、十七区から十八区にさしかかる通りの歩道に、タクシーが寄せられて停とまった。




　工事中の高い建物に囲まれて、雑草が生おい茂しげっている一角がある。

　錆さびた鉄てつ柵さく門が傾かしいでいて、忘れ去られたかのように存在しているそこが、閉鎖された孤児院だった。

「こんなところに孤児院があったなんて、知らなかった。本当に工事中の建物ばかりね」

　いたるところから聞こえる作業の音が、晴れた空に響ひびきわたっていた。

「このあたりにも路面電車の駅ができるので、それに伴ともなって、ビルやアパルトマンなどが新たに建てられているんです」

　グラフォードさんは、周囲を見まわしながら静かに言った。通りを挟はさんだ向こう側には、判で押したように同じ建物が並んでいる。どれも古い倉庫だ。

「あそこはあのままなの？」

「いえ。使われていない倉庫群なので、いずれはあそこも壊こわされます」

　街灯も人通りも少ない十八区は、閑かん散さんとした地区だった。それなりにお店もあるけれど、殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きはぬぐえなくて、わたしは一度も足を踏ふみ入れたことがない。でも、駅ができて新しい建物が増えたら、賑にぎやかで明るい場所になるかもしれない。

「この孤児院も壊されるのかな」

　グラフォードさんに訊ねながら視線を移すと、門にくくられた小さなボードが、わたしの視界に飛び込んだ。来月からの工事予定をしめす文言と、施せ工こう主の名前が刻まれている。

「……コーエン？　という人が、アパルトマンにするみたい」

　なにげなくグラフォードさんを見上げると、その横顔がしかめられた。

「どうしたの？」

「いえ、なんでもありません」

　小さく答えたグラフォードさんは、門を押して中へ入った。

　……どうにも、様子がおかしい気がする。

　無愛想なのはいつものことだけれど、それに輪をかけて態度に硬かたさがある気がした。わたしの気のせいかもしれないけれど、いつもの彼じゃないという思いが強くなった。

　門を入ってすぐ、灰色の建物が見えた。石造りの小さな鐘しよう楼ろうが目印で、左右にアーチ型の割れた窓があった。

「教会の孤児院だったの？」

「いえ、民間の孤児院です。建物は教会を真似まねただけで、ボランティアと寄付で運営されていました。それも立ち行かなくなり、子どもたちをほかの孤児院に移したあとで、二年前に閉鎖されたんです」

　雑草がわたしの腰こしまで伸のびていた。二年間、誰だれの手も加えられていないのはあきらかだ。

　グラフォードさんの後ろを歩きながら建物の左へまわると、平屋が続いていた。割れた窓から中をのぞくと、さまざまな物が埃ほこりをかぶってゴミのように放置されていた。

　ここで暮らしていた子どもたちは、いまどうしているんだろう？

「孤児院って、ルテにたくさんある？」

「多くはありませんが、教会が運営しているところや、民間、国が運営しているところなど、区ごとにあります。もちろん、ほかの地方都市にも」

　そう答えながら、グラフォードさんは鞄かばんから写真を取り出した。平屋が途と切ぎれ、裏庭に足を踏み入れてすぐに、彼が立ち止まった。

　空に枝葉を伸ばしている、丸みを帯びた輪りん郭かくのあれは──プラタナスだ。

　わたしはすぐに、写真とそれを見比べているグラフォードさんに駆かけ寄った。

「……同じ？」

「ええ」

　射るような視線をプラタナスに向けながら、彼は平屋から少し遠ざかった。撮影者の位置を探さぐりあてると、深刻な表情でそこにたたずんだ。わたしも彼の隣となりに並ぶ。左にプラタナスで正面に建物があり、その手前に椅い子すに座る大人と子どもたちがいたと仮定すれば。

「……写真の場所、ここみたい」

　ずっと残っていた疑問が、ふたたびわたしの中で頭をもたげてきた。

「どうしてわかったの？」

　グラフォードさんは、沈ちん痛つうな横顔で建物を見すえていた。

「……ベッソン氏が暮らしていた場所だからです」

「え？」

「ベッソン氏はこの孤こ児じ院いんの出身者です。十五歳までここで暮らして自立しました。地のエレメンタルを宿したヴェーダでしたから、土木作業の仕事に従事していたんです。免めん許きよの更こう新しんもきちんと行ってくれる、真ま面じ目めで寡か黙もくな人です。足を滑すべらせて川に落ちるほど、大量のお酒を飲むような人ではありません」

　……それって、どういうこと？

「じ、事故じゃないの？」

「僕はそうではないと思っています」

　はっきりと告げたグラフォードさんは、集合写真をまた見下ろした。

「ボケていて顔の判別ができませんが、この中にはベッソン氏もいるはずです」

「じゃあ……子どものころの記念写真を、さらに撮とったということ？」

「そうなります。複数の誰かに知らせるために、複製しようと考えたのかもしれません」

「複数の誰かって……？」

「それはわかりません」

　ベッソンさんには、なにか伝えたいことがあったんだ。そう思ったら、後こう悔かいにおそわれてきた。

「……すぐに現像したらよかった。そうすればベッソンさんはこの写真で、誰かになにかを伝えることができたのかもしれないのに」

　写真を渡す期日は、たいてい三日後にしていた。あの日、写真館に来たベッソンさんにもそう伝えていて、急いでくれとは言われなかった。だからのん気にかまえてしまって、すぐに手をつけなかったのだ。

「あなたのせいではありません。死亡推定時刻は二日前の深夜です。ですからどのみち、あなたにフィルムを渡したその日の夜には、もう……」

　そう言って、グラフォードさんは押し黙だまった。ベッソンさんがなにを伝えたかったのか、わたしには予想もつかないけれど、写真はその片へん鱗りんを残している。

「このバツ印って、ちょっと不ふ吉きつな感じで言いたくないけれど、まるでその……いなくなった人みたい……というか」

　わたしの言葉に、グラフォードさんの目がいっそう鋭するどくなった。

「……うそ、そうなの？」

　鞄に写真を入れてから、グラフォードさんはうつむきがちに嘆たん息そくした。

「この孤児院出身のヴェーダが、何人か失しつ踪そうしています。僕が担当していたのはベッソン氏だけですが、個人的に気になっていたんです。それで、以前から秘ひそかに調べていました。実を言えば、近々ベッソン氏にもうかがおうと思っていたんです」

　言葉をきってから息をついて、グラフォードさんは続けた。

「彼らの行方ゆくえはわかっていませんが、年ねん齢れいから判断すると、ベッソン氏と同時期にここで暮らしていたことになります。写真のバツはあなたの言うとおり、行方不明になっている人をしめしているのだと思います。もしくは……」

　重々しい気配をにじませて、グラフォードさんはわたしを見つめた。

「殺されたか」

　──殺された!?　いったい誰に、どうして？

「身寄りのない人が行方不明になっても、警察に届けが出ません。事故に見せかけて殺されても、よほどのことがない限り警察は必要以上に追つい及きゆうしないんです」

　グラフォードさんの眼まな差ざしに、暗い影かげが射さした。

「何者かが川をあやつって引きずり込んだとすれば、ベッソン氏の件も、外傷がないために事故で処理されます。現に、そうなっています」

　川をあやつる……ということは、犯人は水のエレメンタルをあやつるヴェーダ？　グラフォードさんは、そう考えているの？

「事故に見せかけるだなんて、そんな……なんのためにそんなこと」

　戸と惑まどうわたしに、グラフォードさんはきっぱりと言った。

「僕はそれを調べています。いったん処理された事件を覆くつがえすには、それなりの証しよう拠こを提示しなくてはいけませんから」

　そう言われて、写真をどうするのかと訊たずねたときの返答の意味が、やっとわかった。

「ベッソンさんの写真は、その証拠と一いつ緒しよに渡わたすつもりなの？」

「……そうです」

　グラフォードさんが答えた──直後。

　はっとした彼が、建物の窓を射い貫ぬくように見た。刹せつ那な、わたしの右みぎ腕うでをつかんで強ごう引いんに引き寄せると、体勢を低くして駆け出した。

　──わっ！　なにっ!?

　プラタナスの幹まで滑り込むやいなや、わたしをすっぽりと抱だきしめたグラフォードさんは、雑草の茂しげみに伏ふせた。同時に、耳をつんざくような銃じゆう声せいが数発、工事の音に紛まぎれてこだました。と、次の瞬しゆん間かん──。

　──ドッ！

　幹に銃じゆう弾だんがめり込む、雷かみなりのような重い音が連続した。

　──ドドッ！

「ひゃっ！」

　な、なんなの！　いったいなにが起きてるの!?

　わたしの頭を掌てのひらで包み込んだグラフォードさんは、まわした腕にぐっと力を込めながら横たわり、地面にわたしを押し付けた。怖こわくてたまらなくて、ドクドクと脈打つ心臓がいまにも破は裂れつしそう！　きつくまぶたを閉じて、わたしは震ふるえながらグラフォードさんにしがみついた。

　ひたすら息を殺していると、やがて銃声が途と絶だえた。おそるおそるまぶたを開けると、彼の肩かたしか見えなかった。

「……グ、グラフォードさ」

「しっ。黙って」

　そう言う彼の唇くちびるの動きが、わたしの前まえ髪がみのあたりをくすぐった。もう一度ぎゅっと目を瞑つむると、やがてグラフォードさんの腕の力がゆるめられた。

「……だ、誰が」

　四つん這ばいになったグラフォードさんは、茂みから建物に顔を向けた。人差し指を唇に添そえてわたしを一いち瞥べつし、意識を周囲に張り巡めぐらせる。わたしは身体からだをこわばらせながら、ときが経たつのをひたすら待った。

「帰りましょう。いますぐに」

　立ち上がったグラフォードさんが、わたしに右手を差し出した。その手をつかんで、わたしも起き上がる。すると、彼はわたしの手を強く握にぎるなり、裏庭を駆け出した。

「あなたを連れて来るべきじゃなかった」

「わ、わたしがうるさくつきまとったからで、あなたのせいじゃないわ。それに、撃うってきたのって誰だれ？　まだここにいる？」

「いえ、もう気配はありません。あれはただの警告です。とにかく、急いでください」

　警告……って、どういうこと!?

　平屋の脇わきを駆け抜けて、門から外へ出てからも、グラフォードさんは通りを走り続けた。後ろや左右を見まわしながら走るその様は、まるで誰かに尾び行こうされているかのようだった。

「も、もしかして、わたしたちつけられていたの？」

　グラフォードさんは押し黙ったまま、前方から来るタクシーに手を挙げた。停車した車にわたしを乗せると、彼は焦あせったようにポケットを探り、多めのお札を運転手に渡した。

「ちょっと待って！　あなたは乗らないの？」

「これ以上、僕と一緒に行動しないほうがいい」

　敬語じゃなくなっているのは、切せつ羽ぱ詰つまっているからだ。

「ど、どういうこと？」

「尾行されているのは僕だからです。行ってください」

　運転手に言ってから、強引にドアを閉めてしまった。そんな、このままわたしだけ帰るなんてできない！

「尾行されてるって、どういうこと？　なにか危険な目にあってるの？」

　ドアを開けて車外へ出ようとするわたしの肩を、グラフォードさんは優やさしく押しとどめた。

「早く行ってください」

　ふたたび運転手に告げると、彼は険しい顔でドアを強く閉めた。

　それを合図に車は走り出し、歩道に立つグラフォードさんの姿が遠くなっていく。角を曲がったところで、すっかり見えなくなった。

　あの孤こ児じ院いんについてグラフォードさんは調べていて、なにかをつかみかけているのかも。わからないけれど、きっとたぶん、そのせいで。

　──誰かに、尾行されているんだ。

　だから、スクーターじゃなくてタクシーに乗ったのだと、写真館に着いてから気づいた。

　もしものときにはわたしだけを、こんなふうに帰すことができるように。
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　翌朝。グラフォードさんのことが気がかりで一いつ睡すいもできないまま、わたしはベッドから起き上がった。

　昨日、映画から戻もどったレナとリーザに起きたことを話したけれど、「眼鏡なら大だい丈じよう夫ぶでしょ」の一点張りで、心配のしすぎはよくないと言われてしまった。たしかにわたしが心配したところで、彼のためになるようなことができるわけじゃないけれど。

　グラフォードさんを尾行していたのは、誰なんだろう。発はつ砲ぽうした人物と同じなのかな。

「気になってるのに、全然頭が働かない……！」

　あくびをしつつ身み支じ度たくをととのえて、リーザお手製の朝食をリビングで食べてから、わたしはビゼー夫人の写真を現像するために、暗室にこもった。寝ねぼけ眼まなこを覚ますために、両手でペチンと頰ほおを叩たたく。

「とにかく、まずは仕事！」

　作業を終えたら、郵便局へ行かなくちゃ。そうだわ、そのあとに。

「区役所に行って、遠くからこっそりグラフォードさんの様子をたしかめようかな」

　うん、そうしよう！

　夫人がもっともよく撮とれているフィルムを選ぶために、これもベタ焼きにした。五枚のフィルムを印画紙に並べて露ろ光こうしている間も、やっぱりいろんなことを考えてしまって上の空だった。そのせいでベタ焼きが仕上がるまで、奇き妙みような一枚があることに気づかなかった。

　少し緊きん張ちよう気味な笑えみをたたえて、こちらを見つめる夫人の全身を、左側から差し込む光が柔やわらかく照らしている。ほかの四枚はすべてそうだった。でも一枚だけ、夫人の姿を横切るように、きらめく水面のような点てん描びようが浮うかんでいたのだ。

　目に見えないもの、撮れるはずのないもの。久しぶりに撮ってしまったそれは、あきらかにヴェーダのエレメンタルの残ざん影えいだった。

「夫人は……ヴェーダだったの？」

　わたしはときおり、不思議な写真を撮ることがあった。自分の写真館が燃えるまで大切にコレクションしていたものの、ここで暮らすようになってからは撮ったことがなかった。

　過去に一度だけ、悪あく霊りようと見まがうような残影の写真を撮ってしまい、そのせいで恐おそろしいことに巻き込まれたことは、忘れたくても忘れられない。だから、二度と撮れなくてもいいと思っていたのに。

　また、撮ってしまった。ううん……撮れてしまったというべきかも。

　闇やみ夜よにまたたく星に似た光の粒つぶは、水のエレメンタルの残影だった。それは一本の紐ひものように連なって、うっすらとなにかを象かたどっていた。

「……スペルみたい……もしかして言葉になってる？」

　五枚のフィルムをライトボックスに並べ、スイッチを入れてからルーペでのぞいた。撮れていたのは、夫人がもっとも緊張していた一枚目だけだった。

「なにかのスペル？……みたいなのに」

　違ちがった？……いや、そうじゃないわ。

「反転されて、鏡文字みたいになってる？」

　さっそくフィルムの表と裏を逆にして置いた。ふたたびルーペでのぞいたとたん、ゾクリと背筋に悪お寒かんが走った。

「……これ……ホントに残影……？」

　それはたしかに、サンルノン語のスペルだった。しかも、その意味する言葉は。




　──助けて。




「うそ、どういうこと……？」

　いまだ記き憶おくに深く残っている、黒い霧きりが双そう頭とうの蛇へびを象っていた残影の写真が、脳のう裏りを過よぎった。幻げん影えい伯はく爵しやくの異名で呼ばれたアドルフ・オードランの、醜みにくいエレメンタルの残影だ。

　たしかなことはわからないけれど、あれからなんとなく思っている。

　強いエレメンタルの残影には、それを宿したヴェーダ自身の心象が、ある種のメッセージとなってあらわれてしまうんじゃないかって。だとしたら夫人のこの残影は？

「郵送なんてしていられない。直接行ってみなくちゃ！」

　急いで作業を再開させた。夫人の笑顔が自然に撮れていたフィルムと印画紙を、露光機にセットする。その間に作業台の引き出しから、カードとベルジェ写真館と型押しされた厚紙のケースを取り出した。

　数種類の液体に浸ひたした印画紙が乾かわくのを待つ間に、カードにメッセージを書いた。仕上がった写真をケースにおさめてリボンで結び、封ふう筒とうに入れて、わたしは暗室を飛び出した。

「どうしたのよ、ニーナ。顔が真っ青じゃない」

　カウンターにいたレナが、ぎょっとしたように目を丸めた。

「ちょっと行かなくちゃいけないところがあって」

「どこよ？」

「十区。昨日撮さつ影えいした夫人のところよ」

　ポケットからスクーターの鍵かぎを出すと、なぜかレナは嬉うれしそうにキャッと飛び跳はねた。

「うっそ、やだ！　あたしも連れてって！」

「いいけど、どうしたの？」

　レナはわたしに顔を近づけると、立てた右手で唇くちびるを隠かくしながら、リーザがいるであろう階上を気にしつつ言った。

「十区に素す敵てきな靴くつ屋やがあって、バーゲンしてるはずなの。あなたの用事が終わったあとでいいから、あたしをそこで放流してくれない？　あとは勝手にお買い物して帰るからっ」

　リーザに禁止されているのに、歌劇場へ行くための新たなお買い物について、まだ諦あきらめていなかったみたい。

「い、いいの？　だってリーザが」

「いいのよ！」

　わたしの腕うでを引っ張りながら強ごう引いんにドアを開けると、レナは振ふり返りざまに大声で叫さけんだ。

「リーザ！　ニーナのお仕事に付き合ってくるから、お店番お願いー！」

　また喧けん嘩かがはじまるかも……って、いまはそれよりも夫人宅へ急がなきゃ！
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　夫人宅の門のそばに駐ちゆう輪りんすると、先に降りたレナはうーんと両りよう腕うでを上げて伸のびをした。

「それにしても、さっきはなんであんなに焦あせってたのよ」

　ヘルメットを脱ぬいだわたしは、背せ丈たけ以上もある鉄てつ柵さく門の隙すき間まに視線を向けた。でも、小さな庭園に植えられている樹木が邪じや魔まをして、中の様子はまるで見えなかった。

「エレメンタルの残影の写真のこと、前に話したことがあるでしょ？　それが撮れていたの」

「うっそ。じゃあ、ご夫人ってヴェーダなの？　何系？」

　片目を細めたレナは、わたしの視線をたどるようにして邸てい宅たくを見た。

「あなたと同じよ」

　ふーんと唇をとがらせたレナは、探さぐるようにわたしを横目にした。

「それでどうして焦るわけ？」

　内ない緒しよにしておく理由はないから、声をひそめてレナにすべてを打ち明けた。聞き終えたレナは腰こしに手をあてると、なぜか策士的な笑みを浮かべた。

「なるほどね。いいわ、あたしにまかせてちょうだい」

　……ん？　まかせてって、なにを？




　ドアノッカーを叩いたけれど、誰だれも出なかった。

　いないんじゃないのとレナは言うけれど、諦めきれなくて、もう一度叩いてみる。待ってみたものの、やっぱり誰もあらわれなかった。

「なーんだ、いないじゃないの、つまんない！」

　邸宅から少し離はなれて二階を見上げると、レースのカーテン越ごしに人ひと影かげが見えた気がした。もしかして、ビゼー夫人？　それともいまのは、わたしの目の錯さつ覚かくだったのかな。

「ねー、のど渇かわいちゃった。どこかのカフェに行かない？」

「うん……もうちょっと待って」

　みたびノッカーに手を掛かけようとしたそのとき、突とつ然ぜんドアが開けられた。不ふ愉ゆ快かいさを隠さない執しつ事じは、わたしとレナを交こう互ごに睨にらみすえると、なんの用かと訊たずねてきた。

「あ、あの。写真ができたので、夫人に差し上げようと思いまして」

　執事の眉まゆが厭いとわしげにひそめられた。

「……郵送で、と申したはずです」

「そう……なんですけど」

　〝助けて〟の意味が知りたくて来ただなんて、この人には絶対に言えない。

「受け取っておきます」

　威い圧あつ感かんをにおわせながら、執事は右手を差し伸べた。すると、レナはにっこりしながら執事の後ろをいきなり指した。

「んもう！　そこの階段のところに奥さまがいるじゃない。こんにちは、お元気？　のどが渇いちゃったから、できればなにか飲ませてくださらない？」

　う、うそでしょ……レナってばなんてこと言いはじめちゃったの？

「お金持ちみたいだもの、紅茶くらい減るもんじゃなし、べつにいいでしょ？　それにあなた。もうちょっと執事らしくにっこりなさったらどうなの？　それじゃまるで軍人よ？　なんて、やだ……あたしったら、気の利きいた冗じよう談だん言っちゃった！」

　キャハハッと身体からだをくねらせて、高笑いまでしてしまった……って、全然笑えない！　うう、執事の眉が寄せられすぎて、いまにも一本につながってしまいそうだ。

「レ、レナ！　ずうずうしいでしょっ」

「だって、なにか飲みたいんだもの！」

　わたしたちのやりとりを、鬼おにのような形相で睨んでいた執事は、これみよがしに息をついてから振り返った。階段からこちらを見ていた夫人は、うつむきがちに小さくうなずいた。

　邸宅に招き入れられたそのとき、レナがわたしにウインクした。それで、さっきの言葉の意味がやっとわかった。レナは場ば違ちがいな発言をわざとすることで、邸宅の中に入るつもりだったんだ。

　たしかにわたしだけだったら、追い返されていたかもしれない。ありがとう、と口だけを動かしてレナに伝えると、彼女はニッと笑ってくれた。
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「……わざわざ来てくださらなくても、よろしかったのに」

　通されたのは、やっぱり応接間だった。一脚きやくだけの椅い子すに腰を下ろした夫人は、立っているわたしとレナに向かって弱々しく微笑ほほえんだ。

「足が痛いものだから……わたくしだけ座って、ごめんなさい」

「いえ！　突然来てしまって、こちらこそすみません」

　頭を下げたとき、執事が紅茶を運んで来た。出窓に置くと、こちらにきつい視線をそそいでから背中を向けて、やっぱりドア口に立った。すまし顔のレナは、ソーサーとカップに手を伸ばすと、突然ウフフと笑えみをもらした。

「毒とか入ってないわよね？　なーんてね！」

　ぎょっとした夫人は目を見開き、執事はレナを凝ぎよう視しした。わざとなのかレナのいつもの発言なのか、わからなくなってきたかも。とりあえずフォローしよう！

「す、すみません！　彼女の言動に悪気はないんです。それとあの、これが写真です」

　封筒を差し出すと、夫人はゆっくりとそれを手に取った。

　出窓に飾かざられたバラと夫人のつけた香こう水すいが、今日もいい香かおりを漂ただよわせている。と、すんすんと鼻を鳴らしたレナが、唐とう突とつに言った。

「これって、〝マダム・ガラの二番〟？」

　ファッションに詳くわしいのは知っていたけれど、香水にも造ぞう詣けいが深かったなんてびっくりした。驚おどろいたのは夫人も同じらしく、食い入るようにレナを見つめた。

「……あなた、わかるの？」

「もちろんよ。でも、あなたのような女性がつけるなんて珍めずらしいわ。とってもいい香りだけれど、これって若い娘このための香水だもの」

　はっとした夫人は、気まずそうに目を伏ふせた。ドア口に立つ執事が夫人を見すえる。わたしは思わず、レナの腕をペチンと叩たたいてしまった。

　わざとだとしても、それは言いすぎ！

「もう！　失礼じゃないっ」

「痛っ！　だって、そうなんだもの！」

　口を尖とがらせてむくれるレナに、夫人は弱々しく微笑んだ。

「……いいえ、いいのよ。そう、若い女性の香水が好きなの」

「本当にすみません……！」

　夫人は微笑みながら首を左右に振り、右手の指が隠れるほど袖そで口ぐちを引き上げた。そうしてから、厚紙のケースを広げて写真を見下ろした。長いまつげが伏せられて、口角も眉も哀かなしげに下がった。

　気に入らなかったみたい。やっぱり、あのとき焦って撮とったせいだわ。

「……あの。もしもお気に召めさないのでしたら、料金はお返しします」

　夫人はそっとケースを閉じながら、無理に作ったような笑顔を浮うかべた。

「いいえ、そうではないの。よく撮れているわ、ありがとう。ただ……ずいぶん老いてしまったのだなと思って……それだけよ」

　そう言い終えないうちに、執事が軽く咳せき込んだ。彼女を見つめる眼まな差ざしは、囚しゆう人じんを見張る看守さながらだった。

　……もしかして〝助けて〟って、この執事からってこと？

　わたしの視線に気づいた執事が、ゆっくりと近づいて来た。夫人の後ろに立つと、椅子の背もたれに両手をのせた。

「本日の奥さまは、体調がよろしくありません」

　真っすぐにわたしとレナを見つめた執事は、有う無むを言わさぬ声こわ音ねを放った。

「お休みの時間ですから、お引き取りください」
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「いやな感じの執事！　まさに映画の悪役って感じよ！」

　ハンドルを握にぎるわたしの後ろで、レナはぶうぶうと文句を言い続けていた。

「思ったんだけどあの夫人、きっと執事をクビにしたいのよ。でも、事情があってできないんじゃない？　だから〝助けて〟なのよ。間ま違ちがいないわ！」

　納なつ得とくできる推理だけれど、だとしたら？

「その事情って、なにかな」

「知らないわよ、いろいろあるんでしょ？　どうせたいしたことじゃないって。はい、これでおしまい、終わりよっ！」

　住宅街を抜ぬけてから、お店が連なった通りに出る。スピードを落としたわたしは、レナに教えられた靴くつ屋やでエンジンを止めた。

「いいわね、ニーナ。リーザにはこのこと内ない緒しよよ！」

　そう叫さけぶと、はしゃぎながら靴屋のドアを開けて入ってしまった。

「内緒って……お買い物袋ぶくろ提さげて戻もどったら、バレちゃうのに」

　ため息をついてからふたたびエンジンをかけて、その場をあとにした。

　夫人のエレメンタルの残ざん影えいには、レナの意見どおりの意味しかないのかもしれない。クビにできない事情はわからないけれど、わたしが深く勘かんぐりすぎているだけで、実際はたいしたことなんてないのかも。そう思うのに、どうしてこんなに心にひっかかるんだろう。

　とりとめもなく夫人のことを考えていたせいで、うっかり写真館のある広場まで戻ってしまった。

「……じゃなくって！　そうだわ、区役所！」

　ぐるんと広場を一周してから、わたしはスピードを上げた。




　大通りに面している十七区役所は、路面電車の駅がそばにある荘そう厳ごんな建物だ。

　屋根がドーム状になっている中ちゆう央おう棟とうの左右に、アーチ型の窓が並んだ三階建ての棟むねが続いている。けっして大きくはないけれど、美術館と言われてもうなずける優美な外観だった。

　駐ちゆう輪りん場じようにスクーターを置いて鍵かぎをかけて、一目散に入り口へ駆かけ込んだ。真正面に受付のカウンターがあり、その手前の待合室の椅子に、たくさんの人が座っていた。

　グラフォードさん、いるかな。あれから無事でいるんだろうか。もしもケガなんかしていて休んでいたら、どうしよう。

　申しん請せい課は二階にある。不安におそわれながらカウンターの左へ向かい、階段を駆け上がりはじめたときだった。

「シモンさん？」

　聞き覚えのある声が頭上から降ってきて、とっさに顔を上げた。驚きと困こん惑わくが混ざったような表情で、グラフォードさんが階上から見下ろしていた。そんな彼を、わたしはすみずみまで観察した。よかった！　ケガはしていないようだし、いつもどおりにお仕事をしているみたい。

「……無事ね！」

「どうしたんですか」

　眉み間けんに皺しわを寄せたグラフォードさんは、突とつ然ぜんあらわれたわたしに戸と惑まどっているらしく、微び動どうだにしない。

「あなたが気になってたから様子を見に来ようと思って。とにかく、無事でよかったわ！」

　彼が孤こ児じ院いんやベッソンさんについてなにを探さぐっていて、誰だれに尾び行こうされていたのか、本当はすごく気になっている。でも昨日みたいにしつこく訊たずねて、足を引っ張るようなことはしたくない。

　元気だってわかったんだもの。それだけで充分だわ。

「いきなり来てごめんなさい。お仕事の邪じや魔まにならないうちに帰るね」

　きびすを返して階段を下りはじめると、グラフォードさんが駆け足で追いかけて来た。

「待ってください」

　そう言うと、わたしを追い越こして二段低い位置に立った。

「わざわざ、僕の様子をたしかめるために来たんですか」

　信じられないものを目まの当たりにしたかのように、わたしを見上げるグラフォードさんは、眼鏡の奥の瞳ひとみを大きく見開いた。

「昨日あんな感じで別れたから、あのあとでなにかあったんじゃないかと思って」

　薄うすく唇くちびるを開いたまま、グラフォードさんはなぜか固まった。そうなりながらまばたきもせず、食い入るようにわたしを見つめてくる。

「……どうしたの」

「いえ……その」

　考え込むように目を伏せると、グラフォードさんは前まえ髪がみをかき上げた。

「こんなに誰かに心配されたことがないので、戸惑っているだけです」

　……心配されたことが、ない？

　その言葉の意味に思いあたったちょうどそのとき、二階から年配の男性が姿を見せて、グラフォードさんの名前を呼んだ。ぐずぐずしていられない、早く帰らなきゃ。

「本当に、気をつけてね」

　グラフォードさんに軽く手を振ふりながら、その場を離はなれた。外へ出る間ま際ぎわに一度だけ振り返ったら、彼はまだわたしを見ていた。

　髪をかき上げた格好のまま、面めん食くらったような表情で。




　写真館へ戻る道すがら、グラフォードさんの言葉を頭の中で反はん芻すうした。彼はさらりと言ってのけていたけれど、切なくなって胸の奥がきゅっと痛んだ。

　子どものころに、自分のエレメンタルでお兄さんを傷つけたグラフォードさんは、家族に放任されていた。それからずっと、誰からも心配されたことがないってことなのかな。

　それがあたりまえだと思っているかのような口調だったから、なおさら哀かなしくなってしまう。

　……本当に、ひとりで生きてきたんだ。

　何度も助けてもらったお返しを、わたしにできることならなんでもしたいって、そう思うこの気持ちが、どんどん大きくなっていく。

　誰にも心配されたことがないのなら、わたしがたくさんそうしたいな。

　だって、そのくらいなら、わたしにだってできるから。
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　写真館に戻ったとたん、今度はわたしが面食らうはめになった。ビゼー夫人の孫のセレナさんが、リーザと談だん笑しようしていたからだ。

「こんにちは！　あなたのこと待ってたの」

「セレナさん、どうしたの？」

　わたしに近づいた彼女は、細長い紙切れを差し出した。それは、今夜の歌劇のチケットだった。

「祖母に二枚もらったんだけれど、一いつ緒しよに行ける人がいなくて。で、あなたのことを思い出したってわけ。今夜で急なんだけれど、よかったらどう？　歌劇は観みてみたいんだけれど、こっちに友達がいないからひとりで行く勇気がなくて」

「やったね、ニーナ。一緒に行けるじゃない！」

　組んだ腕うでをカウンターにのせて、リーザがにっこりした。

「誘さそってくれて嬉うれしいけれど、夫人と行かなくていいの？」

「祖母は人ひと混ごみが苦手だって言ったでしょ？　このチケットも誰かにもらったみたいなんだけど、うっかりゴミになるところだったって言ってたわ。そんなのもったいないじゃない」

　セレナさんは気さくで、とても話しやすい人だ。彼女と一緒に歌劇へ行ったら、夫人と執しつ事じのいわくありげな事情について、なにか聞けるかもしれない。その考えに背中を押された。

「じゃあ、行くわ。ありがとう！」

　ふう、と大げさに、セレナさんは汗あせを拭ふく仕草をしてみせた。

「よかったー！　あなたに断られたら、華はなやかな場所にひとりで突とつ撃げきするはめになってたもの」

　冗じよう談だんめいた言葉に、リーザもわたしも声を上げて笑ってしまった。

「実はさっき、昨日撮とった写真を届けるために、夫人の家に行ったの」

　わたしが言うと、セレナさんはこれみよがしに顔をしかめて苦笑した。

「うわ……あの執事、怖こわいでしょ。昔からあんな感じで、わたしの両親もすごくいやがってるわ。でも、亡き祖父が信しん頼らいしていたとあってはクビにもできないって、祖母も秘ひそかに嘆なげいてるの。悪いヤツじゃないんだけど、いやな感じでホントにごめんね」

　歌劇場で聞くまでもなかった。あれ？……やっぱり、そんな事情だったの？

　わたしが気にしすぎていただけだったのかな。セレナさんが言うんだもの、きっとそうなんだわ。安あん堵どの息を小さくもらすと、セレナさんがドアノブをつかんだ。

「じゃあ、今夜、歌劇場のロビーで会いましょう。ちなみに、なにを着ていったらいいの？」

　リーザは自信満々な笑え顔がおを浮うかべて、きっぱりと答えた。

「みすぼらしくなければ、なんでもいいの。前世紀の貴族の集まりじゃないんだから」




　レナが戻もどったのは、セレナさんが帰ってしばらくしてからだった。

　紙かみ袋ぶくろを見たリーザが激げき昂こうするという展開は、わたしの予想どおりだった。ひとしきりやりあってから、水みず浸びたしになった店内を掃そう除じするはめになったあと、レナがおもむろに紙袋の中を探りはじめた。

「そうだわ。おまけで貰もらっちゃったから、あなたにあげる」

　ビーズ状のネックレスに下がった、ガラスの靴くつを模した笛だった。

「わっ、かわいい！　でも貰っちゃっていいの？」

「いいわよ。ほら、これを首から下げて、ね？」

　レナが嬉き々きとした調子で、わたしの首にそれを下げた。

「これで迷子になっても大だい丈じよう夫ぶ。道に迷ったら吹ふいて助けを呼ぶのよ、わかった？」

　そんな、迷子になんてなるわけないのに？

「わたしのこと、子ども扱いしてるでしょ」

　顔を見合わせたふたりは、クスッと笑った。

「いまごろ気づいたの？」

　リーザがわたしの髪を、わしゃわしゃと手でかき混ぜながら言った。

「スクーターで鉄砲玉みたいに走りまわるから、ときどき心配してるんだよ、これでもね」

「なんでもいいから貰ってちょうだい。あたしが持ってても似合わないもの。でもあなたならピッタリよ！」

　ふたりのさりげない気き遣づかいが伝わってきて、嬉しくなった。

「わかったわ。じゃあ、貰っておくね。ありがとう、レナ！」

　満足げにうなずいたレナは、気取った態度を崩くずすと手を叩たたきながら叫さけんだ。

「さあさあ、もたもたしていられないわよ。歌劇場に行く準備をしなくちゃ！」

　視線は一転、大スターのポスターにそそがれていた。
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　満月の浮かぶ夜空を背景にして、開け放たれた門の向こうに、ライトアップされた歌劇場がそびえていた。

　貴族の城館と見まがうほどの豪ごう奢しやな建物に向かって、黒くろ塗ぬりの車が次々に入っていく。わたしたちを乗せたタクシーもそのあとに続いて、噴ふん水すいの周囲をまわってから停とまった。

　ロビーに足を踏ふみ入れたとたん視界に飛び込んだのは、真正面の大階段だ。左右に分かれた階段には、赤い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられていた。

「わっ……！　すごいね！」

　燭しよく台だいを掲かかげた彫ちよう像ぞうが立ち並び、シャンデリアがまばゆく輝かがやく。黄金こがね色いろの光に包まれたそこで、着き飾かざった人々はグラスを片手に談笑しながら、開幕前のひとときを楽しんでいた。

　そんな光景の中にいて緊きん張ちようしているわたしとは対照的に、赤いドレス姿のリーザと、エメラルドグリーンのドレスを着たレナは堂々としていて、存在感が際きわ立だっていた。

　数人の男性が、チラチラとこちらに視線をそそいでいた。彼女たちがきれいだから、気になってしかたがないみたい。

「みんながあなたたちを見てるわ！」

　興奮気味に伝えると、腕を組んだリーザはバッサリと吐き捨てた。

「知ってる。けど、雑魚ざこには興味ないの」

　レナはその言葉を引き取るように、あからさまなため息をついた。

「そうよ！　まったく、どれもこれもジャガイモにしか見えないったら。んもうっ、スターはどこよ!?　初日なんだから絶対いるはずなのに！」

　スター大好きなふたりにとって、そうじゃない男性はジャガイモにしか見えないらしい。もしかしてグラフォードさんもそうなのかな？　訊きいてみたい衝しよう動どうにかられたものの、返答が怖くなってやめておくことにした。

「ニーナだって、とっても素す敵てきよ」

　レナがウインクしてみせた。わたしが着ているアイボリー色のドレスは、リーザが貸してくれたものだ。腰にベルトの巻かれた膝ひざ丈たけで、袖そでのないハイネック。その襟えり元もとに真っ赤なバラのコサージュを飾ってくれたのは、レナだった。

「ありがとう」

　照れながら微笑ほほえんだそのとき、息をきらせたセレナさんが人混みの中から駆かけ寄って来た。

「ごめんなさい！　着るもので迷っちゃって遅おそくなったわ」

　階段の手前で一階席の双ふた子ごと別れて、わたしたちは階段を上がった。席は個室になっている、三階のバルコニー席だ。

「わたしったら、お葬そう式しきみたいな黒いドレスを着て来ちゃったわ。ヘンじゃない？」

「全然おかしくなんてないわ、素敵です」

　そう力強く言うと、彼女は安心したように微笑んだ。

　階段の先の両開き扉とびらを過ぎると、番号が刻まれた扉がいくつもある通路だ。正装姿の男性に案内されながら歩いて、わたしたちは個室に入った。

「わあ……！」

　全体が一望できる、なんて壮そう観かんな眺ながめだろう。バルコニーに駆け寄って見下ろすと、幕の下りている舞ぶ台たいが右側の眼下にあった。

「こんな席で観劇できるなんて、すごく嬉しい！　誘ってくれてありがとう、セレナさん。ビゼー夫人にもよろしく伝えてね」

「いいのよ。気にしないで」

　興奮しながら自分の席に腰を落ち着けると、左ひだり隣どなりにセレナさんが座った。

「席がまだ残ってるね。ほかにもお客さんが来るのかな」

「どうかしら」

　そう言ったきり、彼女はなぜか黙だまってしまった。ずいぶん落ち着いているように見えるけれど、緊張しているから？　会話が途と切ぎれて居い心地ごこちが悪くなり、糸口を見つけようとしていると、ふいにセレナさんが腕うで時ど計けいを見た。

「どうしたの？」

「え？　ううん、まだはじまらないのかなーって思って」

　そういえば、彼女の通っている大学ってどこなんだろう。ビゼー夫人とあの執しつ事じは、ずっとルテで暮らしていたのかな。訊たずねようとしたとき、おもむろに彼女が立ち上がった。

「ちょっとのどが渇かわいてきちゃったわ。ここってなにか飲んでもいいの？」

「ごめんなさい。来たことがないからわからないの」

　わたしを見下ろしたセレナさんは、微笑みながら肩かたをすくめた。

「ロビーに行って来るわね。ついでに化け粧しよう室にも寄るから、待ってて」

　慌あわただしく出て行った。残されたわたしは、レナとリーザを捜さがすことにした。ブロンドヘアが多くて見つけられないかも……あっ、いた！　左ひだり端はしの後方に、それらしき姿があった。

　見つけた嬉うれしさでほくそ笑みつつ、扉を振ふり返ってみた。誰だれも来る気配がない。セレナさんとふたりだけだとしたら、ものすごく贅ぜい沢たくだ。

　いつか、グラフォードさんと来てみたいな……。

「って、いまなに考えちゃった？」

　頭に過よぎったことが恥はずかしくなって、頰ほおに熱が走った。でも同時に、昨日のことが思い出されて不安になった。

　グラフォードさんは、いったい誰に尾び行こうされていたんだろう。

「……まったく予想もつかないわ」

　ひとりごちてうつむいたとき、ライトが暗くなりはじめた。拍はく手しゆと歓かん声せいが巻き起こって幕が上がる。わたしも拍手をしながら、舞台を見下ろした。だけど、セレナさんはまだ戻もどらない。はじまっちゃったのにどうしたんだろう。

　静かな曲が奏かなでられ、主役が舞台に登場した。それと同時に、隣の席に人の気配を感じてほっとした。

「遅かった」

　ね、と最後まで言えなかった。

　そこにいたのはセレナさんではなく、見知らぬ若い男性だったからだ。

　年ねん齢れいは二十代だろう。プラチナブロンドの髪かみが、絹のように銀色に輝いていた。あごのラインまであるそれを、片側だけ前髪ごと無造作に耳にかけていた。

　どことなく憂うれいを漂ただよわせた二ふた重えの瞳ひとみの色は、吸い込まれそうなブルーだ。舞台を見つめるその眼まな差ざしが、ゆっくりとこちらに移った。

　繊せん細さいな印象を与あたえる中性的な顔立ちは、息をのむほど美しかった。

「あ、あの……。そこは知人の席です」

　戸と惑まどいながら伝えると、男性はどことなく含ふくみのある笑えみを浮うかべたまま、ゆったりとした態度で足を組んだ。
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「それは失礼。でも戻らないみたいだから、少しいいかな」

「え……え？」

　なんなの？　当とう惑わくするわたしを見つめる男性は、片目を鋭するどく細めた。そうしながら身体からだを寄せると、わたしの耳に唇くちびるを近づけた。

「仕事熱心なジョエル・グラフォードが邪じや魔まなんだ。きみから彼に伝えてもらえないかな？　これ以上首を突つっ込んだら、命が危ないよって」

　──どういうこと!?

「だ、誰なのっ」

　思わず立ち上がりかけたわたしの左ひだり腕うでを、彼が右手でつかんで強く引っ張り、肘ひじ掛かけにぐっと押し込んだ。

「騒さわがないで」

　そう言うと、左の二本の指先で眼下をしめした。

「きみがここで騒いだら、あそこにいる双子の頭に、弾だん丸がんが命中することになっているから」

　──うそ!?　蒼そう白はくになって凝ぎよう視しするわたしに、男性は天使のように優やさしく微笑んだ。

「本当だよ」

　柔やわらかな笑みとは裏腹に、澄すんだ瞳の奥には本気が隠かくれている。リーザとレナに照準を合わせているのは噓うそじゃないと直感した。

「そ、そんなことやめて。お願い、絶対に騒がないから、リーザとレナになにもしないで」

　彼の口角が、満足げに上がった。

「もちろん。騒がなければなにもしないよ」

「ほ、本当ね？」

「約束するよ」

　正体のわからないこの人は、グラフォードさんを知っていた。どういうことなの。

「混乱しているみたいだね。そういう人間を見るのは、歌劇よりも楽しいな」

　不敵な笑みを浮かべながら、男性はわたしをのぞき込んだ。

　もしかして、グラフォードさんを尾行していたのは、この人かこの人の仲間!?

「さ、騒がないから、放してっ」

　つかまれていた腕を力いっぱいに振り払はらった。その一瞬、彼のタキシードの袖そで口ぐちから手首がのぞき、青い入れ墨ずみが見えた。その絵え柄がらに自分の目を疑った。

　交差する──剣けん。

　見み間ま違ちがいじゃない、はっきりと見えた。呆ぼう然ぜんとするわたしを尻しり目めに、彼は袖口を整えながら立ち上がった。

「ジョエル・グラフォードに必ず伝えるんだ」

　考えがまとまらなくて、頭が真っ白になっていく。

「きみも、探たん偵ていごっこはしないことだ。いいね？」

　まばゆい笑顔でそう言い残し、扉の向こうへ去った。

　不安と怖こわさのせいで、心臓がドクドクと脈を打っていた。鼓こ動どうに邪魔をされて、音楽も歌も耳に入らなかった。

「……と、とにかくここを出なくちゃ」

　グラフォードさんに会って、危険が迫せまっていると伝えないと！

　レナたちの無事を確かく認にんしてから全体を見み渡わたすと、なにごともなく誰もが舞台に見入っていた。落ち着くために深呼吸を繰くり返しながら、静かに個室を出た。ちょうどそのとき、戻って来たセレナさんに出くわした。

「もうはじまってるわよね！……って、どうしたの？」

「あの！　ごめんなさい、用事を思い出してしまったの。先に帰るって、レナとリーザに伝えてください。それから、誘さそってくれてありがとう。今夜、気をつけて帰ってね。よかったらお手紙ちょうだい。本当に本当にごめんなさい！」

　ぽかんとしているセレナさんに何度も頭を下げてから、わたしは一目散に駆かけ出した。
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　五歳の秋の日に、わたしは母さんを病気で失った。

　母さんの家に代々伝わる小物入れをもらったものの、鍵かぎをなくして闇やみ雲くもに捜しまわっていたとき、助けてくれたのは通りかかったヴェーダの男の子だった。

　おぼろげな記き憶おくで顔はあいまいでも、髪と瞳の色ははっきりと覚えている。それに、強いヴェーダだけに義務づけられる入れ墨の絵柄も、脳のう裏りに深く刻まれていた。

　あの男の子の入れ墨も、交差する剣だった。

　リュゼ宮きゆう殿でんで邪じや悪あくな精せい霊れいと化したアドルフのことを、あの男の子だと思っていた。なぜならアドルフが、そのことを知っていたからだ。けれど本当はずっと、違い和わ感かんをぬぐえずにいた。

　最後のエレメンタルを使うときにアドルフの入れ墨が光って、ほんの刹せつ那な見えたそれは、とぐろを巻いた二匹ひきの蛇へびに見えた気がしたからだ。きっとわたしの見間違いだろうと、気に留めずにいたけれど……そうじゃなかった？

　だったらどうしてアドルフは、あの日のことを知っていたんだろう。

　遠い日の記憶が、わたしの胸の奥を締しめ付けてくる。男の子の面おも影かげが、立ち去っていったあの人にあったからだ。

　……ううん、そんなわけない。絶対に違うわ！

　複雑に絡からまった謎なぞを解くことができないまま、夢中で階段を駆け下りた。




　回かい転てん扉とびらをくぐり、荒あらい息で外へ出たときだった。

「ニーナ嬢じよう？」

　わたしをそんなふうに呼ぶ人は、ひとりしかいない。柱の陰かげから姿を見せたのは、やっぱり正装したベルナール警視だった。

「警視!?」

　女性なら誰だれもがうっとりしてしまう風ふう貌ぼうの彼は、ルテ市警の警視だ。グラフォードさんとは寄宿舎で同室だったころからの友人で、なおかつ貴族。警視総そう監かんの叔父おじをもち、さらにお父さまはこの国の大統領だという、すごすぎる肩かた書がきの持ち主だった。

　警視はわたしを見ると、ヘーゼルの瞳を見開いた。

「ここで会うとはびっくり……って、血相変えてどうしちゃったの？」

「グ、グラフォードさんが、危険みたいで！」

　息をきらしながらなんとか言葉にしたものの、「はあ？」と警視に首を傾かしげられてしまった。

　とにかくまずは落ち着かなくちゃ。じゃないとうまく説明できないもの！　大きく深呼吸したわたしは、謎の男性のこと、昨日グラフォードさんと行った孤こ児じ院いんでの出来事をなんとか伝えた……つもりだった。

「ニーナ嬢、ごめん。単語の羅ら列れつで理解できなかった」

　警視に苦く笑しようされてしまった。ああ、気持ちが焦あせってうまく説明できないのがもどかしい！　肩で息をしていると、落ち着いてとうながされた。

「でもまあ、ジョエルのことが気になってるってことはわかった。いいよ、アパルトマンまで一いつ緒しよに行ってみよう」

　ポケットから車の鍵を出した警視は、それをくるくると指でまわしながら「おいで」と微笑ほほえんだ。

「えっ？　でも、観劇するために来たんでしょ？」

「まあね。けど、遅おくれて来ちゃったし、そのせいでどのみち叱しかられるもん。なら、遅ち刻こくついでにばっくれちゃってもいーかなーって？」

　肩書きにそぐわない軽さで言い放ち、愛あい嬌きようたっぷりににっこりした。ちょっと待って！

「ダ、ダメですダメダメ！　待ってる人がいるなら、行かなくちゃ！」

　追いかけて訴うつたえたものの、警視は颯さつ爽そうと歩きながら肩かた越ごしに振ふり返って微笑んだ。

「平手打ちを三発くらう程度で済むから、気にしないで」

　ええっ!?　それ、ものすごく気になります！

「だ、だけど！」

「いーよ。だって、こっちのほうが大だい事じじゃない」

　爽さわやかな笑え顔がおでそう言われると、否定できなくなってしまった。

　駐ちゆう車しやされている黒くろ塗ぬりの車は、埃ほこりひとつなくてピカピカだった。さすがはベルナール家のご子息……。わたしが当然のように後部座席のドアを開けると、それを見た警視がぎょっとした。

「ちょい待ち。きみ、後ろに座るつもり？」

「そのつもり……よ？」

　とたんに、なぜか警視は声を上げて笑い出した。なにがおかしいの？

「それじゃ俺、きみの運転手みたいになっちゃうじゃない。前に乗ってよ」

「でも助手席って、恋こい人びとなんかが乗る席でしょ？　映画じゃいつもそうだわ」

　笑みを浮うかべたまま、警視はいぶかしげに片かた眉まゆを上げた。

「ニーナ嬢、もしかして男の車に乗ったことないでしょ？」

　……はい、ありません。

「そんなガチガチに考えなくていいんだよ。いいから乗って。ジョエルが危ないんでしょ？」

　そうなのかな……。でもたしかに、こんなことで躊ちゆう躇ちよなんてしていられない！

　わたしは急いで右側にまわり込み、助手席に座った。
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　ハンドルを握にぎる警視に、なんとか順を追って話した。話が進むにつれて警視の横顔から笑みが消えていき、謎の男性について伝え終えると、珍めずらしく険しい表情に変化した。

「……交差する剣けんの入れ墨ずみ？」

　思いあたる人物がいるのか、警視の眉み間けんにかすかな皺しわが浮かんだ。

「知ってるの？」

「とってもね。悪名高き一族の男。そいつは悪あく魔まの申し子、アダム・コーエンだよ」

　コーエン？……って、たしか。

「そういえば孤児院の門のボードに、その名前があったわ。アパルトマンにする施せ工こう主がコーエンだったの。だけど、悪魔の申し子ってなに？」

「悪魔は自分の手を汚よごさずに、他人をあやつってすべてを手に入れる。アダムはそういう男なんだよ」

　そんな人と思い出の男の子の人物像が一いつ致ちしなくて、どうしても迷いが生じてくる。だから、警視に念を押すように訊たずねてしまった。

「……その人は……アダムは、ヴェーダ？」

「コーエン家の人間は全員ヴェーダだよ。でも、入れ墨があるのはアダムだけ」

　それから警視は教えてくれた。貴族ではない成り上がりのコーエン家は武器商人の一族で、けっして表には出ないものの、影かげで力をもっている存在なのだそうだ。

　莫ばく大だいな資産はベルナール家に匹ひつ敵てきするうえ、次期大統領選に向けて、立候補者の誰かをバックアップしている可能性があると警視は付けくわえた。

「ようするに、ベルナール家の敵ってところかな」

　そんな一族のアダムが、どうしてわたしなんかに接せつ触しよくしたんだろう。疑問をぶつけると、警視は神しん妙みような面おも持もちで答えた。

「きみに接触することで、間接的にジョエルを脅おどしてるんだよ。きみに圧力をかけたほうが、ジョエルはいろいろ躊躇するだろ？　そういうことを見越して、卑ひ怯きような手で相手をあやつるのが、お得意の一族だもん。たぶんジョエルを尾び行こうしていたのも、きみの予想どおりアダムの手下だろうな」

「……発はつ砲ぽうしたのも？」

「可能性はあるね」

　そんな……立派な犯罪じゃない！

「だったらいますぐ、アダムを逮たい捕ほしてください！」

　痛いところを突つかれたのか、警視は気まずそうに苦い笑みを浮かべた。

「そうしたいけど、アダムの手下だっていうなにかしらの証しよう拠こがないうちは、動きようがないんだよ。ホント……超ちようムカつくけどさ」

　舌打ち混じりにつぶやいてから、警視は息をついた。

「それにしても、まいったな。ペシル川の遺体は事故じゃなかったのか。こっちじゃもう、それで処理されちゃってるのに」

「グラフォードさんは殺されたと考えているみたい。だから自分で調べて、ちゃんと証拠を揃そろえてから警察に渡わたすって言ってたの。あなたにはなにも伝えてなかったの？」

　ふっと警視は苦笑いを浮かべた。

「まあねー。いつもべったり仲良しってわけでもないし、俺には俺の仕事があるから、妙な気を遣つかったんだろうけど、水みず臭くさいよねー」

　警視が知らないなんて、意外だった。

「グラフォードさんに訊ねたわけじゃないけど、てっきりあなたは知ってると思ってた」

「自分で調べられないことがあると、連れん絡らくをしてくることもあるけど、今回の件はこっちじゃ処理済みだから、なにかしらの証拠がないと再さい捜そう査さにならないんだ。だから、ジョエルは自分で調べたことを整理してから、俺に話すつもりだったんだろうけど……ちょっとヤバいな」

「ヤバいって……アダムってそんなに、恐ろしい人なの？」

「よくない噂うわさをまき散らしてるからね。一いつ般ぱん人じんの拳けん銃じゆうの所持が、この国じゃ法律で規制されていないでしょ？　何度も法改正を試みてはいるものの、いつも振り出しに戻もどるのは、規制に賛成する議員が、過去に何人も不ふ慮りよの事故で亡なくなってるからなんだ。その背後には常に、アダム・コーエンの影がちらついてる。だけどたしかな証拠がまるで出なくて、ずっとうやむやになってるんだよ」

　目を細めた警視は、きゅっと顔をしかめた。

「ヤツの存在はマジで気味が悪いよ。なにを企たくらみ仕し掛かけてくるのか、こっちも予想がつかないからね」

　そんな人を相手にしているって、グラフォードさんは知っていたのかな。

　思い返せば、孤児院のボードにあった名前をわたしが声にしたとき、彼は険しい表情を浮かべていた。もしかするとあのときすでに、ベッソンさんの死にアダムが関係していると、グラフォードさんはわかっていたのかもしれない。

　膝ひざの上で拳こぶしを握ったわたしは、増していく不安をぬぐい去るために、きつくまぶたを閉じた。その様子を見ていたのか、ふいに警視が言った。

「ジョエルなら大だい丈じよう夫ぶだよ。でもまあ、誰だれかに気にかけてもらえるってのは、あいつにとっていい経験かもね」

　どことなく笑みを含ふくんだ、優やさしい声こわ音ねだった。目を開けて警視を見ると、柔やわらかい笑みをたたえながら、ハンドルを握っていた。
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　小川を越こえてなだらかな坂道を行くと、懐なつかしい通りが前方に見えてきた。

　グラフォードさんの住んでいるアパルトマンから、いくつもの灯あかりがもれていた。彼の部屋も明るかったから、心からほっとした。

「よかった。いるみたい！」

　アパルトマンの手前の更さら地ちにさしかかると、警視は車のスピードを落とした。そこは、シモン写真館のあった場所だった。警視は路地に車を寄せると、エンジンを止めた。

「平気？」

　たくさんの思い出がある写真館が全ぜん焼しようした記き憶おくは、いまも脳のう裏りに深く刻まれていた。苦い思いが胸を締しめ付けてくるけれど、それよりもいまは、いつかここに自分の写真館を建てたいという希望のほうが強かった。

「大丈夫です。それよりも、グラフォードさんに会わなくちゃ」

　車を降りてアパルトマンに駆かけ寄った。彼の部屋を訪おとずれたことは、いままでに一度もなかった。なにげなくそのことを警視に伝えると、驚おどろかれてしまった。

「ホント？　お隣となりさんだったのに、来たことないの？」

「だって、そんな用事もなかったから」

　写真館に立ち寄ってくれるのは、いつもグラフォードさんだったのだ。そう思ってはっとした。誰かに心配されたことはなくても、彼はいつだって、わたしを気にかけてくれていたんだ。それもごくさりげなく、わたしの邪じや魔まにならない程度に。

　五号室のドアの前に立った警視が、軽くノックした。

「おーい、ジョエル。開けてくれ……って、なにこのデジャブ感」

　そう言ってから、なぜか遠い目をした。

「デジャブ感？」

「そう……寄宿舎にいたころ、深夜に先せん輩ぱいと食料庫に忍しのび込んで、あれこれ食い散らかしたことがあるんだよ。〝貴族であれど清貧であれ！〟がモットーの学校だったから、ディナーもとっても質素だったわけ。こっちは食べ盛りでその量に我が慢まんできなくてさ。けど、舎しや監かんのオッサンに見つかって朝まで大目玉くっちゃったんだよね。あのときのことを思い出した」

　けっこう、やんちゃだったんですね。

「それ、グラフォードさんは加わらなかったの？」

「本を読みたいって断られた。友達がいがないよねー」

　警視がそう言ってげんなりしたとき、ドアが開いた。

「なんの話をしてるんだ」

　ネクタイをはずしたシャツ姿で、グラフォードさんはわたしと警視を見ると戸と惑まどった様子を浮うかべた。

「……どうしたんですか、シモンさん？」




　はじめて入ったグラフォードさんの部屋は、窓のある壁かべのほかは一面が本ほん棚だなで、まるで小さな図書館のようだった。無機質な部屋に住んでいそうなイメージに反して、アンティークな家具に囲まれた部屋は、どことなく暖かみがあって居い心地ごこちのいい雰ふん囲い気きに包まれていた。

　……この部屋、好きだな。

「なにかあったんですね」

　察しのいいグラフォードさんは、腕うでを組むと開口一番そう言って眉まゆ根ねを寄せた。すると警視は、からかうように苦く笑しようした。

「なにかこう、妬やくとかそういうのはおまえにはないの？」

「なにを言ってるんだ」

　呆あきれたように、グラフォードさんは警視を見すえた。

「ほら、見えない？　俺とニーナ嬢じようが着き飾かざってるわけでさ。一いつ緒しよにどこへ行ったんだろうとか、考えるでしょフツー」

　うつむきがちに視線を落とすと、グラフォードさんはこれみよがしに息をついた。

「悪かったな、フツーじゃなくて。今夜は新作歌劇の初日だろう。そのくらいは僕も知ってる。ベルジェ姉妹の好きなスターが主役だから、シモンさんもそこへ行ったんだと予想できるし、おまえはどこぞのご令嬢を誘さそったんだろう。だからその場で、シモンさんに出くわした。シモンさんがここへ来るのははじめてだから、僕に関係したなにかがそこで起こったと推測できる」

　一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられた警視は、そのあとでクスッと笑った。

「お見事」

　警視を無視したグラフォードさんは、すべてを言い当てられてぽかんとしているわたしの前に立つと、切せつ羽ぱ詰つまったように見下ろしてきた。

「それで？　どうしたんですか」

「う、うん！　昨日、ビゼー夫人という女性を撮さつ影えいしたの。彼女のお孫さんに誘われて、あなたの言うとおり歌劇場へ行ったんだけど」

　その個室に姿を見せたアダム・コーエンについて、彼に伝えた。腕を解いて表情を険しくさせたグラフォードさんは、目を眇すがめて繰くり返した。

「……アダム・コーエン？」

「そのときは名乗らなかったんだけど、手首に入れ墨ずみがあって。その人が、これ以上探さぐったら命はないとあなたに伝えろって言ってきたの。そのことを警視に言ったら、アダム・コーエンって人だろうって……」

　警視がわたしの言葉を引き取った。

「入れ墨の絵え柄がらは交差する剣けん。アダム・コーエンしかいないじゃない。あいつに目をつけられるなんて、おまえはいったいなにを探ってるんだ？」

「……もう少しで集めた証しよう拠こを整理できるから、明日にでも話すつもりだった」

　そう言ってから、不安げな視線をわたしに移した。

「あなたは大丈夫ですか？　なにかされませんでしたか」

「わたしは平気……だけど、昨日尾び行こうされていたみたいだし、とにかく伝えなくちゃと思って。それで、警視に会ったから一緒に来てみたの」

　うつむいたグラフォードさんは、悔くやしげな顔で息をもらすと、両手で前まえ髪がみをかき上げながら背中を向けた。そうして窓まど際ぎわの長なが椅い子すにドサリと腰こしを下ろし、うめくようにささやいた。

「……僕を標的にするならまだしも、まさかあなたに接せつ触しよくするなんて」

　前まえ屈かがみになると口を閉とざした。ずいぶんそうしてから、グラフォードさんが顔を上げた。怒いかりを抑おさえ込んでいるかのように鋭するどくさせた瞳ひとみで、わたしを真っすぐに見つめた。

「シモンさん、謝ります。僕の不注意であなたをこんなことに巻き込んでしまった」

　グラフォードさんのせいじゃない。わたしの好こう奇き心しんが強すぎたせいだ。

「わたしは平気だから心配しないで。それよりも、あなたのほうが気がかりだわ」

　押し黙だまったグラフォードさんは、気き遣づかわしげにわたしを見つめてからうつむいた。

「で？　どうするんだ」

　警視に訊きかれたグラフォードさんは、顔を上げなかった。

「いま考えてる」

　警視と目が合うと、やれやれと言いたげに肩かたをすくめてみせた。やがて、重々しい態度でグラフォードさんが腰を上げた。

「……申し訳ありませんが、シモンさん。アダムはすでに、僕とあなたを〝セット〟として見ている気がします」

「セット？」

「僕の弱点はあなたで、あなたの弱点も僕。そう見ているということです。たしかに、あなたに圧力がかけられた以上、僕は調査をストップせざるをえない。とは言っても、ベッソン氏の件については調べきったあとですし、動きまわるようなことももうないんですが」

「それは……もうなにも起こらない、ということ？」

　彼の表情は暗いままだった。

「いいえ。カミーユに証拠を渡わたしたら、ベッソン氏の件は再さい捜そう査さされますから、それに伴ともなって、いずれはアダムにも矛ほこ先さきが向きます。裁判になった場合、僕やアダムに接触したあなたが、証言台に立つ可能性もある。そうなると妨ぼう害がいを仕し掛かけてくるかもしれません。もちろん、僕自身がどうなっても、それはかまわないのですが……」
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　グラフォードさんは言葉をきって嘆たん息そくした。

「……あなたとは実質的に、距きよ離りを置くべきだと考えていたのですが、アダムがあらわれた以上、それは得策ではないらしい」

　言いにくそうに片目を細めてから、思いなおしたように背筋を伸のばして続けた。

「ですので、あなたの様子をうかがう意味も込めて、ベルジェ写真館に滞たい在ざいさせていただけませんか。もちろんずっとではありません。まずは数日でも」

　……ん？

「た、滞在？」

　そうです、と断言したグラフォードさんの態度は、どこまでも事務的だった。

「お姫ひめさまを守る騎き士しのごとくってわけね。いいんじゃないの？　知人同士が一緒に暮らすなんて珍めずらしくないし、お互たがいの動向も把は握あくできるしさ」

　さらりと警視が言った。グラフォードさんと一緒に暮らす？　この先のことを予想しての提案なのだと頭でわかっていても、動どう悸きが激しくなってきた。

　……そばにいられるんだ。

　喜んじゃいけない状じよう況きようだってわかっているのに、どうしてこんなに嬉うれしいの。

「ベルジェ姉妹の了りよう承しようも得なければいけないことだと思いますから、考えてみてください」

　今晩からってわけじゃないんだ。だけど、わたしと警視が帰ってしまったあとで、もしも彼になにかあったら？　そう思うと、いてもたってもいられなくなった。

「だ、だったら、今日からどうぞ！　空いている部屋もあるし、一緒に行ってリーザとレナに相談したほうがいいわ。慣れるまでは女性ばっかりで、ちょっと気まずいかもしれないけれど」

　わたしの言葉を遮さえぎって、グラフォードさんはけげんそうに目を細めた。

「いえ。男性もいますが？」

　ん？　待って、えーと……いったいどこに？

「リーザとレナとわたし……のほかに？」

　誰だれのこと？　指を折りながら首を捻ひねると、グラフォードさんは単調に答えた。

「レナ・ベルジェの本名はレナルド。男性です。もしかして、知らなかったんですか」

　うっ……うそでしょ……!?

「え……ええっ!?」

　ときに恍こう惚こつと高笑いするレナ、ときに愛らしくお買い物にはしゃぐレナ、さまざまなレナの姿がわたしの脳のう裏りを駆かけ抜ぬけていく。そんなレナが、男性……!?

「だ、だけど、あなたはいつもベルジェ姉妹って」

「提出された書類に、女性として尊重してほしい旨むねの記述があったので、そうしていただけです。てっきり知っていると思っていました」

　知らなかったし、想像したことありませんでした……。呆ぼう然ぜんと立ちつくすわたしに、警視は自分ののどを指でしめしながら微笑ほほえんだ。

「よく見るとちゃんとのどぼとけがあるよ？」

　片手の指で数えるほどしかレナに会ったことのない警視ですら、わかっていたんだ。なのに四六時中一いつ緒しよにいたわたしが、気づけなかったなんて。

「のど、ぼとけ……」

「すごく目立たないけどね」

　レナの秘密が、アダムの衝しよう撃げきを華か麗れいに蹴け散ちらしてしまった。だからって、不安が消え去ったわけじゃないけれど！
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　写真館に駐ちゆう車しやされた車から降りたとたん、よろめいて転びそうになった。あまりにも信じられない事実に、頭が真っ白になりそうだ。灯あかりのもれている写真館へよろよろと近づいてドアを開け、なんとか中へ入ったものの。

　レナが……男性!?

「よかったー！　心配してたんだよ！」

「セレナさんに聞いたわ。いきなり帰っちゃって、どうしたのよ！」

　リーザとレナが階段から駆け下りて来た。ドレスを脱ぬいだふたりは、寝ね間ま着きの上にガウンを羽織っていた。髪かみにカーラーを巻いたレナを、無意識のうちに凝ぎよう視ししてしまう。ダメだわ……どこからどう見ても女性にしか見えない。

「やだ、ニヤニヤじゃない。こんな時間にどうしたのよ」

　レナが警視を見て言った。「ニヤニヤ？」と警視は首を傾かしげた。直接耳にしたのははじめてだったらしい。

「あ、あなたのあだ名なの……レナのオリジナルです。すみません……」

「で？　眼鏡もなによ」

　眼鏡……とグラフォードさんは視線を落としてささやいた。

「ごめんなさい。何度も注意しているんだけど」

「いえ。呼び名はなんでもかまいませんが、ただ……そのままだなといつも思うので」

　階段を後ろにして立つ双ふた子ごに近寄ったわたしは、やっとの思いで口にした。

「レナ、あ……あなた……女性、じゃないの？」

　げっ、と短く声を発したリーザは、なぜか一歩二歩と退きながら階段を上がりはじめた。レナの顔が見るみる歪ゆがんでいって、長いまつげの奥の大きな瞳ひとみを見開くと、キッとグラフォードさんを睨にらみつけた。

「眼鏡！　あなた、言ったのね!!」

「すみません。シモンさんに内ない緒しよにしてくれとは言われていませんでしたし、すでに知っていると思っていたので」

「そ、そうだけどっ！　ホンット女心のわかんない人ね！」

　とたんにわっ、と両手で顔をおおったレナは、大声で叫さけんだ。

「……あたしは男じゃないの！　あたしは清く美しい女性なのよおぉー！」

　その場にくずおれてしまった。これは噓うそ泣なきじゃない。レナは本当に嘆なげいているんだ。どうしよう、レナを傷つけちゃった！　焦あせったわたしはレナに近寄って、そっと肩に手を添そえた。

「ご、ごめんね、レナ。ちょっとびっくりしただけなの」

「そりゃそうだよね」

　二段上にいるリーザが神しん妙みような面おも持もちでうなずいた。それでもレナは泣き止やまない。ふう、と息を吐はいた警視は、まかせてといわんばかりにウインクしてみせた。

「……涙なみだを拭ふいて、美しい人」

　パッと手を放したレナが、目の前にいる警視を見上げた。

「きみに涙は似合わないから。さあ、笑って？」

　歯の浮うくような言葉をさらりと言ってのける警視がすごい。優ゆう雅がに微笑む警視をまじまじと見つめたレナは、けれど哀かなしげに首を横に振ふった。

「……ごめんなさいね、ニヤニヤ。あなたの気持ちには応こたえられそうもないわ。あたし、普通の男に興味はないの。あるのは！」

　ポスターを指す。

「彼みたいなスターだけよ！」

　呆あつ気けにとられた警視は振り返り、ぼんやりとした口調でわたしに言った。

「慰なぐさめたつもりがフラれたみたいになっちゃって、やるせないんだけど」

　重ねがさね、すみません……！

　はあ、と息をついて立ち上がったレナは、涙を拭きながらぽつりとつぶやいた。

「あたしとリーザ、間ま違ちがえて生まれちゃったのよ」

「間違えて？」

　すると、リーザが補足してくれた。

「ようするに、中身と外身。逆に生まれたみたいになっちゃってるってこと」




　顔はそっくりの男女の双子。けれど、心は逆の性別で生まれてしまったのだとリーザは話した。

「って言っても、あたしは自分が女だってちゃんとわかってるし、それでいいって思ってる。料理も掃そう除じも好きだけど、男の子にずっと憧あこがれみたいなのがあって、ホントはそういう格好が好きだし、髪だってもっと短くしたい。だけど、せっかく女の子に生まれたのにそんなのもったいないってレナが言うから、仲良くこういう格好してるだけ。言こと葉ば遣づかいも注意されるから気をつけてるけど、昔からガサツなところがあって、お祖父じいちゃんにはよく笑われてたんだ。木登りとかするあたしが男の子で、人形遊びの好きなレナルドのほうが女の子みたいだなあって」

　リーザの横で、レナはしょんぼりとしながら続けた。

「あたしはずっと自分のことを、リーザとおんなじ女の子だって思ってたの。でも、違うってわかってすごくショックだったわ。きれいなドレスも靴くつもバッグも、あたしが持ってたりしたらヘンなんだって。すごく落ち込んだわ。でも、どんな格好しててもレナはレナだってリーザが言ってくれたから、男らしくしなきゃって自分を責めるのはやめたの」

　一緒に暮らしていたのに、全然知らなかった。それはきっと、わたしが彼女たちのことをそれぞれの個人じゃなくて、〝双子〟として見ていたからだ。

　黙だまっていてごめんとレナが言った。ううん、わたしのほうこそ謝りたい。

「あなたたちのこと、ちゃんと知ろうとしてなかったんだもの。わたしこそごめんなさい」

「噓をついてたわけじゃないのよ。結果的にそうなっちゃったけど。でもね、あなたがあたしのことを、完かん璧ぺきに女性として接してくれるのが楽しかったの」

「いままでどおりにそうするわ。約束する」

　恥はずかしそうにクスッと小さく、レナが笑った。でも、だとしたらリーザは？　レナは好きなようにしているのに、リーザはあきらかにそうじゃないもの。

「リーザは、いいの？」

　ん？　とリーザが眉まゆをひそめた。

「男の子みたいな服が好きなら、それでいいんじゃないかな。いまの感じが好きならそれでもいいけど、レナはレナらしくしていて、なのにあなただけ我が慢まんしてるのは、なにか違うんじゃないかなって」

　リーザが訴うつたえかけるような視線をレナに送った。それを、レナはがんとして突つっぱねた。

「ダメよ！　せっかくの女の子なのに、そんなのもったいないじゃない！」

「でも……それってなんだか不公平じゃない？」

　むくれたレナは、口を尖とがらせて黙り込んだ。しばらく無言で考え込んでいたリーザは、じっとわたしを見つめてから、ニッと思いきりよく口角を上げた。

「……そっか……そうだよね！　ずっとふたりで暮らしてたから、なんとなくそうしちゃいけない気がしてたけど、べつにいいんだ。ありがとう、ニーナ」

　満面の笑えみを浮かべながら、胸にとどく髪を束にしてつかみ上げた。

「切っちゃおうっと！」

　階段を駆かけ上がりはじめる。「なんですって！」とレナが追いかけていく……って、大事なことをまだ伝えていないんだった！

「待って！　今日からちょっとだけ、グラフォードさんが滞たい在ざいします！」

　動きを止めたふたりが、同時に振り返った。

「……いいけど。どうしたの？」

　グラフォードさんは一歩前に出て、説明しようとするわたしを制した。

「現在調べている事こと柄がらに関して、シモンさんを巻き込んでしまったんです。彼女を守るためもありますが、あなたがたにもなんらかの危害が及およばないよう、できるかぎり警護したいと考えた結果です」

　ふたりは呆気にとられたように、あんぐりと口を開けるやいなやまくしたてた。

「……硬かたい、硬すぎるわ……！」

「前から思ってたけど、もうちょっとこう自然にしゃべれないわけ？　イイ顔してるのに、ホントもったいないっていうか。声出して新聞読んでるみたいなんだもん」

　警視が小さく噴ふき出した。それでもグラフォードさんは態度を崩くずさずに、むしろ背筋を伸のばして姿勢を正した。

「いいんです。僕はこれで」

　レナはやれやれと言いたげに、腰こしに手をあてた。

「そう言うんなら、まあいいわ。で？　その調べてることって、なによ」

　グラフォードさんは上司に報告するような声こわ音ねで、ペシル川の事故は殺人事件の疑いがあること、そのことに関かかわっている人物が、わたしを通じてグラフォードさんに圧力をかけていることを簡潔に伝えた。とたんにリーザが目を剝むいた。

「ニーナ。だから先に帰ったの？　そのアダムとかいうヤツがグラフォード氏を脅おどしたから」

　わたしがうなずくと、気遣わしげに眉を寄せた。

「あなた、大だい丈じよう夫ぶだった？　セレナさんも心配してたから」

「うん、わたしは平気。だけど、先に帰っちゃって本当にごめんね」

「ならいいけど……」

　ほっとリーザが息をつくと、レナはビシッと警視を指して声を荒あららげた。

「っていうか、眼鏡が調べてることって、ホントはニヤニヤの仕事なんじゃないの？」

　鋭するどい指し摘てきに、警視は苦い笑みで答えた。

「まあね。否定はできないけど、いったん処理されちゃった件だし俺の担当じゃないから、いろいろあるのよ。察してくれる？」

　レナはうさんくさげに警視を見すえた。

「まったく、のん気なお坊ぼつちゃんらしい回答だわね。わかったわよ、ニーナが無事ならこの際どうでもいいわ」

　さらにグラフォードさんを視界に入れて、レナは続けた。

「とにかく、用心棒してくれるんなら歓かん迎げいよ！　なにしろ、か弱い女の子だけで暮らしてるんだから！」

　当然のようなレナの言葉に、誰だれもツッコめなかったのは言うまでもない。
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　雑貨やポスターが飾かざられているリビングはキッチンとつながっていて、食しよく卓たく用テーブルで仕切られていた。そちらに背もたれを向けた形で、三人にん掛がけのソファが暖だん炉ろを囲むように置かれ、手前にはセンターテーブル、その下にラグが敷しかれている。

　グラフォードさんには、そこに面しているゲスト用の部屋を使ってもらうことになった。

　髪かみを切ると宣言したリーザが洗面所にこもってしまったので、レナはむくれながらも「しょうがないから手伝う」と、彼女のあとに続いた。警視とグラフォードさんはリビングに立ったまま、ふたたびアダム・コーエンに関する会話をはじめていた。

「今夜、証しよう拠こを整理して書面にして、明日おまえに渡わたす」

「わかった。にしても……どうも気になるなあ」

「気になるって、なにが？」

　うーんと警視が首を捻ひねった。

「きみを誘さそったっていう女性だよ。その席にアダム・コーエンがあらわれたんだよね？　まあ、きみの動きをどこからか見ていて、接せつ触しよくした可能性もないわけじゃないけど」

　まさか、セレナさんのことをアダムの仲間だと考えているの？

「でも、セレナさんは戻もどって来たわ。もしもそうなら、姿を見せないんじゃない？」

　困こん惑わくするわたしに、グラフォードさんは警視に同意するような眼まな差ざしを向けてきた。

「怪あやしまれないように、戻ったのでは？」

　考えてもみなかった。言葉を失っていると、警視が探さぐるような視線をこちらに移した。

「とりあえず、きみが撮さつ影えいしたっていうビゼー夫人の写真、見せてくれる？」

　戸と惑まどいながらも、わたしはうなずいた。

「いいわ。ベタ焼きしたものがあるから、待ってて」

　急いで階段を駆け下りて、暗室に入った。リビングに戻ってからテーブルに置いて見せると、エレメンタルの残ざん影えいが写っている一枚目に、警視もグラフォードさんも釘くぎ付づけになった。

「……これはなんだい。塵ちり？」

　警視がけげんそうに目を細めた。撮とり溜ためていたコレクションは写真館と一いつ緒しよに燃えてしまったため、彼らに見せたのはこれがはじめてだった。だから、警視がわからないのも無理はなかった。

「エレメンタルの残影よ。夫人はヴェーダみたいなの」

「こんなふうに写るのか……すごいな」

　警視がつぶやいた。瞠どう目もくしたグラフォードさんも、驚おどろきを隠かくせないでいた。

「うん。でも、こういう残影はわたしもはじめて見たわ」

「これは、どういうタイプのエレメンタル？」

「きらきらした細かな光は、水のエレメンタルよ。風は姿を薄うすくするし、地はもこもこしたこびとみたいに写るわ。それと、火のエレメンタルは煙けむりみたいに写るのが定番なの」

　グラフォードさんは、きつく眉根を寄せながら言った。

「……この残影。どことなく、反転されたスペルのように見えますね」

「そう。フィルムを反転すると〝助けて〟っていうスペルになってたの」

　助けて？　と小さな声でグラフォードさんが繰くり返した。その横で、警視は考え込むようにあごに指をそえた。

「美しい女性は年ねん齢れいに関係なく、俺の頭の中にファイルされてるはずなんだけど、おかしいな。全然見覚えがない。ビゼーって名前にもピンとこないから、貴族じゃないね？」

　さらりと衝しよう撃げき的なことを言われたけれど、ツッコミを入れるときじゃない。

「ちょっと裕ゆう福ふくな人って感じだったわ。それに、引っ越こすって言っていたから、家具なんかもなにもない部屋だったの」

　伝えたとたん、警視はしかめ面つらになった。

「ああ、それは噓うそかもね。突とつ然ぜん消えてもいいように、きみにそう言っただけかもしれない」

「突然消えるって、どういうこと？」

　答えたのはグラフォードさんだ。

「ビゼー夫人もセレナという女性も、アダムがあなたに接触するためのきっかけ作りの存在だったのだとすれば、足がつかないように別の場所へ移動するはずですから」

　ふたりとも、夫人たちのことをアダムの仲間だと信じて疑わない様子だった。

　彼女たちが、わたしとアダムを接触させるための存在？　だとしたら、わたしは騙だまされていたことになる。動どう揺ようを隠せずにいると、警視はどことなく哀かなしげに微笑ほほえんだ。

「ごめんね、ニーナ嬢じよう。俺の勘かんって、わりと当たっちゃうんだよね」

　その直後、レナの絶ぜつ叫きようが洗面所から響ひびきわたった。びっくりして廊ろう下かへ飛び出すと、レナが廊下に突つっ伏ぷして泣いていた。

「レ、レナ！　どうしたの!?」

「あたしは肩かたくらいで止めたらって言ったの！　なのにリーザが……リーザが……っ！」

　ぬっとドアから顔を出したリーザの髪は、グラフォードさんよりも短くなっていて、男の子みたいだった。でも！

「いいわ、すごく似合ってる！」

　リーザは自信満々に笑った。

「知ってる。ああ、すっきりした！」
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　警視はビゼー夫人を調べると言って、フィルムとベタ焼きを持ち帰った。

　リーザはそのままシャワーを浴びて、満足そうに自分の部屋へ入ってしまった。わたしは嘆なげくレナをベッドに横たわらせながら、なんと言って慰なぐさめるのがいいのか言葉を探していた。レナがこんなにショックを受けるなんて、思わなかったからだ。

「リーザ、すごく似合ってたけど、あなたはやっぱり許せない？」

　真っ赤に目を腫はらしたレナは、しょんぼりと目を伏せた。

「似合ってるってあたしも思うけど、女の子には楽しいオシャレってたくさんあるじゃない？　あたしが望むものを全部もってるのに、わざわざ男の子みたいな素っ気ない格好したら、もったいないってどうしても思っちゃって……。けど、これはあたしのエゴなのよね」

　毛布で顔を半分隠したレナは、ベッドに腰を下ろしたわたしを見つめた。

「それに、もう一度謝るわ、ニーナ。あたしのこと、内ない緒しよにしていてごめんなさい。約束やぶっちゃったもの」

　一緒に暮らしはじめたとき、なんでも話すのが唯ゆい一いつの約束ごとだった。レナの言葉に罪悪感を覚えたわたしは、目をそらしてうつむいた。

「いいの。本当に気にしないで」

　自分が門番であることを、わたしは言いそびれていた。あんなことは二度とないだろうし、もう終わったことだと思っているうちに、機会を逃のがしてしまったのだ。なにより、どんな反応をされるのかがわからなくて、怖こわかった。だから、わたしにも内緒にしていることはあった。

　きっとレナも、こんな気持ちだったんだ。おあいこだもの、謝らなくていいのに。

　それともいま、話してみようかな。かなり迷ったあとで決心し、ふとレナを見るとすでに寝ね息いきをたてていた。

「おやすみなさい。それと、いつもありがとう」

　小さくささやいてからライトを消して、そっとドアを閉めた。

　すっかり深夜になってしまったけれど、目が冴さえていて眠ねむれる気がしない。グラフォードさんは起きてるかな……ううん、きっともう眠ってるよね。

　いろいろなことがあったせいで、感情の高ぶりがおさまらなかった。妙みように心がざわつくのは、すべてアダム・コーエンのせいだ。

　突然、なにかが崩くずれていく予感がおそってきた。大切にしているものがすべて、アダムに壊こわされていくような。それが怖くて、思考が止まった。

「……ホットミルクを飲んで、落ち着こう」

　そっとリビングのドアを開けると、暗かった。暖だん炉ろの右奥にあるドアも閉じられている。グラフォードさんを起こさないよう、スタンドライトだけを灯ともしてキッチンに立った。

　それにしても、わけがわからなくなってきた。夫人たちがアダムの仲間だなんて、本当に？　もしもそうだとしたら、なにか事情があるのかもしれない。たとえば……そう、アダムになにか弱みを握にぎられているとか。

「明日もう一度、行ってみようかな」

　こんなに気になるのは、夫人のエレメンタルの残影を見たからだわ。

　頭上の戸と棚だなにあるカップをつかんだとき、アダムの不敵な笑えみが頭に浮うかんで、うっかり手を放してしまった。

　──ガシャンッ！

「わっ！」

「どうしたんですか」

　ドアが開いて、グラフォードさんが駆かけ寄って来た。

「ご、ごめんなさい、カップを落としたの。起こしちゃったのね」

　慌あわててしゃがんだわたしは、床ゆかに散らばった破は片へんに手を伸のばした。

「いえ、起きてました。いけません、触さわらないで。帚ほうきはどこですか」

　そう言われたのに、カップを割ってしまった焦あせりで冷静になれず、思わず大きな破片をつまんでしまった。

「……あっ」

　人差し指の先にかすかな痛みが走った。破片の角で切っちゃったんだわ。なにしてるの、わたし！　腰こしを上げたとたん、グラフォードさんがわたしの手首を優やさしくつかんだ。

「見せてください」

　不安げに眉まゆをひそめてから蛇じや口ぐちをひねると、じわりと血のにじむわたしの指先を、少し強ごう引いんな態度で水に当てはじめた。

「へ、平気よ。たいしたことないわ」

　グラフォードさんのきれいな長い指が、わたしのほんの小さな傷口のために、丁てい寧ねいに指先に触ふれていく。まるで、大切な宝石を扱あつかうみたいな仕草じゃない……なんて思ったら、胸が高鳴ってきてしまった。この鼓こ動どうが、グラフォードさんにも伝わってしまうかも！

「あ、あの」

「浅い傷みたいですね」

　きゅっと蛇口をひねって水を止め、彼がわたしを見た。きらめく黒い瞳ひとみが間近にあって、目がそらせなくなる。すると、グラフォードさんはポケットからハンカチを出した。

「しばらくこれで止めてください」

「い、いいわ！　汚よごしちゃうもの」

「よくありません。いいから黙だまって」

　紺こん色いろのハンカチでぐるぐると、わたしの指を巻いていく。血はほとんど止まっているのに、これじゃまるで大ケガでもしちゃったみたいだ。無む性しようにドキドキして落ち着かない。息を詰つめてその様子を見守っていたときだ。

「……訊きいてもいいですか」

　器用に結び目を作りながら、グラフォードさんがふいに言った。

「え？」

「僕の様子をうかがうために区役所へ来たり、今日だってすぐに家まで来たり。アダムからの忠告なら、明日にでも伝えてくれたらそれでよかったはずです。なのにあなたはそうしなかった。どうして僕のことを、そんなに気にかけてくれるんですか」

　前まえ髪がみから、眼鏡越しの眼まな差ざしがのぞいた。

「ど、どうしてって」

　その真っすぐな視線に、胸が苦しくなった。答えはわかっているけれど、うまく言葉にできない気がして返答にためらってしまう。すると、視線をそらしたグラフォードさんが、結び目から手を放した。

「おかしなことを訊いてすみません。気になったので」

　たくさんのものをわたしは失なくしてきた。もうこれ以上、大切な人や場所を失いたくない。ただ指をくわえて見ていることしかできなくて、後こう悔かいするような経験は二度としたくなかった。

「……もうなにも失いたくないの。大きなことはできないけれど、気にかけたりすることなら、わたしにもできるかなって」

　自分にできることがあるのなら、どんなに些さ細さいなことでも、そうしようと決めていたから。

「だけど、あなたがもしも迷めい惑わくに感じているなら」

　そう言ってほしい、と続けようとした言葉が、グラフォードさんに遮さえぎられた。

「僕は他人に詮せん索さくされることが苦手です。だから僕も、仕事以外では必要以上に関かかわらないようにしています」

　……他人。

　グラフォードさんがここへ来たのは、友達として心配してくれたからじゃない。わたしが彼の仕事に関わってしまったからだ。あらためて突つき付けられた事実がショックで、うつむいたままきつく目を瞑つむったときだった。

「でも、あなたに詮索されることは、なぜか嫌いやじゃない」

　びっくりして顔を上げると、グラフォードさんに表情はなかった。ただ静かに、わたしを見つめていただけだ。すると、にこりともせずにわたしの後ろをなぜか見やった。

「ああ。冷蔵庫の横に帚がありますね」

　そちらに近づいて帚を手にした……って、待って、もう終わりなの？　その理由は？

　訊たずねたいのにすっかりタイミングを失ってしまった。破片を捨て終えるまで、まだ続きがあるかもと待っていたけれど、グラフォードさんの言葉は違ちがった。

「なにか飲むつもりだったんですか？」

「えっ？……う、うん。ホットミルクを……飲もうかなって」
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　グラフォードさんと向かい合って食しよく卓たくに座った。カップを口に運んでいると、ふいに彼が口を開いた。

「ビゼー夫人のエレメンタルの残ざん影えいですが、ああいう形状のものは、いままでに撮とったことがないんですね？」

「うん。だから気になって、今日レナと夫人の家に行ってみたんだけれど、すぐに追い返されちゃったの。あなたもアダムの仲間だと思う？」

　アダムの名前に反応して、グラフォードさんは表情を歪ゆがめた。

「アダムがどこからかあなたを見ていて、接せつ触しよくした可能性もなくはありません。ですが、セレナという女性が席を立つのをわかっていたかのようで、あまりにもタイミングがよすぎます」

　そう言われると、疑念がふくらんでいく。夫人たちはやっぱりそうなの？　押し黙って考えを巡めぐらせていると、グラフォードさんが悔くやしげに目を伏ふせた。

「どちらにしても、あなたを巻き込んでしまったことを謝ります。あの孤こ児じ院いんやベッソン氏については調べきってしまったので、明日、提出書類をカミーユに渡わたしたら、この件は正式に警察の管かん轄かつになります」

　グラフォードさんが集めたという証しよう拠こについて、やっぱり知りたかった。ベッソンさんは、たった一度写真館に来たことのあるお客さんにすぎないけれど、もっと早く現像していたらと、どうしても思ってしまうから。

「グラフォードさん。ベッソンさんがあの写真で知らせたかったことがなんなのか、どうしても気になるの。話せる範はん囲いでいいから、よければ教えてくれない？」

　しばらく逡しゆん巡じゆんしてから、グラフォードさんは小さく嘆たん息そくした。

「……閉へい鎖さされたあの孤児院の名めい簿ぼに、気になる名前を見つけたんです」

「名簿？」

「ベッソン氏が暮らしていたと思われる時期の、子どもたちのエレメンタルの強さを測った名簿です」

　精せい霊れいの血を引くヴェーダの子どもたちは、十二歳程度でエレメンタルの強さが決まると、以前グラフォードさんに聞いていた。規定を大きく越こえた力を宿している強いヴェーダには、手首に入れ墨ずみが義務づけられる。

　彼らがエレメンタルを乱用すると、激しく精気を奪うばわれて肉体が老いてしまうため、そうなる寸前に入れ墨は青く光り、使用の制限をうながしてくれる。その絵え柄がらに決まりはなく、グラフォードさんの右の手首にも、太古の言葉が刻まれていた。

「気になる名前って？」

　グラフォードさんの瞳に、険しさが宿った。

「……ルドルフ・レクレール。入れ墨の絵柄は交差する剣けん。つまり、現在のアダム・コーエンです」

　──え……！　アダムは孤児だったの……!?

「い、入れ墨の絵柄って、誰だれかと同じだったりすることはない？」

「一生付き合うものですから、デザインは各人に考えさせる習慣があるんです。誰かと同じというのは〝カッコ悪い〟という風潮があるので、みんな個性を出したがります。ですから、同じ絵柄はないと考えてください」

　唯ゆい一いつの絵柄……。だとしたらあのときの男の子は、やっぱりアダム・コーエンだったんだわ。

　心のどこかで覚かく悟ごはしていたけれど、現実となれば話は別だ。ショックで鼓こ動どうが速まった。それと同時に、祝典のときのことが頭を過よぎった。

　小物入れを開けてくれた男の子がアダムなのだとすれば、どうしてアドルフ・オードランは、あの日のことを知っていたんだろう。

「どうしたんですか」

「火事のとき、あなたが取り戻もどしてくれた小物入れがあるでしょ？」

　その鍵かぎをなくしたときに、助けてくれた男の子について彼に伝えた。目にした入れ墨がアダム・コーエンのそれだったことも、すべて話した。

「でも祝典のときに、小物入れの手紙は読めたかいって、アドルフ・オードランがわたしに言ったの。だからアドルフなんだろうって、いままでずっと思い込んでいて。ただ、本当はちょっとした違い和わ感かんもあって……」

「違和感？」

「そうなの。アドルフの入れ墨が光ったとき、その絵柄は交差する剣じゃなくて、とぐろを巻いた二匹ひきの蛇へび……みたいに見えた気がしていたから」

　見み間ま違ちがいだろうと疑うこともせずに、いままで過ごしてしまったのだ。

「蛇？」

　なにかを思い出したように、グラフォードさんが立ち上がった。使っている部屋のドアを開けて中へ入ると、すぐに書類の束をめくりながら戻って来た。

「それは……遠目であれば、交差する剣に見えなくもないような、そんな絵柄でしたか？」

「うん……そうよ。どうしたの？」

　立ちすくんだまま、グラフォードさんは書類を見つめながら、眉まゆ根ねをきつく寄せた。

「……もっと調べてみなければ断定はできませんが、アドルフもあの孤児院にいたようです。入れ墨の絵柄は二匹の蛇で、当時の名前はクロード」

　クロード……？　あのとき、車から降りた男性の呼び声はたしか──。

　──ドルフ！

「……男の人は〝ドルフ〟って、男の子のことを呼んでたわ。アドルフって本名じゃないの？」

「引き取られた子どもたちは、名前を変えることが多いんです。里親が貴族の場合はなおさらで、出自すら噓うそで塗ぬり固められます」

　だとしたら、あれは。

「……ルドルフ、って呼んだのかもしれないけれど……おかしいわ。あの人が里親だとしたら〝アダム〟って呼ぶはずじゃない？」

「孤児院を出た当日か、引き取られてすぐのことだったのかもしれません」

「それは、新しい名前になる前ってこと？」

　グラフォードさんは神しん妙みような面おも持もちで小さくうなずいた。

「そうです」

　遠い日の記き憶おくが、ふたたびわたしをおそってきた。はじめて出会ったヴェーダの親切な男の子。それはずっと、大切にしたかった思い出だった。なのにその相手が、悪あく魔まの申し子と呼ばれる人だなんて……信じたくない。

「アドルフじゃなかったのなら、どうしてあの日のことを知っていたのかな」

　グラフォードさんが困こん惑わくするわたしに近づき、見下ろした。

「わかりません。ですが……」

　言いよどむ彼の眼まな差ざしは暗かった。嫌な予感が去ってくれず、握にぎった手が冷たくなっていく。

「な、に……？」

　グラフォードさんを見上げると、闇やみ色いろの鋭するどい瞳ひとみにとらえられた。

「たとえばその日、アダムと同じ車に乗っていて、あなたがたのやりとりを見ていたのかもしれません。それに孤児院を出てからも、アダムとつながっていた可能性だってあります」

　足元が崩くずれそうな恐きよう怖ふを覚えた。冷たく震ふるえる手を温めたくて重ね合わせたとき、グラフォードさんが言った。

「アドルフやベッソン氏、行方ゆくえ不明になっている人、そして手を下していると考えられるアダム。その全員がつながっていて、すべてあの孤児院に端たんを発しているようです」

　その孤児院を取り壊こわしてアパルトマンを建設するのは、コーエンだ。

「これも僕の予想にすぎませんが、もしかしたらアダムは自分の手を汚よごさずに、過去を知る人物を事故に見せかけて、次々に消しているのかもしれません」

　アダムが過去を消そうとしている理由は、わたしにはわからない。でも、ベッソンさんの死がヴェーダの仕し業わざだとしたら、それを行ったのはアダムの配下のヴェーダということになる。

　とっさにビゼー夫人の姿が頭に浮うかんだ。彼女は、水のエレメンタルをあやつるヴェーダだ。もしもアダムの仲間だとしたら、まさか……。ああ、今夜はもうこれ以上、考えたくない。

「シモンさん、大だい丈じよう夫ぶですか。顔が真っ青です」

　グラフォードさんが気き遣づかわしげに、わたしの肩かたにそっと手を置いた。

「……もう遅おそいから、眠ねむらなきゃ」

　気弱な笑えみをなんとか浮かべて、テーブルに手をついて立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、床ゆかが崩れて吸い込まれそうな感覚に陥おちいった。ガクンと膝ひざから下の力が抜ぬけてふらつき、グラフォードさんの右みぎ腕うでに支えられた。わたしは思わず、その腕を強く握った。

「どうしたんですか」

　のぞき込むグラフォードさんの顔が、ぼやけていく。どうして泣いているのか自分でもわからないのに、言葉は勝手に口から飛び出した。

「い、いなくならないで……死なないで。なにがあっても、絶対に」

　どうしてこんなに、怖こわいの。

「あなたやレナやリーザ、警視やアルノーさんも……とにかくみんなになにも起こってほしくない。もしも誰かがみんなのことを傷つけたら、わたしはもう……」

　……立ち上がれないかもしれない。

「約束します」

　グラフォードさんの左の指が、わたしの頰ほおをなぞった。そうしながら掌てのひらが、髪かみの中にそっと滑すべり込む。優やさしく押された頭は自然に傾かたむいて、彼の肩に額が触ふれた。
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「なにがあっても、いなくなったりしません。とは言っても、いずれ自分のアパルトマンには戻りますが」

　グラフォードさんの力強い言葉に、ほっと気持ちがゆるんだ。安心したとたん冷静さが戻ってきて、この体勢に固まった。慰なぐさめてくれただけだってわかっているのに、耳が熱を帯びてきて彼の顔をまともに見られない！

「ご、ごめんなさい！　いきなり泣いて、なんだかこんな……！」

　グラフォードさんの手の感かん触しよくが、髪から消えた。とっさに後あと退じさった直後、テーブルの角に思いきりお尻しりをぶつけてしまった。

「いっ！」

　痛い……！　うーっ、さっきからなにしてるんだろ！

「カ、カップを洗わなきゃ！」

　照れくささを隠かくしたくてそれをつかもうとすると、グラフォードさんが先に手を伸のばした。

「僕が洗っておきますから、眠ってください」

　有う無むを言わさない態度でカップを持ってしまった。

「じ、じゃあ、お願いします。それとあの……いろいろ教えてくれてありがとう。それから、ハンカチも」

　グラフォードさんはキッチンへ行きすがら、笑みをこらえたあの表情でわたしを一いち瞥べつした。

「シモンさんって、わりとドジですよね」

「そ、そんなことないわ。わたしはしっかり者です」

　のはず……だけど、ちょっと自信がなくなってきたかも。

「非難してるわけじゃありません」

　わかってます。だけどなんだか落ち込んで、うなだれながらドアノブを引いた。そのとき、カップを洗うグラフォードさんの声が聞こえた気がした。

「かわいいと思います」

　……うそでしょ!?　振ふり返ると、グラフォードさんはこちらを見ていない。いまのって、わたしの幻げん聴ちよう？　無意識のうちにたたずんでいると、グラフォードさんは蛇じや口ぐちをひねって水を止めてから、こちらを向いた。

「なんですか」

　なんだ、やっぱり幻聴みたい。きっと寝ね不ぶ足そくのせいだわ、落ち着かなくちゃ。

「おやすみなさい、グラフォードさん」

　わたしの言葉に、グラフォードさんはどことなく柔やわらかい声こわ音ねで応こたえた。

「おやすみなさい、シモンさん」
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　翌朝。グラフォードさんのハンカチを丁てい寧ねいに洗ってから、アイロンをかけてたたんだ。それを持ってリビングへ行くと、リーザがキッチンで卵を焼いていた。

「おはよう」

「おはよう、ニーナ」

　短い髪にメイクをしていないまっさらな顔、シャツにパンツ姿なものだから、いままでのリーザの面おも影かげがどこにもない。でも、もともとの顔立ちが整っているから、颯さつ爽そうとした少年のような不思議な魅み力りよくがあった。

「やっぱり、その感じとってもいいね」

　テーブルにお皿を並べながら言うと、フライパンを片手にリーザはへへっと笑った。

「でしょー。すっごい気分がいいんだよね。やっと自分に戻もどったって感じで」

「その服、いつの間に調達したの？」

「パパのだよ。けど、ちょっと大きいからサイズ合わせないとね。あとでマーケットに買い物に行くから、古着を何枚か買ってくるつもり。ホント、動きやすくて最高！」

　うりゃっ！　とリーザが蹴けりを入れる格好をしたすぐあとで、レナが寝ね間ま着きのままやって来た。リーザを見るなり卒そつ倒とうしそうな形相で固まり、かと思うとつんとそっぽを向いた。

「……ふんっ。見慣れるまで時間がかかりそうだわ！」

「そんなことばっか言うなら、あんたに卵は焼かない」

　焼いて！　と叫さけびながら、レナはリーザにしがみつく。ちょうどそのとき、ネクタイを締しめたグラフォードさんが、ジャケットと鞄かばんを抱かかえてあらわれた。休日なのにスーツ姿でどこへ行くんだろう。

「おはようございます。出で掛かけますので食事はけっこうです」

　ネクタイの位置を指でととのえながら、リビングを出て行ってしまった。彼を追いかけて廊ろう下かへ出ると、ドアを開ける音がした。急いで階段を下りながら、わたしは彼を呼び止めた。

「グラフォードさん、ハンカチです。ありがとう」

　手て渡わたすと、彼はまじまじとそれを見た。

「わざわざ洗ってくれたんですか。それに、アイロンまで……」

　眩まぶしげに瞳ひとみを細めた。もしかして、喜んでくれたのかな。グラフォードさんは丁寧な仕草でポケットに入れると、わたしを見下ろした。

「傷は大丈夫ですか」

　あんな小さな傷を、まだ心配してくれていたんだ。

「うん、もうすっかり。それよりも、区役所へ行くの？」

「立ち寄るところがあるので、そのあとに」

「そっか。わたしももう一度だけ、ビゼー夫人のところに行ってみようと思ってるから、なにかわかったら教えるね」

　背中を向けようとしたとき、ふいに腕うでをつかまれた。驚おどろいて振り返ると、グラフォードさんが険しい眼まな差ざしで顔を近づけた。

「待ってください。僕が行くので、その必要はありません」

　えっ？　まさか、同じことを考えていたなんて思ってもみなかった。

「だったら、スクーターで一いつ緒しよに行かない？」

　グラフォードさんの眉まゆ根ねがきつく寄せられて、眼鏡越ごしの眼光の鋭するどさが増した。わたしの身の安全を考こう慮りよして、断るつもりでいるのが手に取るように伝わってきた。だけど。

「夫人たちがもしもアダムの仲間なら、なにか事情があるんだと思うの。それがどうしても気になって。もういないかもしれないけれど、とにかく行くだけ行ってみようかなって」

　返答に苦慮しているのか、彼はまだ険しげにこちらを見ていた。

「足手まといにはならないから、一緒に行かせてくれない？」

　スクーターの鍵かぎを探さぐるためにポケットに手を入れたとき、レナのくれた笛が指に触れた。

「あっ、そうだわ。これ、レナにもらったの」

　首から下げて、笛を掲かかげてみせた。

「もしもまた尾び行こうかなんかされていて危険なことがあったら、これを思いきり吹ふいて威い嚇かくしてやるわ！　ね？」

　強く訴うつたえると、瞠どう目もくしたグラフォードさんの口角が、一いつ瞬しゆんかすかに横に動いた。ふっ、と笑えみともとれる息を小さく吐はき出すと、おもむろに片手を上げる。その手が、なぜかわたしの頭にぽんとのせられた……って、えっ!?

「……な、なに？」

　はっとしたように、グラフォードさんが手を放した。

「あ」

　……もしかして、無意識だった？

　パッと広げた自分の掌てのひらをまじまじと見つめてから、グラフォードさんはやり場に困ったかのように、その手で髪かみをかき上げた。それから鞄を持ち直すと、反対の手を差し出した。

「……わかりました。その鍵をください」

　頭にのせられた掌の感触がしっかりと残っていて、じわじわと全身が熱を帯びていく。いまのっていったい、なんだったの？

「ち、ちょっと待っててね」

　赤くなった顔を見られたくなくて、急いで階段を駆かけ上がった。リビングにいるふたりに出掛けることを伝えると、レナがニヤッとした。

「デートね？」

　違ちがいます。

「あたしたちはマーケットに行くから、午後には戻るよ。デートでもなんでもいいけど、とにかく気をつけてよ、ニーナ」

　デートって、映画を観みたりお散歩をしたり、お買い物をすることであって、アダムの仲間疑ぎ惑わくのある夫人へ会いに行くことじゃないんだけれども……。

「うん。あなたたちも気をつけて。それと、デートじゃないからね」

　違うの？　とレナは不満げに唇くちびるを尖とがらせた。わたしとグラフォードさんがデートだなんて、いつかそんな日は来るのかな。いまのところはまったく想像もつかない。

　行ってきますと告げてから階段を駆け下りて、待ってくれていた彼と一緒に外へ出た。

　グラフォードさんがスクーターのシートを開けて鞄を入れた。閉じたシートにまたがった彼の後ろに乗ってから、ジャケットを軽くつかんだ。

　前にもこんなふうに乗ったことがあった。あのときはこの人が苦手でしかたがなかったのに、いまはそうじゃない。月日が経たつのって面おも白しろいな。確実になにかが変化していくんだもの。

「シモンさん」

　グラフォードさんが振ふり向いた。

「それでは、振り落としてしまいます」

　そうだったわ。しっかり腕をまわして彼につかまらなくちゃ。

　わたしがそうしたのを合図に、エンジンをかけたグラフォードさんは、スピードを上げながら広場をあとにした。
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　街路樹が枝葉を揺ゆらしている、静かな住宅街の通りにさしかかった。

　右折した先にビゼー夫人の邸てい宅たくが見えた。けれど、グラフォードさんはなぜかそばまで行かずに、邸宅の見える角でエンジンを止めた。

「どうしたの？」

　前方を見ると、二台の車が邸宅の門に寄せられていた。どちらも警察の車だった。

「……警察？」

「行ってみましょう」

　グラフォードさんはふたたびスクーターを走らせて通りを渡わたり、邸宅の横に駐ちゆう輪りんした。門へ向かって歩きはじめたとき、突とつ然ぜん邸宅の扉とびらが開いた。姿を見せたのはベルナール警視だった。

「あれ？　なんだ、来たの？」

　爽さわやかな笑顔で手を挙げる警視の後ろから、ふたりの私服の警官が姿を見せた。行っていいよと警視が言うと、彼らは軽く会え釈しやくしてから去って行った。

「あなたこそ、どうしたの？」

「どうしたのって、心外だなあ。調べてみるって言ったこと、忘れちゃった？」

　覚えているけれど、まさかこんなに早く動いてくれると思わなくって……なんて、失礼すぎて言えない。

「それで？」

　グラフォードさんが訊たずねると、警視は苦く笑しよう混じりに肩かたをすくめた。

「お話を聞くには遅おそかったみたい」

　そう言って、背後に建つ邸宅を親指でしめした。

「いないよ。鍵もかけられてないまま、中はもぬけの殻からだった」

　……鍵をかけないまま？

「ごめんね、ニーナ嬢じよう。俺の勘かんが当たったみたいだ。お引っ越しじゃなくて逃にげたんだよ。しかも、かなり焦あせった感じでね」

　当とう惑わくするわたしを察してか、警視が同情めいた視線を向けてきた。

「アダム・コーエンときみを接せつ触しよくさせるための存在だったとしても、まずはごく個人的にお話しさせてもらうしかなくてね。それで来てみたものの、あとの祭りだったってわけ」

　大きなあくびをしながら、警視は邸宅に足を踏ふみ入れた。

「昨日の今日で情報がなさすぎて、夫人が何者なのか調べきれてないんだ。けど、ひとつだけわかったことがある」

　警視の後ろに続いて、わたしとグラフォードさんも中へ入った。

「なに？」

　すると警視は、一階のドアを次から次へと開けはじめた。玄げん関かんから真っすぐに延びた廊ろう下かの右側、階段のすぐ横のドアはキッチンだ。隣となりが化け粧しよう室に浴室で、廊下を挟はさんだ左側に、夫人を撮さつ影えいした応接間がある。順にドアを開けていった最後に、警視は突つき当たりのドアを開けた。

　そこは、すべての家具に白い布がかけられたリビングだった。

「近所の人によれば、ここ、ずっと空き家だったんだよ」

　警視が指で布を弾はじくと、埃ほこりが宙を舞まった。ずいぶん前からその状態だったことは、誰だれの目にもあきらかだった。

　思い返せば、わたしが通されたのは応接間だけだ。ほかの部屋に入ったことはないから、こんな状態だったなんて考えてもみなかった。本当にアダムの仲間だったんだわ。

「……引っ越すって、やっぱり噓うそだったんだ」

「残念ながらね。出入りする人間を何度か見たって人もいたけど、業者だろうって気にしたことがないと言ってたよ」

　しばらく言葉に詰つまってしまった。じゃあ、あの残ざん影えいの意味はなんなの？　執しつ事じをクビにできない事情があって、そのための息苦しさのあらわれじゃないとしたら……ううん、そもそも執事だっていうのも噓なんだわ。

　困こん惑わくして押し黙だまっていると、グラフォードさんが警視に訊ねた。

「管理していたのは誰なんだ？」

「いたってフツーの不動産。コーエンとの関係はゼロっぽい。けど、とりあえずさっきの警官に、担当者の聞き込みを頼たのんでおいたところ」

　リビングをあとにして、わたしが夫人を撮影した応接間へ入った。花か瓶びんに生けられたバラが、出窓にそのまま放置されていた。

「バラ……？」

　グラフォードさんがささやいた。香こう水すいの残り香ががかすかに漂ただよっていて、ついさっきまでここに夫人がいたかのようだ。

「バラが好きだって言ってたの」

「なるほどね。この香かおりも〝マダム・ガラの二番〟だもん」

　警視が知ってるなんてびっくり。レナのように、女性のオシャレに興味があるのかな。

「わかるの？」

　とっさに警視はニヤリとした。

「プレゼントするのにちょうどいいんだよ。みんな喜んでつけてくれる。全員同じ香りだから、俺のシャツに香りが残っていてもバレない。いいでしょ？」

　それ、よくないです！

「み、みんなにプレゼントだなんて、ひとりじゃないの？」

「いやだなあ、ニーナ嬢。この俺が誰かひとりのものになっちゃったら、かわいそうなご令嬢たちの涙なみだで、ルテは湖になっちゃうよ」

　さすがです……。

「でも、妙みようなんだよねー。若い女性のための香水だもん。これ」

　そういえば、レナも似たようなことを言っていたっけ。

「いい香りだし、べつにおかしくないと思うんだけど」

「そうなんだけどさ。夫人くらいの女性になると、成熟した魅み力りよくをアピールするはずなんだよね。だから、こういう香水はつけたりはしないんだよ。バラがベースで自分に似合う深い香りのものだってあるのに、そうじゃない。だから、妙にひっかかるっていうかね」

「ひっかかるって、どうして？」

　室内を歩きながら、警視は続けた。

「うーん……そうだな。年とし頃ごろのお姫ひめさまが、悪い魔ま女じよに呪のろいをかけられて姿が変わった……みたいな違い和わ感かんかな」

　夫人は、水のエレメンタルをあやつるヴェーダだ。

「若い気分でいられるから、バラが好きだって……」

　記き憶おくをたどりながらつぶやくと、グラフォードさんと視線が絡からんだ。

「シモンさん、夫人の手首に入れ墨ずみはありましたか」

　わからない……けれど、そういえば。

「気にしている様子はあったかも。袖そでで手首を隠かくすような。そうだわ、あとね。撮影のときに、夫人の手首に触ふれそうになって」

　夫人はとっさに腕うでを引いたのだ。直接見たわけではないから断定はできないけれど、あの態度からすると。

「……入れ墨が、あったのかもしれない」

　グラフォードさんの表情が、いっそう険しくなった。

「閉へい鎖さされた孤こ児じ院いんの名めい簿ぼに、ひとりだけ女の子がいます。名前は、ジャクリーヌ・ボナリー」

　彼は言葉をきってから、わたしと警視を交こう互ごに視界に入れた。

「入れ墨の絵え柄がらは、バラです」

　もしもビゼー夫人がその人だとすれば、年齢は間ま違ちがいなく六十代じゃない。入れ墨があったのなら、強いヴェーダということになる。そのうえエレメンタルを乱用しているなら、老いてしまうことはきっと避さけられないだろう。でも、どうして乱用するの？

　警視がくしゃりと自分の髪かみをつかんだ。

「アダムに利用されているとしたら、おまえの言ってたペシル川の件は、彼女の仕し業わざの可能性が出てくるな」

　残影の意味が、そのときになって腑ふに落ちた。同時に、わたしの背筋に冷たいものが走った。

「……そんなこと、したくないんだわ。だけど逃げられなくて、やるしかなかったのかもしれない」

　それはたぶん、誰かに見張られていたから。そう考えてすぐに、執事の姿が頭を過よぎった。

「あの執事は、見張り役……？」

　夫人は執事に怯おびえていた。恐おそろしい可能性が、わたしの中に頭をもたげてきた。

「命じられて、夫人はまた誰かを……？　もしもこのまま彼女がエレメンタルを使ったら」

　グラフォードさんが重々しくうなずいた。

「ええ。時をおかずに力にのまれきって、邪じや悪あくな精せい霊れいになるかもしれません」

　全身の血の気が引いた。アドルフのときのことが頭に浮うかんで、震ふるえが走った。

「そ、そんなの……ダメ！　止めなくちゃ！」

「落ち着いてください、シモンさん。まだそうだと決まったわけじゃありませんから」

　グラフォードさんにそう言われて、少し冷静さを取り戻もどせたものの、夫人の行き先は気がかりだった。

「ここになにか、手がかりがあるかも」

　けれど、生活感のない一階をすみずみまで探さぐっても、それらしきものはなにひとつなかった。

「二階は見たか？」

　廊下に立ったグラフォードさんが、階上を見上げた。

「見たよ。寝しん室しつが四つ。なにもなかったけど、行ってみる？」
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　階段を上がると、左右に二つずつドアが並んでいた。三部屋は家具もなにもない空間で、奥の一部屋だけにベッドが置かれていた。手がかりは、それらの部屋にも残されていなかった。

「ここは、きみとアダムを接せつ触しよくさせる前段階の、舞ぶ台たい装置ってところかな」

　警視の言葉を、グラフォードさんが引き取った。

「住んでいたとしても、ほんの二、三日程度でしょう。そして、役目を終えたから早々に消えた」

　わたしはレースのカーテンが下がった窓から、通りを見下ろした。レナと一いつ緒しよに来たとき、夫人はここに立っていたのかもしれない。

「だけどもしもそうだとしたら、たかがわたしと接触するためだけに、わざわざこんなことなんてする必要ないのに。写真館に来ればわたしがいるんだもの」

「写真館に突とつ然ぜんあらわれた女性が誘さそっても、怪あやしまれる可能性があります。短期間でごく自然に、なおかつ疑われずに確実に誘うため、こんなことまでしたんでしょう。ただし想定外だったのは、夫人のエレメンタルの残影が撮とれてしまったことです。そうでなければあなたは彼女に対して、こんなにも注目しなかったはずですから」

　そのとおりだった。引っ越こすという言葉を信じて、郵送して終わっていたはずだ。

　騙だまされていたことが明確になったショックで、うつむいて口を閉とざしていると、さらに警視が問いかけてきた。

「ニーナ嬢じよう。そのセレナっていう女性は？」

「歌劇の夜に、夜行列車で帰るって……」

「ビゼー夫人を撮さつ影えいしたのは、二日前の午前でしょ？」

「……うん。そうよ」

　答えると考え込むように前髪をかき上げる警視に、グラフォードさんは射るような視線を移した。

「僕らが孤児院へ行ったのは、その日の午後だ……ということは」

「アダムはもっと前から、ニーナ嬢に接触するつもりでいたってことになるね。けど、おまえに圧力をかけるつもりが、ニーナ嬢には入れ墨を見られた。それも想定内なのか、それとも焦あせる事態なのか。相手が相手だけに、このあとの動きの予想がつかないな」

　そう、警視が言った直後──。

　──バタンッ！

「ひゃっ！」

　突然ドアが閉まり、驚おどろいて飛び上がった。グラフォードさんはドアの方に向くと、わたしをかばうように立ちはだかった。その矢先、ガチャンと鍵かぎのかかる音がした。

　廊ろう下かに人の気配はなかった。なのにこんなことができるのは。

　──ヴェーダだ。どこかに、風のエレメンタルをあやつるヴェーダがいる！

「鍵が外からかかったね」

　警視がつぶやきながら、ジャケットの中のホルスターから銃じゆうを抜ぬき取った。

「夫人を隔かく離りするために、この部屋の鍵を改造してあったのかもしれない」

　すると突とつ如じよ、格こう子しのかかった窓が、外側から押されたようにきしみはじめた。

　まるで目に見えない矢が、何度も同じ的に当たっているかのように、ミシミシと不気味な音をたてていく。まばたきする間もなく、蜘蛛くもの巣状のヒビが刻まれた。

　──なに、これ!?

「……割れる。破は片へんが飛び散るかもしれないから、窓から離はなれて」

　相手の気配を探るように、ドアや壁かべに向かって銃を構えながら警視が言った。

　グラフォードさんも警視も冷静だった。でも、わたしはそうでいられない。バクバクと早はや鐘がねを打ちはじめた心臓が、いまにも口から飛び出してしまいそう！

「シモンさん、こっちへ」

　グラフォードさんがわたしの腕を引っ張った。そうして自分のほうに引き寄せながら、部屋のすみへ向かうとかがみ込んだ。

　うつむいたグラフォードさんが、すべての意識を周囲に張り巡めぐらせて、相手の気配を探っているのが伝わる。その眼まな差ざしは野生の獣けものさながらだった。

　ああ、彼の肩かた越ごしに見える窓が、いまにも割れそう！

「ま……窓がっ！」

　と、グラフォードさんの視線が下に向いた。

「……いるのは廊下じゃない。カミーユ、真下の応接間だ。たぶん、ひとりだ」

「残念。散さん弾だん銃じゆうだったら床ゆかごとぶち抜いてやったのに」

　窓の蜘蛛の巣が、ぐんぐんと広がりながら刻まれていく。グラフォードさんが腕うで時ど計けいをはずした。手首には青い入れ墨が刻まれている。彼がそうするときは、自分のエレメンタルを使うときだけだ。

　エレメンタルを嫌けん悪おしている彼に使ってほしくなくて、思わず引き止めそうになった。けれど、彼はわたしにその間を与あたえず、掌てのひらの中に浮かんだ球状の炎ほのおをドアに放った。

　それは翼つばさを広げた鳥になり、瞬時に鍵かぎ穴あなへ入り込む。鍵の開く音がした瞬間、警視が駆かけ寄った。

　グラフォードさんもわたしの腕を強く引っ張り、ドアへ走った。警視がドアを開けたのと同時に、激しい音をたてて窓が割れ──それが、目にも止まらぬ速さで飛び散った。

　すんでのところで廊下へ出ると、警視がすぐにドアを閉めた。

　──ドドッ！

　無数の破片がドアに突き刺ささった振しん動どうが、音とともに伝わってきた。

　ほんの一瞬でも遅おくれていたら、破片が誰だれかの身体からだを貫つらぬいていたかもしれない。そう思うと足が震えて、まともに立っていられない。

　警視が階段を下りて行く。グラフォードさんに手を引かれながら、わたしもなんとか階段を駆け下りる。すると、応接間のドアも玄げん関かんの扉とびらも大きく開け放たれていた。急いで外へ飛び出してみたけれど、犯人は消え去ったあとだった。

「逃にげられちゃった。さーて……犯人は誰かなー？」

　冗じよう談だんめかして言うものの、警視の目は笑っていなかった。

「……まあ、とりあえず助かったよ。お礼は珈琲コーヒーでいい？」

　ホルスターに銃をおさめてから、警視が前髪をかき上げた。グラフォードさんは冷静な態度で、書類を差し出しながら言い放った。

「ペシル川の件と夫人の行方ゆくえについて本格的な捜そう査さを頼たのむ。礼はそれでいい」




[image: ]




　邸てい宅たくで襲おそってきたヴェーダも、たぶんアダムの仲間だろう。

　行動のすべてをアダムに見られているような、そんな想像が頭から離れなかった。怖こわくてたまらなくて、スクーターを走らせるグラフォードさんの後ろで、わたしはきつく目を瞑つむった。

　──どうか神さま。母さん、父さん。グラフォードさんやみんなのことを、守ってください。そのためなら、なんでもするから。

　写真館まで戻ると、鞄かばんを手にしたグラフォードさんが言った。

「午後には戻ります」

「うん。あの……本当に気をつけて」

　それしか言葉にできないのがはがゆくて立ちすくんでいると、なぜか彼はジャケットの内ポケットに手を入れた。

「それと……これをあなたに。手を出してください、シモンさん」

　手にしたそれを差し出してきた。

「……え？」

　なんだろう。言われるがままに受け取って見ると、片方だけのシンプルな銀のカフスボタンだった。

「これは？」

「普ふ段だんは使わないのですが、僕のです。もしもなにか危ない目にあったときは、それを炎の中へ投げてください。ろうそくの炎に一いつ瞬しゆん触ふれるだけでもかまいません。〝リンク〟で、あなたの居場所が僕に伝わります」

〝リンク〟は、エレメンタルの元となるものに、自分にまつわるものを投げ入れると、それがどこでおこなわれたのかが伝わるという、強いヴェーダだけが使える力だ。グラフォードさんはわたしのために、その力を使うつもりらしい。でも、わたしは素す直なおに受け取れなかった。

「ありがとう。気持ちは嬉うれしいけれど使えないわ」

　握にぎったカフスを返そうとしたものの、グラフォードさんの真しん剣けんな眼差しは和やわらがない。

「僕のために、受け取ってください」

　そう言って、わたしの手を片手で優やさしく包み込むと、そっと押し戻もどした。

「あなたになにかあったら、僕は一生後こう悔かいします。そうならないために、エレメンタルを使うんです」

　鋭するどい目が不安げに細められて、手の力が強まった。

　グラフォードさんも、わたしと同じように不安なんだ。

　後悔したくないと言うグラフォードさんの気持ちが、包まれた手から痛いほど伝わってきた。

「……ありがとう。あなたのためになるなら、持ってるね」

　グラフォードさんは静かに手を放してから、小さくうなずいた。彼が背中を向けたとき、どうしても念を押したくてわたしは繰くり返した。

「あの！　グラフォードさん、気をつけてね」

　グラフォードさんは立ち止まると、肩越しに振ふり返った。

「僕はなにがあっても大だい丈じよう夫ぶです。信じてください。だから、もしもなにかあったらひとりで抱かかえ込まないで、必ず僕に相談してください」

　力強い声こわ音ねできっぱりと告げて、広場を歩いて行った。

　小さくなっていくグラフォードさんの背中が、最後に見た父さんの姿とふいに重なった。わたしは頭を左右に強く振って、カフスボタンを強く握りながら、自分の感じている恐きよう怖ふごとそのイメージをぬぐい去った。

　……うん。あなたのことは、なにがあっても信じる。

　やがてグラフォードさんの姿が視界から消える。わたしは大きく深呼吸をして、写真館のドアを開けた。
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　いったん気持ちを落ち着けたくて、店内のカウンターでカメラの手入れをはじめた。そうしていると、心が凪ないで落ち着いてくるからだ。

　レンズを磨みがいてからふと窓に視線を移すと、所在なげにうろうろしている人物が見えた。くせ毛混じりの髪かみにあごには無ぶ精しよう髭ひげで、くったりとしたジャケット姿のその男性は、サンルノン歴史博物館の学芸員、ベルナール警視の従兄いとこのアルノーさんだった。

「アルノーさん、こんにちは」

　すぐにドアを開けると、アルノーさんは真っ赤な目を向けてきた。疲つかれきった顔をしていて、足取りもどことなくよろめいていた。

「もしかして、寝ね不ぶ足そく？」

「……昨日、姉の誕生日パーティだったんだよ。朝まで撮さつ影えい係をやらされてかなり撮とったから、どうせならきみに現像を頼もうと思ってさ。けど、今日って休みだったんだよな。すっかり曜日の感覚がなくなってる」

　ふあーっと大きなあくびをした。アルノーさんが住んでいるのは九区だ。近くにだって写真館はたくさんあるのに、わざわざ来てくれたらしい。それ、すっごく嬉しい！

「いいの、大だい歓かん迎げいです！　珈琲を淹いれるから、どうぞ入って」

「すごく助かるよ。めちゃくちゃ濃こいやつを頼む」

　撮影室の戸と棚だなにカメラを戻してから、スツールにアルノーさんを座らせて、わたしは簡易キッチンで珈琲を淹れた。ぼうっとしているアルノーさんに湯気のたつカップを差し出すと、心底ほっとしたようにそれを口に運んだ。

「ああ……生き返る！」

　渡わたされたフィルムは、二十四枚撮りが三本もあった。

「わっ、たくさん撮ったのね」

「……中には目をそむけたくなる写真も混じってると思うけど、躊ちゆう躇ちよせずプリントしてくれ」

「目を、そむける？」

　アルノーさんは心底疲れた様子で頰ほお杖づえをつくと、遠い目をした。

「……裸はだか踊おどりをする姉の男友達、眠ねむりこけて顔にラクガキされた新人女優、とにかく、酔よった人間の魔ま窟くつだった……」

　そんな場所にいて、朝までひたすら撮影していたアルノーさんのことを思うと、どれほど大変だったかが想像できた。

「そ、それは……お疲れさまでした」

「ねぎらってくれて嬉しいよ。しっかし、本当に疲れたな。途と中ちゆうから乱入してきた女性につかまって、カミーユの愚ぐ痴ちをさんざん聞かされたんだけど、歌劇場でどうもすっぽかされたらしい。あいつはなにをやってるんだ？」

　昨日……ということは！

「うう……ごめんなさい。それってきっと、わたしのせいだわ」

　ん？　とアルノーさんが赤い目を細めた。

「歌劇場で警視に会って、一いつ緒しよにグラフォードさんに会いに行ったから」

「ジョエルに？　ニーナ、なにがあったのか教えてくれ。あいつのとばっちりを受けて、酔っぱらった彼女にほっぺたまで叩たたかれたんだ。俺には聞く権利があるぞ」

　それは大変！　口止めされていることでもないし、いずれはアルノーさんも知ることになるだろうから、昨日のことを話してしまおう。順を追ってすべてを伝えると、彼はいっきに表情を曇くもらせた。

「……マズいな。それだけはわかる」

　アルノーさんも、アダムのことを悪あく魔まの申し子だと思っているんだ。

「やっぱりあなたもそう思う？」

「……ああ」

　アルノーさんは不安げな面おも持もちでなぜか振り返り、窓を見やった。

「カミーユが仕事をしてるなんて、ひどい嵐あらしがくるぞ……！」

　……って、そっちですか！　冗じよう談だんではなく、本気でそう思っている口ぶりだった。たしかに、否定はできないかもしれない。

「いや、冗談だ。まあ、半分は本気だけど」

　そう言って息をつくと、アルノーさんは自分の髪をくしゃりとつかんだ。

「きな臭くさい噂うわさだらけのアダム・コーエンか……。ジョエルはいやなヤツを相手にしたなあ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情でわたしを見た。

「ヤツが孤こ児じ院いんにいたとは驚おどろきだ。ってことは、もしかして名前も変わってるのか？」

「うん。元の名前は……ルドルフ・レクレール」

「……レクレール？」

　あごに手をそえたアルノーさんは、その名前をつぶやくように繰り返した。

「その名前が、どうかしたの？」

「うーん……どっかで聞いたっていうか、見たっていうか……。頭の中の引き出しを、いまひっかきまわしてるぞ。どこだ……どの引き出しだ……？」

　カウンターに両りよう肘ひじをついた状態で頭を抱えたアルノーさんは、レクレールと何度も寝ね言ごとのようにつぶやいた。

「アダム・コーエンの入れ墨ずみの絵え柄がらは、交差する剣けんだよな？　それに、本名はレクレール？」

　ぐしゃぐしゃとくせ毛混じりの髪をかきまわすから、アルノーさんの髪がどんどん綿わた菓が子しのようになっていく。そうしてしばらくしてから、「あっ」と短い声を発して席を立った。

「……まさか……！」

　言うやいなや、勢いよくドアに駆かけ寄った。突とつ然ぜんの行動に戸と惑まどいつつも、つられてわたしもスツールから立った。

「どこへ行くの？」

「国立図書館だ！」

「ま、待って！　どうして図書館なの？」

　呼び止めると、アルノーさんは必死な形相で答えた。

「アダムの本名と入れ墨に関係するものを、そこで見た気がするからだ！」

　アダムに関係があるのなら、わたしも知りたい。あのとき助けてくれた男の子が、どうして恐おそれられる人物になってしまったのか。その片へん鱗りんがわかるのなら知りたいという衝しよう動どうを、どうしても抑おさえられなかった。

　一緒に行くと言うわたしを、彼は拒きよ否ひしなかった。埃ほこりをかぶった車が路地に駐ちゆう車しやされていて、そこへ近づいたアルノーさんは、ドアに手を掛かけながら間かん髪はついれずに言った。

「助手席に乗ってくれ」

　疑問に思うまでもなく、その理由は乗ってすぐに判明した。後部座席が、書物やがらくたで埋うまっていたからだ。
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　九区にある国立図書館は、サンルノン歴史博物館に隣りん接せつしている。

　駐車場で車から降りると、アルノーさんは一目散に入り口へ向かって行った。

　館内に足を踏ふみ入れると円形のエントランスで、真正面の両開き扉とびらだけが開放されていた。そこは、三階まで吹ふき抜ぬけになっている書しよ架かと閲えつ覧らん室だ。けれど、アルノーさんはそこへ行かずに、迷うことなく左側の扉を開けた。

　アーチ形の窓が高い位置にあり、陽ひ射ざしが優やさしくこぼれている。こぢんまりとした空間のカウンターに、年配の女性が座っていた。

「こんにちは。閲覧許可をもらえるかな」

　アルノーさんが身分証を見せると、女性が書類を差し出した。慣れた様子でペンを走らせると、女性からいくつも鍵かぎを受け取ってから、アルノーさんはカウンターの反対側にあるドアを開けた。

　天てん井じようまでとどく書架が左右にそびえている通路だった。突つき当たりにもドアがあり、そこまで足早に突き進むと、アルノーさんは鍵を開けた。

「こんなところ、来たことないわ」

「特別な書物のある場所だからね」

　ドアの向こうも円形の空間だった。中央に大きな円えん卓たくがしつらえられており、年代物の椅い子すが並んでいる。窓をくりぬいたように壁かべ一面が書架になっていて、吹き抜けの天井まで続いていた。

　アルノーさんはその場所にある本も手に取らず、さらに奥のドアを開けた。

　インクの匂においがほのかに漂ただようそこは、ガラス戸に守られた書架だった。並んでいる本はどれも厚みがあって、大きさはスケッチブックほどもある。背表紙は、革かわに型押しされたものや刺し繡しゆうされたものとさまざまだった。

「古い本？」

「写本だよ。さてと……どれだったかな」

　ポケットから手て袋ぶくろを出したアルノーさんは、わたしにも忘れずに差し出した。そうして手袋をはめると、忙せわしなく背表紙をたしかめていく。やがて、めぼしい本を一冊ずつ、丁てい寧ねいに引き出した。

「わたしが持つわ」

「ありがとう、助かる」

　五冊重ねて受け取ったあとで、そこを出た。円卓に本を置くと、アルノーさんは細心の注意を払はらいながらページをめくりはじめた。

「……違うな、これじゃなかった」

　本を閉じて寄せ、次の本。写本を見るのがはじめてのわたしには、装そう飾しよくされた文字が絵のようにしか見えない。なのにアルノーさんは、いとも容易たやすく目で追っていた。

「うーん、ないな……また戻もどって探すか」

　とうとう最後の一冊になった。薄うす紙がみが挟はさまれたページを、繊せん細さいな手つきでめくっていたアルノーさんの動きが、しばらくすると突然止まった。

「……あった！　そうだよ……これだ！」

　指でしめされたページを、わたしも見下ろした。そこには、マークのような絵図が小さく載のっていた。

「あ……っ」

　交差する剣だった。けれどよく目を凝こらすと、刃やいばの部分に細かい刻み目が入っていた。

「……なんだか、ノコギリみたいな剣ね」

「右が炎ほのおの剣、左が風の剣、柄つかは大地をしめしていて、交差しているところに縄なわがあるだろ？　これは水をあらわしているんだ」

　アダムの入れ墨と同じと言えなくもないけれど。

「これは、なに？」

　ページに視線を落としたまま、アルノーさんが答えた。

「家か紋もんだよ。王家に追放された悪あしき一族──レクレール家の家紋だ」

　瞬しゆん間かん、わたしの背筋に冷たいものが走った。

「悪しき……一族？」

「あとにもさきにもほかにいない。突とつ然ぜん変へん異いで生まれた、恐るべきヴェーダの一族だ」

　……突然変異!?

「お、恐るべきって、どうして」

「すべてのエレメンタルをあやつることができて、なおかつ、どんなに力を使っても精気は奪うばわれない。だから老いない。しかもレクレールの血を引く者は、邪じや悪あくな精せい霊れいをあやつるんだ」

　──邪悪な精霊を……あやつる!?

「そ……そんなことができるの？」

　顔を上げたアルノーさんは、神しん妙みような面おも持もちでうなずいた。

「邪悪な精霊をあやつりながら、街や村を破は壊かいしてきた。そのたびに門番は戦っていて、やがてレクレールの人間は捕つかまり、処しよ刑けいされた。けど、逃にげきった者もいたんだろう。短い記述しか残っていないから、深く知ることはできないが、もしもアダムがその子孫なら」

　言葉をきってから、彼は眉まゆをひそめて息をついた。

「レクレール家の末まつ裔えい、かもしれない」

　入れ墨の絵柄を、まじまじと間近で観察したことはない。だからたしかではないけれど、この形はアダムの入れ墨と似ていた。けれど、まだ不明な点があった。
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「エレメンタルをどんなに使っても精気が奪われないなら、入れ墨は必要ないんじゃない？」

「入れ墨は力の強さで義務づけられるだけだから、アダムはそのとき、どれかひとつのエレメンタルを使ってやり過ごしたんだろう」

「それって、アダム自身は自分が何者か、わかってたってこと？」

「そうなるな」

　だから、入れ墨の絵柄を家紋にしたのだろうか。まるで一族に属する自分を誇ほこるかのように。

　テーブルに両手をついて深く嘆たん息そくしたアルノーさんは、うめくような声こわ音ねをもらした。

「……いやな感じだな」

「どうして？」

「きみの撮とった夫人が強いヴェーダで、孤こ児じ院いんにいた人たちを殺してきたのなら、かなりのエレメンタルを使ってることになる。このままそれを続ければ、すぐにでも邪悪な精霊になるかもしれないぞ」

　わたしもグラフォードさんも懸け念ねんしていたことだ。そっと本を閉じてから、アルノーさんは顔をしかめた。

「アダムの目的は、それじゃないかと思ってさ」

「……え？」

「彼女を邪悪な精霊にして、あやつるつもりなんじゃないのか？　もしもそうだとしたら、最悪以上の最悪だ。ルテが混乱するぞ」

　思いもよらなかったアルノーさんの推理に、わたしは息をのんだ。

「そんな……いったい、なんのために？」

「……コーエン家が得することにつながる……のかもな。なんにしても、そうなったら警察も軍もお手上げだ。誰だれにもどうすることもできなくなる」

　呆ぼう然ぜんとするわたしを真っすぐに見つめて、アルノーさんは続けた。

「きみ以外は」

　石せき盤ばんを使うことなんて、二度とないだろうと思っていたのに。

　……またわたしは──同じことをするの？

「もう一度アレが見られるなんて俺は嬉うれしいけれど、喜んではいられないもんな。人がひとり、わけのわからない目的の犠ぎ牲せいになろうとしているんだ。けど、もしもまた石盤を使うとなったら、今度はかなりの覚かく悟ごをしたほうがいいかもしれない」

「覚悟……？」

　同情を秘ひめたような眼まな差ざしで、アルノーさんは呆然とするわたしを見つめた。

「アダム・コーエンの敵が、ジョエルじゃなくてきみになるかもしれないからだ」
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　強いヴェーダが邪悪な精霊と化してしまったら、殺すことは不可能だ。そう、精霊世界の扉とびらと呼ばれる石盤で、この世界ではない場所へ還かえすしかなくなる。

　それができるのは、わたしだけだった。

　そのことがいまでも、どうしたって信じられないでいる。

　祝典のときは一心不乱だった。自分の写真館を燃やされて、その犯人だった幻げん影えい伯はく爵しやく──アドルフ・オードランを捕まえたいという思いと、グラフォードさんやみんなを守りたいという思いでいっぱいで、それに押されて扉を開けた。

　でも、もしもまた石盤を使うことになったら？

　アダムを敵にしてまで、あのときと同じことができるのだろうか。

　アルノーさんの車に乗っている間、ずっとそのことばかり考えていた。

　まだそんな事態になってはいないし、ベルナール警視が夫人の行方ゆくえを捜さがしてくれているのだから、そうなる前に見つけることができれば回かい避ひできる。だけどその不安とはべつに、わたしにはどうしてもわからないことがあった。

　……夫人を邪悪な精霊にしてあやつろうとしているのなら、アダムの目的はなんなのだろう。

　写真館で車を停とめたアルノーさんは、降りたわたしに気弱な笑えみを向けた。

「念のために石盤は用意しておくけど、そんな事態にならないことを祈いのるしかないな」

　そう言った声音は、あきらかに震ふるえていた。

「ジョエルとも直接話したいから、またあとで来るよ」

　送ってくれたお礼を告げると、アルノーさんは軽く片手を挙げた。走り出した車は広場を一周してから遠ざかった。

　重い気分で写真館に入り、階段を上った。誰もいないリビングのソファに座ったとたん、ひどい眠ねむ気けにおそわれた。

　……恐おそるべき、ヴェーダの一族。

　ああ、ダメ。今日だけでもいろんなことがありすぎて、もうなにも考えられそうにない。とうとう耐たえきれなくなって、ソファに横たわってから目を閉じた。そうしているうちに、いつの間にか深い眠ねむりに落ちていた。




　遠くで立ち上る煙けむり、教会の鐘かねの音。夢の中で、わたしは母さんのくれた小物入れを抱かかえて走っていた。

　走り疲つかれて橋の上で立ち止まったとき、車が通り過ぎた。振ふり返ると、停まった車から人ひと影かげがあらわれた。逆光のその人影は暗く、姿も輪りん郭かくもはっきりとしない。恐きよう怖ふにとらわれて一歩、二歩と退いたとき、目の前に悪あく霊りようのような黒い影かげが立ちはだかった。

　それが、腕うでを伸のばしてわたしの首に手をかけた。その手から炎ほのおが放たれて、わたしの首を、全身を炎に包んでいく。怖こわくて苦しくて熱くて、わたしは声にならない叫さけび声を上げた。

　──シモンさん。

　どこか遠くで、グラフォードさんの声がした。わたしは助けを求めて、必死にもがいた。

　……グラフォードさん、助けて！

「シモンさん！」

　身体からだが揺ゆすられて、はっとして目を開けた。わたしの両りよう肩かたをつかむグラフォードさんが、前まえ屈かがみになって見下ろしていた。

　穏おだやかな午後の陽ひ射ざしが、窓から差し込んでいた。グラフォードさんの顔を目にしたとたん、安あん堵どの涙なみだが目め頭がしらに浮ういた。

「……起こしてくれてありがとう。なんでもないの。不気味な夢を見ただけ」

　ゆっくりと身体を起こして、指で涙をぬぐいながら頭を左右に振った。頭が重くてぼんやりする。どうしよう、あくびが止まらないわ。

「なんだかすごくだるいみたい。もう少しだけ部屋で眠るね」

　ぐらぐらとする身体を起こして立ち上がったとき、少しよろめいてしまった。そのせいで、グラフォードさんの左ひだり腕うでにしがみつく体勢になった。

「あっ、ごめんなさい！」

　とっさに離はなれようとしたものの、グラフォードさんはそのまま腕の力を強めると、わたしを優やさしく押しやりながら、ソファに座らせてくれた。

「眠るなら、ここでどうぞ」

「え……え？」

　ジャケットを脱ぬぎながら食しよく卓たくへ近づいた彼は、それを椅い子すの背もたれにかけた。

「またうなされたら、起こします」

「い……いいわ。もううなされたりしないから」

　ソファの背もたれから顔を出してそちらを見ると、彼がテーブルに鞄かばんを置いた。

「夢はコントロールできません。僕はここで仕事の続きをしますから、あなたはそこで眠ってください」

「でも……邪じや魔まじゃない？」

「邪魔だったら、そう言います」

　椅子を引いて座ったグラフォードさんが、ネクタイをゆるめながらわたしを見た。感情の読めない無表情の仮面の瞳ひとみの奥に、彼の優しい本ほん性しようが垣かい間ま見みえた気がした。

「なにかあれば、起こしますから」

　そう言うと、テーブルに書類を広げた。なんだかいまはひとりでいたくないから、彼の言葉に甘えたいな。背もたれのケットを広げてくるまり、わたしはふたたびまぶたを閉じた。

　紙に走るペンの音が心地ここちいい。横になりながら、あらためて感じた。

　グラフォードさんのそばにいると、なにがあっても大だい丈じよう夫ぶだってすごく安心する。

　気軽になんでも話せる人じゃないし、友達にもなれていない間あいだ柄がらで、この距きよ離りが縮まることはないかもしれない。そんなふうに考えると、胸の奥がきゅっとして切なくなるけれど、そんな感情を飛び越こえた強い思いが、わき上がってくることを止められなかった。

　──失いたくない。

　うたた寝ねから深い眠りに入る間ま際ぎわ、そっとなにかが前まえ髪がみに触ふれた気がした。優しい指先の感かん触しよくが誰のものだったのか、それともわたしの気のせいなのか、わからないまましばしの眠りに落ちた。
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　目が覚めると、リビングにはリーザしかいなかった。カップを口に運びながら新聞を読んでいたリーザは、わたしに気づくと微笑ほほえんだ。

「起きたね。ぐっすり眠ってたよ」

「おかえり……。レナとグラフォードさんは？」

　寝ぼけ眼まなこでのろのろと起き上がると、リーザは新聞をたたんでテーブルに置いた。

「レナはシャワー浴びてる。ちょっと前にアルノー氏が来てさ、グラフォード氏も一いつ緒しよに警視殿どののところに行ったよ」

　アルノーさんから写本のことを聞いて、警視に伝えに行ったのかもしれない。

「あなたは寝ていたから、起こすなってさ。夜には戻もどるって」

　ニッと笑ったリーザは、真っ白な封ふう筒とうをひらひらと揺すって見せた。

「それと、お手紙来てたよ」

　やった！　寄宿学校へ進学した友人が、唯ゆい一いつの文通相手だ。嬉うれしさに気分が少し晴れた。テーブルに近づいて手を差し出すと、なぜかリーザはけげんそうにそれをひっくり返した。

「けどさ、これ。宛あて名なはあるけど切手も消印もないんだよね。誰だれからかもわかんないけど……あっ、もしかしたらニーナのファンかな。ラブレターだったりして？」

　にんまりと笑ったリーザは、わたしに封筒を渡わたしてからカップのココアを飲み干した。

　……切手も消印も、ない？

「ニーナもココア飲む？」

　椅子を引いたリーザが、キッチンに向かいつつ言った。

「う、うん……ありがとう」

　受け取った封筒を見ると、宛名の文字が友人の筆ひつ跡せきじゃなかった。奇き妙みように思いながらひっくり返すと、赤い封ふう蠟ろうで閉じられていた。その印いん璽じは、飾かざり文字の〝Ｃ〟だった。

　急いで封を開けた。入っていたのは、二つ折りのカードだった。

　……なにこれ。

　キッチンにいるリーザは、ケトルでお湯を沸わかしていた。彼女の様子を気にしながら、テーブルの下でカードを広げた。それは、今夜開かれる晩ばん餐さん会の案内状だった。流れるようなレタリングが二行で終わったあとに、手書きの文字が添そえられていた。




〝探たん偵ていごっこをやめない物好きなお嬢じようさん。ジョエル・グラフォードを守りたければ、絶対に誰にも告げず、必ずひとりでおいで。──Ａ・Ｃ〟




「ラブレターだった？」

　リーザが振り返った。わたしはとっさに、カードを封筒におさめてさらに二つ折りにし、スカートのポケットに入れた。

「う……ううん。昔の、同級生」

「なーんだ、ただの手紙か。けど、嬉しいねそれ」

「う、うん……っ！」

　噓うそをつく罪悪感を空元気で押し込めた。心臓は早はや鐘がねを打ちはじめて、いまにも頭が真っ白になりそうだ。

　……〝Ｃ〟はコーエンの頭文字。〝Ａ〟は……間ま違ちがいなくアダムだ。

　郵送じゃないということは、アダムの関係者がポストに直接入れたのかもしれない。そう思ったのと同時に、居場所はわかっていると宣告されたような気がして、背筋が寒くなった。

　アダムの考えがわからない。想像も予想もつかないからこそ、得体の知れないものへの恐怖に拍はく車しやがかかって、全身から血の気が引いていった。

　……いったい、なにを考えているの。

　ポケットに入れたそれを、震ふるえる手できつく握にぎりしめた。

　堂々と案内状を送りつけてくる真意は謎なぞでも、これが罠わなだということはわたしにだってわかった。

　でも、グラフォードさんに狙ねらいを定めていることを示し唆さする文面が許せなくて、その思いが恐怖よりも勝まさってきた。

　なにが起こるのか想像もしたくないし、怖くないと言えば噓になる。でも、夫人の行方ゆくえの手がかりだって、なにかつかめるかもしれない。

　なにより──グラフォードさんを盾たてにする卑ひ怯きようさに──対たい峙じしなきゃ！

　それが、頭に浮うかんだ唯一の答えだった。
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　黄金こがね色いろに染まった空の色が、宵よい闇やみに包まれていく。夫人宅が空き家だったことはふたりに話したけれど、無用な心配をかけたくなくて、襲おそわれたことは伝えなかった。

　……また、噓ついちゃった。

　すべてが終わったら、そのあとで話してたくさん謝ろう。でも、その〝あと〟って、いったいいつになるんだろう。

「ほら！　このシャツ、めちゃくちゃ安かったんだから！　値段当ててみてよ」

　マーケットでの戦利品をリーザに見せられても、わたしは気もそぞろで時間ばかり気にしていた。壁かべ時計の針が、すでに六時を過ぎていた。そろそろここを出なくちゃ。

「ニーナ、聞いてる？」

　リーザに呼ばれてはっとした。

「さっきから時計ばっか気にして、どうしちゃったのよ？」

　レナが苦く笑しようした。一いつ瞬しゆん、内ない緒しよにしていることのすべてを、打ち明けてしまいたい衝しよう動どうにかられた。でも、誰にも告げるなと文面にはあったし、なにより大好きなふたりを巻き込みたくない。

「ほ、ほら！　この時間って、日曜日もやってるパン屋さんが安くなるでしょ？　だから、買って来ようかなって」

「パン？」

　けげんそうにリーザが繰くり返した。彼女は勘かんがいいから、うかうかしていたら質しつ問もん攻ぜめにあうかもしれない。

「そ、そう！」

　うつむきがちに席を立って、そそくさとリビングのドアに駆かけ寄った。

「だったらあたし、アプリコットのパイが食べたい！」

「……ならさ、バゲットも買って来てくれる？」

　振ふり返ってうなずいてから、リビングを出た。ドアを閉める間際、気をつけてよと言うふたりの声が重なって聞こえた。

　……行き先が言えなくて、いっぱい噓をついて、本当にごめん！

　心の中で謝ってから、駆け足で階段を下りた。晩餐会だからって、オシャレをする必要なんてない。はじめからこの服のまま行くつもりだった。

　外へ出てスクーターにまたがり、大きく息を吸い込んでからハンドルを握った。

　行き先は五区。アダム・コーエンの邸てい宅たくだ。
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　五区は高級住宅街だ。豪ごう奢しやな建物が、優美な門に守られて建ち並んでいる。

　街灯に照らされた閑かん静せいな通りを過ぎて、いくつかの角を曲がった。案内状にあった住所にたどり着いたわたしは、エンジンを止めてからあ然とした。

　噴ふん水すいのある広い庭園が鉄てつ柵さく門から見え、その向こうに、白はく亜あの宮きゆう殿でんさながらの建造物がそびえていたからだ。しかもそれは、どの邸宅よりも立派だった。

　奇妙なのは、晩餐会だというのに客人の姿がまったくないことだ。車が一台も見えない。

「……ここじゃないのかも」

　住所を確かく認にんするために案内状を見ようとしたとき、邸宅から誰だれかが姿を見せた。その人物がゆったりとした足取りで、こちらに近づいて来る。門を隔へだててわたしの前に立ったのは、黒いスーツ姿の年配の男性だった。

「お待ちしておりました」

　わたしの名前も訊きかずにそれだけ言って、門を開けた。わたしはスクーターを押しながら、その執しつ事じらしき人物のあとに続いた。玄げん関かんの前に駐ちゆう輪りんすると、執事が両開き扉とびらを開けた。

「どうぞ、こちらへ」

　大理石の床ゆかに真っ白な壁、見上げるほど高い天てん井じように、大きな螺ら旋せん階段。吹ふき抜ぬけになっているエントランスにも、人ひと影かげはまったくなかった。

　……客人って、まさか……わたしだけ？

　アダムがなにを考えているのかわからない。じわじわとした恐きよう怖ふが足元から立ち上ってきて、歩くたびに震えた。

　シャンデリアに照らされた明るいエントランスを通り抜けて、執事は突つき当たりの扉の前に立った。

「こちらへ」

　そこは、ダイニングルームだった。細長いテーブルの両側に、十脚きやくもの椅い子すが並んでいる。テーブルに花が生けられた花か瓶びんと銀の燭しよく台だいが交こう互ごに置かれ、ろうそくの炎ほのおが室内を黄金色に染めていた。

　扉から真正面、テーブルの向こうに大きな窓があり、ベルベットのカーテンが下がっている。左側の奥に、炎の灯ともされていない暖だん炉ろがあり、そこにも銀の燭台が左さ右ゆう対たい称しように配されていた。

「こちらでお待ちください」

　そう言った執事はテーブルをまわり込んで、左ひだり端はしの椅子を引いた。その席と目の前の席にだけ、磨みがかれた銀食器が並んでいた。

　立ちつくすわたしに、執事はもう一度「こちらへ」と言う。おそるおそる暖炉の前を過ぎて席につくと、執事はわたしの首を絞しめるでもなく、椅子を押して立ち去った。

　壁にかかる風景画、天井の装そう飾しよく。どれも優ゆう雅がな雰ふん囲い気きに包まれていて、客人を招く準備がされていることを物語っていた。だからこそ、居い心地ごこちの悪さを感じずにはいられない。

　招かれた客人が、どうやらわたしだけだからだ。

「どういうこと？」

　てっきり、ほかにも客人がいるのだろうと思っていた。コーエン家とつながりのある人々がいて、わたしを敵視してくる。なにか質問を浴びせられたり、もしかすると危険なこともあるだろうと、一応の覚かく悟ごはしていた。なのに、想定が大きくはずれて困こん惑わくしてしまう。

　だからって、安心できるわけじゃない。予想のつかないことが起こるかもしれないもの。

　不安と緊きん張ちようで、全身が硬こう直ちよくした。ドクドクと脈打つ鼓こ動どうが、激しさを増していく。

　物音ひとつしない室内に、わたしの心臓の音が響ひびきそうだ。冷静になるためにきつくまぶたを閉じたとき、扉が開いて誰かが入って来た気配がした。

　はっとして顔を上げると、正装したアダム・コーエンがそこにいた。

　陶とう器きのような肌はだ、ため息がもれるほど整った容姿。無造作に額にかかった髪かみは絹のようなプラチナブロンドで、澄すんだ瞳ひとみは夏の青空のようなブルー。その眼まな差ざしが、わたしをとらえた。と同時に、柔やわらかく微笑ほほえむと無言のまま、正面に座った。

　この人とのんびり食事をする必要なんてない。文面の通りに来たのだから、訊たずねたいことを聞いてすぐに帰ろう。膝ひざの上で拳こぶしをきつく握にぎり、全身の勇気を振り絞しぼって声にした。

「……ビゼー夫人は、どこにいるの」

　アダムはわたしを見つめたまま、微笑みを崩くずさなかった。

「挨あい拶さつもなしだなんて、礼れい儀ぎとしてはどうかな。それに、きみは誰のことを言ってるの。ビゼー夫人って誰？　僕に教えてくれるかな」

　とぼけるつもり？

「あ、挨拶とか、まわりくどい前置きはいらないでしょ。わたしやグラフォードさんのことを、なんでも知ってるくせに。か、歌劇場で……あなたの座った席の女性とは、夫人の邸宅で会ったの。その人も夫人も執事も、あなたの仲間なんでしょ。知らないなんて言わせない！」

　どう反はん撃げきされるか予想がつかなくて、声が震ふるえた。けれど、アダムはふっと笑っただけだった。

「さあ……どうかな？」

　的を射ない答えで、わたしを翻ほん弄ろうして楽しんでる？

　……本当にこの人は、優やさしかったあの男の子なんだろうか。

　当とう惑わくしながら拳に力を込めたとき、扉が開いた。入って来た執事が、ボトルの葡ぶ萄どう酒しゆをグラスに注いだ。それに続いてスープにパン、前菜が目の前に置かれていく。

　うそでしょ、本当にわたしと食事をする気？

「あ、あなたは、どういうつもりなの」

「どういうつもり？」

「目的がわからないから。わたしと食事をして、それで……なにがしたいの」

　アダムは笑えみを浮うかべながら、グラスを持った。

「食事をするのに目的がいるの？　つまらない話はやめにして、乾かん杯ぱいしよう」

　戸と惑まどうわたしを無視して、アダムはグラスを口に運んだ。そうしている間も、視線はこちらを向いたままだった。不敵な笑みをたたえた端たん整せいな顔。だけどなぜだか瞳の奥には、どことなく陰かげがあるような気がしてならない。

「あなたの目的はなに？」

　もう一度、わたしは訊ねた。テーブルにグラスを置いたアダムは、軽く右手を翻ひるがえす。それを合図に、執事はボトルを置いて室内を出た。

「きみに助言してもらおうかと思ってね」

「助言？」

　そう、とアダムはふたたびグラスをつかんだ。

「この先のことを考えると、ジョエル・グラフォードがどうにも邪じや魔までね。それで、どうしようかと迷っているんだ。僕はどうすればいいかな？」

　どうすればいいかって、なにそれ。

「あ、案内状に書かれていたとおりに、わたしはここへ来たでしょ。グラフォードさんにはなにもしないで！」

　思わず立ち上がって叫さけんだわたしを、アダムは楽しげに見つめるだけだ。グラスの葡萄酒を飲み干してからボトルをつかむと、空になったそれに注ぎはじめた。

「あの……き、聞いてる!?」

「聞いているよ、ちゃんとね」

　そう言ってボトルを置いたアダムは、ふと視線を落とした。

「彼が羨うらやましいな。僕には、危険をかえりみずに守ってくれるような人がいないから」

　ささやきながら、どこか寂さびしげな笑みを浮かべた。それはあの日、自分の身の置きどころに迷っているかのような言葉をもらした、男の子の横顔と重なった。

「……あなた、なの？」

　アダムの動きが止まった。

「子どものころ、小物入れの鍵かぎを落としたときに、助けてくれた男の子がいたの。それは……あなたなんでしょ？」

　問いかけとは裏腹に、違ちがうんじゃないかとまだ思っていた。空むなしい一いち縷るの望みを託たくして返事を待っていると、アダムはナプキンで口を拭ふきながら笑った。

「……ああ。でも、昔のことは忘れたよ」

　そんなことは知らないと、違うとははっきり答えなかった。噓うそでもそう言ってくれたら、わたしは信じたのに。

　落らく胆たんが胸の中に広がっていく。アダムは思いなおしたように瞳を鋭するどくさせると、気落ちしているわたしを見すえた。

「無む謀ぼうでけなげなニーナ・シモン嬢じよう。きみを誘さそい込む餌えさはジョエル・グラフォードだ。彼の命を目の前にぶら下げれば、きみはどんな危険な場所にも向かっていくし、言いなりになってくれるらしい。よくひとりで、ここへ来たね。なにをされるかもわからないのに」

　唇くちびるを弓なりにさせて、アダムは続けた。

「それがわかっただけでも、この場は成功だよ。ありがとう。でも、まだ席は立たないでもらえるかな。晩ばん餐さん会ははじまったばかりだからね」

　そう言われて、はっとした。わたしはすでに、この人にあやつられているんだ。

　自分の思いにとらわれて、目的を忘れそうになっていた。しっかりしなきゃ。意を決して、わたしはふたたびアダムに問いかけた。

「ビゼー夫人はどこ？　知ってるんでしょ」

「さっきから、きみは誰だれのことを言ってるのかな。僕にはまったく見当もつかない」

　目を伏ふせたアダムは、前菜にナイフを入れた。

「食べないの？」

　上うわ目め遣づかいにわたしを見た。

「毒が入っているかもしれないものを食べるほど、わたしはバカじゃないわ」

　愉ゆ快かいな喜劇を観みているかのように、アダムが声を上げて笑った。もう、こんな茶番に付き合っていられない！

「夫人の居場所を教えてくれないのなら帰るわ。それから忘れないで。わたしはちゃんとここへ来たでしょ。だから、グラフォードさんにはなにもしないで！」

　早足でテーブルをまわり込み、アダムの後ろを過ぎる。アダムはナイフとフォークをテーブルに置くと、椅い子すを引いて腰こしを上げた。引き止められる前にここを去らなきゃ！

　扉とびらに手を伸のばして開けようとした──刹せつ那な。

　突とつ然ぜん、炎ほのおが扉全体を包み──燃え盛った。

「ひゃっ──！」

　反射的に手を引いて退いた瞬しゆん間かん、今度は扉とびら枠わくからじわじわと、土のようなものがうごめきながら扉を侵しん食しよくしていき、そこを厚く覆おおった。真っ赤にくすぶる炎の熱が、それとともに急速に冷めていく。

「……うっ、うそ──！」

　目にしたものが信じられなくて、震えが全身に伝わった。おそるおそる近づいて、扉に掌てのひらをあててみる。固い壁かべ……？　力を込めた拳で何度叩たたいても、ビクともしなかった。

　──で、出られない……!?

「悪いね」

　後ろでアダムの声がした。扉だった壁を背にして振ふり返ると、アダムは覆い被かぶさるように、わたしに顔を近づけた。

「きみを帰すわけにはいかないんだ」

　額にかかった前まえ髪がみからのぞく瞳ひとみが、うろんげにきらめく。

　すべてのエレメンタルを使う、レクレール一族。アダムは間ま違ちがいなく、その血を引いていた。想像もしなかった力を目まの当たりにした恐きよう怖ふで、ドクドクと心臓が早はや鐘がねを打った。

「ど、どうして……帰っちゃいけないの。もう、わたしに用事なんてなにもないでしょ」

　震えていることを悟さとられないよう、アダムを思いきり睨ねめ付けた。なのにアダムは、余よ裕ゆうのある態度で微笑ほほえむだけだ。この人にとって、これは遊びなの？　それともわたしをからかっているだけ？　苛いら立だちと恐おそろしさがごちゃ混ぜになって、わたしをおそってきた。

「こ、答えて！」

　力いっぱい叫ぶと、アダムはさらに顔を近づけた。

「……そうだ、思い出したよ。きみがビゼー夫人と言うから、誰のことなのかわからなかったんだ。探たん偵ていごっこの成果を披ひ露ろうして、ちゃんと名前を言ってくれなきゃ」

「……ちゃんとした、名前？」

　わたしの右耳に唇を寄せると、アダムはささやくように言った。

「ジャクリーヌ・ボナリー。僕のことを慕したってくれた、女の子の名前だよ」

　孤こ児じ院いんの名めい簿ぼにあった、バラの入れ墨ずみの女の子の名前──やっぱり夫人は、彼女だったんだ。

　蒼そう白はくになるわたしを見つめながら顔を離はなしたアダムは、天使のように柔やわらかく微笑んだ。

「かわいそうなジャクリーヌには、まだまだ大切な役目があるんだ。だからきみを、ここから帰すわけにはいかない」

「大切な……役目？」

　アルノーさんの言葉が頭を過よぎったとたん、いやな予感が渦うず巻まいて、身動きがとれなくなる。

　言葉にするのが怖こわかった。でも、たしかめなくちゃいけない。

「……わたしを帰したくないのは、石せき盤ばんを使わせないため……？」

　髪をかき上げながら退いたアダムは、満足そうな笑みを浮かべた。

「今夜、どこかで、彼女は邪じや悪あくな精せい霊れいになるの……!?」

　アダムはゆっくりと腕うでを組み、わたしを見つめると笑った。

「正解」
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　いま、わたしがここから逃にげる方法は、窓からの脱出しかなかった。でも、少しでも動けば窓すらも、アダムは扉と同じように壁にしてしまうかもしれない。言葉を失っているわたしを尻しり目めに、アダムはなにごともなかったかのようにテーブルに近づくと、グラスを手にした。

「逃げようとしても無む駄だだよ。きみは今夜、ここで過ごすんだ。僕に見張られながらね」

　こちらを向いたままいっきに飲み干した。

　どうしてそんなふうに、平気でいられるの。人が邪悪な精霊になることを、どうしてあなたは笑っていられるの。

「あなたの目的は……なんなの」

「さっきも聞いたよ。きみの推理は？」

　ポケットに片手を入れて、テーブルに腰を寄せたアダムは、もう片方の手でグラスを弄もてあそんでいた。そうして、なぞなぞ遊びをする子どものように、無む邪じや気きな顔で訊たずねてくる。

　この人にとってはジャクリーヌさんのことも、わたしがここにいることも、なにもかもが楽しい遊びなの？

「……ルドルフ・レクレール。あなたの本当の名前ね」

　一いつ瞬しゆん、アダムが動きを止めた。

「邪悪な精霊をあやつれる……そうでしょ」

　片かた眉まゆを上げて、アダムはニヤッとした。

「すごい。クレマン・アルノーの入れ知ぢ恵えかな」

　アルノーさんのことまで知ってるんだ。ううん、冷静でいなきゃ。この人のペースに巻き込まれちゃいけない。

「……孤児院の人たちをジャクリーヌさんに殺させていたのは、あなたの出生を消すため？」

　笑えみを見せたまま、アダムは答えない。きっと違ちがうんだわ。だとしたら、まさか……。

「……ジャクリーヌさんを……邪悪な精霊にするため……？」

「いいね。悪くない推理だ」

　瞬間、カッと頭に血が上って足が勝手に動いた。気づいたときには、アダムの目の前に立っていた。怒いかりにまかせて、いまにもこの人を殴なぐってしまいそうだ。きつく拳こぶしを握にぎりながら、わたしは思わず声を荒あららげた。

「どうしてそんな必要があるの！　あなたがあやつれるから？　それでどうするの!!」

「そうなったら、どうなるときみは思う？」

　激げき昂こうするわたしを、アダムはサーカスの曲芸でも見ているかのように、面おも白しろそうに見下ろしてきた。もうダメ、冷静でなんていられない！

「みんな怖がるわ！　混乱して、逃げて、住んでいる家も失うかもしれない。邪悪な精霊は人間を喰くらうかもしれないのよ。誰にも殺せないの。ジャクリーヌさんだって、そんなことを望んでいるはずないじゃない！」

　アダムの笑顔が、瞬しゆん時じにこわばった。

「いますぐ彼女を助けて！」

　笑顔を崩くずしたアダムは、どこか切なげに片目を細めてから、わたしをきつく睨にらんだ。

「きみはやっかいだね。どんどん痛いところを突ついてくる。でも、悪いけれど彼女を助けることはできないんだ」

「どうして!?」

「それが必要なことだから」

「彼女を助けること以外に、必要なことなんてないでしょ!!」

　叫きよう声せいを上げるわたしにつられることもなく、アダムは静かに言い放った。

「僕が生きるために、必要なことだからだ」

　……え、なに──？

「レクレールの人間は、ある年ねん齢れいから他人の精気を吸い取らなければ生きていけない。その方法はひとつしかない。邪悪な精霊と自分のエレメンタルを同化させてあやつり、喰らってもらう」

　──他人の精気を、吸う……!?

　耳にした言葉の衝しよう撃げきが強すぎて、思考が追いつかない。

「く……喰らうって……」

　聞かなくてもわかった。人を、という意味だ。

　うつむいたアダムは、グラスに残っている葡ぶ萄どう酒しゆをまわしながら、他人ひとごとのような声こわ音ねで続けた。

「僕の父は若くして死んだ。骸がい骨こつのように老いた姿で。そういう一族の者だと、父から教えられていたけれど、はじめは本気にしていなかった。でも、あるときから急速に老いはじめた父を見ていて、悟ったんだ。本当なんだって」

　自分の耳を疑った。でも、噓うそだとは思えなかった。

「父のようにはなりたくない。常に他人から虐しいたげられ、貧しいくせに親切で、騙だまされてばかりいた芸術家気取りのお人ひと好よし。売れない女優との間に生まれた僕をひたすら育てて、彼女に捨てられても恨うらむこともせず、他人のことばかり考えて、けっしてエレメンタルを使わなかった。力を使えばいくらだって稼かせぐ方法はあったのに、そうしないまま、ただただ売れない絵を描かき続け、老いていった」

　憂うれいを帯びた瞳が、わたしに向けられた。

「年齢以上に老いていく。それは、なににも勝まさる恐怖だ。今日できたことが、翌日にはできない。筆を持つこともままならなくなり、やがて無様な姿で息絶える。あんな死はごめんだ。絶対に自分はそうならない。それに、他人も信じない。騙すことはあっても、誰だれも父を助けてくれなかったからだ」

　言葉をきり、わたしを見すえてアダムは告げた。

「いまは年相応に見えるこの肉体も、ときを置かずに老いはじめる。一度はきみに邪じや魔まをされたから、今度は僕がきみの邪魔をするしかない」

　──え？

「……一度は……って？」

「素す直なおで純じゆん粋すいな、アドルフ・オードラン」

　グラスを口に運んだアダムは、残りの葡萄酒をぐっとあおると、あ然としているわたしに顔を寄せた。

「言葉は、うまく使うと武器になる。彼はたしかに、里親に命じられていろいろなことをやらされていた。でも、愛されていなかったわけじゃない。かわいがられていたよ。羨うらやましいほど、とってもね。自分のしていることが罪だとわかっていても、里親に褒ほめられるのが嬉うれしくて、躊ちゆう躇ちよせずになんでもやっていた。だから、最初の標的にした」

　──標的。

　身体からだ中じゆうの血が逆流したようになって、つま先が冷えていく。冷れい酷こくな言葉に思考が追いつかなくて、目の前のアダムを凝ぎよう視しすることしかできなくなっていた。

「〝騙されている、いつか殺される〟。そう何度も僕が繰くり返すだけで、彼は疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていった。はじめは信じない。でも、些さ細さいなことから疑ぎ惑わくが頭をもたげてくる。そうかもしれない、いや……そうなんだってね」

　だからアドルフは、信じていた人に裏切られたと考えて、自分の里親と……わたしの父さんも乗っていた列車の事故を引き起こしたんだろう。

　やがて、恐きよう怖ふと妄もう想そうから逃のがれられなくなり、博物館に展示されていた石せき盤ばんまで、レプリカとは知らずに灰にしてしまったんだ。

「あなたがアドルフを……そそのかしたの？」

　自分が生きながらえるために。彼を──邪じや悪あくな精せい霊れいにするために。

「アドルフは……友達だったんじゃないの？」

「友達？」

「孤こ児じ院いんを出てからも、会ってたんでしょ？　だから、アドルフはわたしのことを知ってたんじゃないの」

　笑ったアダムの眼まな差ざしは、冷たかった。

「同じ車に乗っていただけだ。駅で別れてから、あいつは別の里親に引き取られた。会ってはいたけれど友達じゃないし、そんな人間は僕にはいない。利用できるかできないか、それだけだ」

　天使のような笑み。その影かげに潜ひそむ恐おそろしい姿が、浮うき彫ぼりになっていく。後あと退じさるわたしの腕うでを、アダムがつかんだ。

「きみに石盤を使わせるわけにはいかない。今夜も、これからも、僕にとって必要になったときがくるまでは」

　考えがまとまらなくて、つかまれている腕の感覚さえなくなっていく。

「あ、あなたは……自分が生きるためにアドルフを利用して、いまはジャクリーヌさんまで、邪悪な精霊にしようとしてるの……？」

「そうだよ。だから？」

「そ……その人たちだって、同じじゃない。エレメンタルを乱用して老いてる。あなたが恐れてる目にあってるのよ。あなたに利用されて！」

　アダムがわたしの腕を放した。うつむきがちに目をそらすと、落ち着こうとしているかのように息をつく。そして髪かみをかき上げたときには、ふたたび笑え顔がおの仮面をつけていた。

「じゃあ、きみは僕に〝死ね〟と言いたいの？」

「違う！　違うわ、そうじゃない。そうじゃないけど！」

「けど、なに？　そうしなければ……僕は老いて死ぬんだ！」

　そう叫さけぶと笑みを消し、アダムは苛いら立だったように持っていたグラスを床ゆかに投げた。激しい音とともにグラスが粉々に割れた。

「どこにも居場所がない……どこに行ったって……逃にげたって、いつも〝死〟がつきまとう。自分の力がこの身体からだを食い尽つくしていくのが、日々感じられる。その恐怖が、普ふ通つうの人間のきみにわかるわけがない。間ま違ちがっていようがいまいが、僕は安住の地を求めているだけだ！」

　その言葉に、はっとした。アダムは間違っていることだって、わかっているんだ。でも、そうせざるをえないから、邪悪な精霊をあやつろうとしているんだ。だったら……！

「ほかに、方法があるかもしれないじゃない」

　アダムがわたしを睨にらみすえた。

「ほかに……そんなふうに他人の精気を吸わなくても老いない方法が、調べたらきっと！」

「そんなものはない！」

　わたしの両りよう腕うでをきつくつかんで、アダムは狡こう猾かつさをにじませた顔を近づけた。

「きれいごとはうんざりだ。きみのおしゃべりにつきあって、僕もしゃべりすぎた。取り引きをしよう。今後、僕の言うとおりに行動しなければ、ジョエル・グラフォードやきみの身近にいる人間がどうなるか、想像してみるんだ」

　切せつ羽ぱ詰つまったようにわたしを見つめるアダムからは、さっきまでの余よ裕ゆうが消えていた。つかまれている腕を払はらいのけて、わたしはアダムから離はなれた。

「グラフォードさんを尾び行こうして発はつ砲ぽうしたのは、あなたの仲間……？」

「どうかな。想像にまかせるよ」

「じゃあ、空き家で襲おそってきたヴェーダも？」

「それも、好きに想像するといい」

　……否定しない。きっと、そのとおりなんだわ。

　わたしがアダムの言いなりにならなかったら、グラフォードさんやみんなはどうなるの。

　ぎゅっとスカートを握にぎりしめたとき、スクーターの鍵かぎと笛、そして固くて小さいものが、ポケット越ごしに指先にあたった。小さな……これは、グラフォードさんがくれたカフスボタンだ。

　ポケットに手を入れて、それを強く握りしめた。

　あのとき、グラフォードさんは〝信じてください〟とわたしに言った。〝必ず相談してください〟とも言ってくれた。なのにわたしは、アダムの脅おどしに負けて誰にも告げずに、ここへ来てしまった。

　みんなを守りたいし、なにも失いたくない。だからって、いまこの脅しに屈くつすることは、グラフォードさんを裏切ることになる。

　──わたしは、グラフォードさんを信じる！

「あなたの言いなりになんてならない！」

　掌てのひらに食い込むほど、わたしはカフスボタンを強く握りしめた。

「それに、もう一度だけ言わせて。あなたが老いない方法はきっとあるわ。わたしも調べてみるから、だからジャクリーヌさんを助けて！　これ以上悪いことはしないで！　あなただって、間違ってることだってわかってるんでしょ!?」

　そう言葉にしたとたん、距きよ離りを詰つめたアダムは右手を伸のばして、わたしのあごをつかみあげた。そうして顔を近づけると、自分に言い聞かせるかのような声こわ音ねで吐はき出した。

「そんなものはないし調べたって無む駄だだ！」

「わからないじゃない！」

「うるさい、黙だまれ……！」

　アダムの指先が、頰ほおに強く食い込んできた。

「……きみは僕についてなにか誤解しているみたいだね。世の中には他人を騙だまして悠ゆう々ゆうとのさばる、生まれながらの悪人もいるんだよ」

　間近のブルーの瞳ひとみが曇くもっていく。そんな人をたくさん見てきたんだろう。だけど……！

「……あ、あなたは違ちがうわ。だってあのとき、わたしの小物入れをわざわざ開けてくれたじゃない！」

「あれが最後の善意だ。あのとき僕はすべてを捨てた。他人を利用し生きながらえると決めた。あの日、コーエン家の車に乗ったときにね」

　そう言うと、自じ嘲ちよう気味に口角を上げた。

「居場所を作るために必要な道具を、僕から奪うばう権利はきみにはない」

　──道具？

「なに……？　なんのことを言ってるの」

「邪悪な精霊に市民は混乱する。確実に大きなニュースになる。現政府は慌あわてふためくだろうね。軍も出てくるだろう。でも殺せない。治安も悪化するはずだ。やがて市民の不満が爆ばく発はつする。どうにかしろとね。そんなときに華はな々ばなしいリーダーシップを発揮するのが、コーエン家がバックアップしている人物だ。くだらない筋書きだけれど、恐怖には市民をまとめる力がある。彼らは次期大統領に誰だれがふさわしいか、よく考えてくれるはずだよ。ついでに僕も生きながらえる。コーエン家の思おも惑わくと僕の思惑が一いつ致ちしている。そういうことだ」

　──大統領選の、ため……!?

　ショックであ然となった。

「そ……そんなの間違ってる……そんなこと……！」

　片かた眉まゆを上げたアダムは、憎にく々にくしげな視線を向けてきた。

「……邪じや悪あくな精せい霊れいで世論をまとめようとするなんて、誰をバックアップしているのか知らないけれど、そんな人に大統領なんてつとまらないわ！」

「そんなこと、僕にはどうでもいい」

　アダムは冷たく言い捨てた。

「どうでも……よくなんてないでしょ」

　コーエン家の思惑と一致していると言っても、邪悪な精霊をあやつるのはこの人だ。居場所を作るためだって言うけれど、それこそ……まるで。

「あなたこそ、あやつられてる」

　そう言って、陰いん鬱うつに曇ったブルーの瞳を見すえると、アダムがはっとした。

「あなたこそ、コーエン家にあやつられてるじゃない……！」

　悔くやしげにきつく眉をひそめたアダムは、けれど強がったようにニヤリとし、手を放した。

「……美び辞じ麗れい句くを並べるおしゃべりなお嬢じようさん。きみのその真っすぐな性しよう根ねを、無む惨ざんに折ってやりたくなった。いま、考えが変わったよ。いいさ、解放してあげる。現実に直面して、せいぜい思い悩なやむんだね」

　ふう、と息を吐いたアダムは、わたしから数歩退くと、冷静になろうとしているかのようにタイの位置をととのえた。

「今夜、石せき盤ばんを使ったら、僕はきみのことを完全なる敵と見なす」

　壁かべになっている扉とびらに向かって、アダムは軽く右手を翻ひるがえした。音もなく放射状のヒビが入り、粘ねん土どはいとも簡単に細かな屑くずと化し、扉とびら枠わくへ吸い込まれるようにして一いつ瞬しゆんのうちに消えた。

「一いつ緒しよにいる人間がどうなるか、その目でしっかり見ておくんだ」

　アダムは哀かなしげに歪ゆがんだ笑顔で、わたしを見ていた。
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　陰かげりに覆おおわれたアダムの瞳が、脳のう裏りから離はなれなかった。

　生きるための居場所を求めて、ずっと心もとなくさまよってきたんだ。その安住の地と定めたコーエン家の人たちは、たぶんアダムを利用している。

　守ってくれる人はいないと言った言葉が、ぐるぐると脳裏を巡めぐっていた。だからアダムも、そのことをわかっているのかもしれない。

　……それでもなお、利用されることを選んだってこと？

「きっと……そうなんだわ」

　それがどうしようもなく切なくて、視界が涙なみだでぼやけていった。

「とにかく、急がなきゃ。みんなにこのことを伝えないと……！」

　住宅街を抜ぬけて角を曲がり、大通りに続く狭せまい通りをひたすら走った。スクーターのスピードを限界まで上げたとき、一台の車とすれ違った。その直後だった。

「シモンさん！」

　名前を呼ばれた気がしてブレーキをかけた。振ふり返ると、少し先で停とまった車から、グラフォードさんが降りて来た。

　どうして、グラフォードさんが？　信じられなくて自分の目を疑った。でも、駆かけ寄って来るその姿はたしかに彼だった。

「……グラフォードさ……！」

　彼の顔を見たとたん、張りつめていた緊きん張ちようがいっきに解けて、ぐっと涙が込み上げた。スクーターから降りてへたり込みそうになった瞬しゆん間かん、背中に腕うでがまわされて、グラフォードさんが強くわたしを抱だきすくめた。

　え……っ!?　突とつ然ぜんのことに鼓こ動どうが早まっていく。驚おどろいて息をのんだとき、

「……よかった」

　かすれたような声が耳をくすぐって、腕の力が増した。グラフォードさんの両りよう腕うでにすっぽりと包まれたとたん、安あん堵どの涙がどっと頰に流れた。

　グラフォードさんのジャケットの胸あたりを握ると、さらに力が強くなる……って、さすがに苦しくなってきたかも！

「あ、あの……グラフォードさん。ち、ちょっと痛いかも……！」

　瞬しゆん時じに腕がゆるめられて、はっとしたように彼が身体からだを離した。

「すみません。思わず」

　照れくさそうに髪かみをかき上げた彼は、けれどすぐにわたしをのぞき込み、切せつ羽ぱ詰つまったような声音で言った。

「大だい丈じよう夫ぶですか。どこへ行っていたんですか」

　不安げに寄せられた眉、眼鏡の奥の眼まな差ざしが、なぜだかとても懐なつかしく思えた。そう感じてすぐに全身が震ふるえてきて、足の力が抜けそうになる。わたしは思わず、グラフォードさんのジャケットの袖そでをつかんだ。すると、彼はわたしの肩かたにそっと手を置いた。

「……あ、あなたは、どうして……？」

「写真館へ戻もどったとき、あなたが帰ってこないとベルジェ姉妹が心配していました。印いん璽じが飾かざり文字の〝Ｃ〟だった封ふう筒とうを開いてから、あなたの様子がおかしかったとリーザさんが言っていたので、まさかアダム・コーエンからの封ふう書しよだったのではないかと」

　それで、アルノーさんの車で邸てい宅たくへ向かう途と中ちゆうだったと、グラフォードさんは続けた。

「あなたは、アダムの邸宅へ行ったんですか」

「ば……晩ばん餐さん会の案内状がきて、ビゼー夫人の行方ゆくえがわかるかと思って、行くことにしたの。それにあなたが危険な目にあわされると思って。ごめんなさい、グラフォードさん。あなたを信じて相談するべきだったのに」

　脅おどしに負けてしまったことを伝えると、グラフォードさんが静かに言った。

「……あなたは、僕を守るために行ったんですか」

　うつむいたわたしは、小さくうなずいた。肩に置かれた彼の手に、ぐっと力が入った。

「どうして、カフスボタンを使わなかったんですか」
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「あなたにエレメンタルを使ってほしくないから、はじめから使うつもりはなかったの。でも、ちゃんとわたしを守ってくれたわ」

　言いなりにはならないと、アダムにはっきり言えたから。彼の袖から手を離したわたしは、ポケットを探さぐってカフスボタンを握にぎった。

「……これ、ありがとう。返すね」

　差し出したわたしの手を、グラフォードさんは大きな手で包んだ。

「これはあなたにあげます。もしもまたこんなことがあったら、必ず使ってください」

「……でも。ううん、使えないわ」

　そう言ったわたしの手を強く握りしめて、彼は有う無むを言わさない声こわ音ねを発した。

「言ったはずです。あなたを危険にさらして後こう悔かいするくらいなら、僕はいくらでもエレメンタルを使う。これをあなたにあげたとき、そう決めたんです」

　顔を上げると、射るような眼差しがわたしに向けられていた。

「あなたに守られてばかりでは格好がつかない。それに僕はいま、かなり頭にきています。あなたに対してではなく、アダム・コーエンに対して」

　冷静でいようと努めていても、無む駄だだと察したかのように、彼の形相が荒あら々あらしく歪んだ。

「……いますぐ、地じ獄ごくに落としてやりたいくらいだ」

　その激しい言葉に、驚いたときだった。グラフォードさんの後ろから、アルノーさんが顔を出した。

「ニーナ。夫人の居場所がわかったんだ。カミーユがもう行ってる。急ごう」

「……ああ、よかった！」

　けれど、アルノーさんの表情はなぜか曇くもっていた。どこにいるのかと訊たずねる隙すきを与あたえずに、彼は持っていたアタッシュケースを掲かかげた。

「二十一区、ペシル川にいるよ。……怪かい物ぶつの姿で」
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　アルノーさんの車には、レナとリーザも乗っていた。どうしてもふたりに、伝えなくちゃいけないことがある。グラフォードさんにスクーターに乗ってもらって、わたしは車の後部座席に乗り込んだ。

　助手席にはレナが座り、わたしの横にリーザがいる。スクーターに乗ったグラフォードさんは、いま、前を走っていた。

「ジョエルと一緒にカミーユに会いに行ったものの、ビゼー夫人の素す性じようや行き先については、まだなにもわからなくてね。まあ、短時間じゃ無理もないんだけど」

　そして、帰ろうとした矢先に、ペシル川におかしなものがいるという知らせが、警視のもとに届いたのだそうだ。グラフォードさんはすぐに写真館へ戻り、自分は石せき盤ばんを受け取るためにリュゼ宮きゆう殿でんへ向かったのだと、アルノーさんは教えてくれた。

「きみに石盤を渡わたそうと思って、俺も写真館に行ったんだけど、きみが帰らないってみんな心配してたんだ。アダムのところじゃないかってジョエルが言うから、行くことにしたわけだけど。とにかくまあ……なにごともなくてよかったよ」

　腕を組んだリーザが、深く嘆たん息そくした。

「行き先ぐらい、ちゃんと言いなよ。捜さがしまわってマジで心配したんだからさ」

　助手席のレナが、シート越ごしにこちらを振り返った。

「そうよ。パン屋に行ったらアプリコットのパイ、売り切れちゃってたんだから！」

　口を尖とがらせるレナの額を「それはどうでもいいでしょ！」と、リーザがつんと指で弾はじいた。

「……まあさ、事情があったんだろうってことは予想つくけど、それでもこういうことされると、寂さみしいんだよ。一緒に暮らしてるのに、信しん頼らいされてない感じがしてさ」

「……ごめんなさい。本当に……！」

　この車に乗っていたんだもの。ふたりは石盤とわたしの関係について、なにか勘かんづいているはずだ。なのになにも訊ねないのは、わたしが話すのを待ってくれているからだろう。

「ふたりに、言わなくちゃいけないことがあるの」

　頭を下げながらきつく目を瞑つむって、ゆっくりと息を吸った。そうして石盤について、母さんの手紙にあったこと、祝典でのことをふたりに話した。その間、ふたりはなにも言わずに聞いてくれていた。

「黙だまっていて、ごめんなさい。でも、あんなことは二度とないって思っていたから、話さなくてもいいだろうって……」

　ずいぶん沈ちん黙もくが続いた。ふたりの反応が怖こわくてまぶたを開けずにいると、ため息混じりにリーザが言った。

「……ニーナ、よく耐たえたね。火事のことも放火だって噂うわさだったけど、まさかそんな真相だったなんて知らなかったよ。それに……あなたがそんな重荷を背負ってたなんて、思ってもみなかった」

　はっとして右みぎ隣どなりのリーザを見ると、かすかにうつむいていた。

「もしもあたしなら、知らんふりして逃にげるかも。だって、妙みような輩やからを相手にしなくちゃいけないかもだしさ。いまのあなたみたいに」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、こちらを向いた。

「一いつ緒しよに暮らしてるからさ、なーんか隠かくしてるんだろうなって、薄うす々うす感じてはいたんだよね。けど、誰だれにだって言いにくいことはあるし、話してくれるの待ってたんだ」

　リーザが柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「ちゃんと教えてくれて、ありがとう」

　お礼を言われるとは思わなかった。受け入れてもらえた安心感がじんわりと胸に広がって、泣きそうになって唇くちびるを軽く嚙かんだ。すると、リーザはわたしの頭をガシッとつかみ、ぐいぐいと左右に振ふった。

「早く言え、バーカ！」

「うん……うん、ごめんね……！」

「あたしたちの反応が怖かったんでしょ。あたしが男だって、あなたに黙ってたみたいに」

「……って、なにっ!?　きみ、男なのか!!」

　わたしの仲間がいたらしい。アルノーさんはまじまじと、助手席のレナを見つめた。

「ちょっ、前を向きなさいよ、学者！　事故るじゃないの！」

「うそだろ……どうなってるんだ……？　もう自分の目が信じられない……！」

　前を向いたアルノーさんは、信じられないと何度もつぶやく。リーザはわしゃわしゃとわたしの髪をかき混ぜてから、パッと手を放して続けた。

「同じ地区に住んでたから、あなたのことは知ってたんだよ。誰にも頼たよらないで、ひとりで写真館をやってる女の子がいるって。だから、火事のあとどうしてるか気になってたんだ。まあ、面識はなかったけどさ」

「眼鏡から紹しよう介かいされたとき、〝あの子だわ！〟って感じだったのよね」

　レナが言うと、そうそうとリーザがうなずいた。

「はじめは意地悪な気持ちもあったんだよね。どんな子か観察してやれって。そんで、いやな感じの子なら、やっぱやーめたってグラフォード氏に言うつもりだったんだけど」

　ニッとリーザが笑った。

「妹ができたみたいで、楽しくなっちゃった。賑にぎやかなの好きだし」

「からかうの楽しいし。あたしとリーザが喧けん嘩かするたびに、仲ちゆう裁さいしてくれるのも面おも白しろくて」

「とにかくさ。あなたが門番でも、あたしたちにとってはただの〝ニーナ〟だから。それに、あなたの重荷をどうにかすることはできないけど、話を聞くことはできるからね」

「困ったときはちゃんと言うのよ。ひとりでなんでも抱かかえるの、あなたの悪いクセなんだから」

　ああ、本当に、ふたりのことがすごくすごく好きだ。ぐずぐずと泣きたくないのに、嬉うれしさが込み上げてきて、それはやっぱり涙なみだになった。

「……うん。約束する。ありがとう……！」

「きみら、いいヤツだな」

　ぼそりとアルノーさんが言った。ふふんと笑ったリーザは、アルノーさんのシートに顔を向けて、勝ち誇ほこったような声こわ音ねを放った。

「そう。世界で一番いいヤツだよ。気に入った相手にだけね」




[image: ]




　アダムから聞かされたことのすべてを伝えると、みんなが黙り込んだ。やがて、アルノーさんが口火をきった。

「……とにかく急ごう。カミーユに伝えないとな」

　二十一区は、ルテの外側に位置する工場街だ。古いレンガ造りの建物が、通りの左右に増えていき、無数の煙えん突とつが夜空にそびえる光景が視界に飛び込んだ。

　大きな通りを走っていると、制服姿の警官が一列に並んでいるのが前方に見えてきた。その向こうは、ペシル川の河か川せん敷じきだ。

　スクーターを停とめたグラフォードさんが、こちらに駆かけ寄って来た。わたしたちも車から降りると、彼が言った。

「封ふう鎖さされています。ここからは歩いて抜ぬけるしかなさそうです」

　直後、銃じゆう声せいが連続でこだました。警官がいっせいに振り返った。ごうっと水面が泡あわ立だつ音が、そのあとに続いた。

　──邪じや悪あくな精せい霊れいが──ジャクリーヌさんが……ここにいる！

　ケースを持ったアルノーさんが、警視を捜すと言って歩き出した。リーザとレナも、アルノーさんのあとを追って行く。

　石せき盤ばんを使ったら、わたしを敵と見なすとアダムははっきりと告げた。それは、わたしの大好きな人たちを危険にさらすことにもなる。だから来てはみたものの、決心はまるでついていなかった。

「……レクレール家の人間は、他人の精気を吸わなければ生きていけないって、アダムが言ったの。その方法はひとつだけで、邪悪な精霊と自分のエレメンタルを同化させてあやつり、喰くらってもらうしかない……って」

　瞠どう目もくしたグラフォードさんが、息をのんだのが伝わった。

「それと……次期大統領選のためでもあるって言ってたわ。邪悪な精霊をあやつって、みんなを恐きよう怖ふに陥おとしいれるんだって。それを鎮ちん圧あつするのは、自分たちがバックアップしてる人間だから、みんなはその人に投票するようになるだろうって……」

　グラフォードさんは憤いきどおったように顔を歪ゆがめると、吐はき捨てた。

「バックアップしている人物というのは、コーエン家の傀かい儡らいにすぎません。その人物が大統領になれば、実際に権力を握にぎるのはコーエン家の人間です」

　感情が爆ばく発はつするのを押し殺すかのように、グラフォードさんの拳こぶしに血管が浮ういていた。

　わたしの脳のう裏りにアダムの顔が浮かんだ直後、ふたたび銃声がとどろいた。

　石盤を使うか、使わないか、ここで迷っていてもしかたがない。事実、封鎖された先には邪悪な精霊がいるんだもの。

「……とにかく、行かなくちゃ」

　歩きはじめたわたしの左ひだり腕うでを、グラフォードさんがとっさにつかんだ。

「シモンさん。本音を言えば、僕はあなたに石盤を使ってほしくない。祝典のときのように閉へい鎖さされた空間ではなく、ここにはさまざまな人の目がある。あなたが門番だとわかれば、目に見えない敵まであなたの前にあらわれる可能性があるからです」

　どうしてグラフォードさんが、門番になることは危険だと強くわたしに言っていたのか、いまならわかる。この重荷を背負ったら、周囲の人にも危険が及およぶからだ。

「でも、もしも。あなたが使うと決めるなら、もう僕は否定しません」

　眉まゆをひそめたグラフォードさんの眼まな差ざしは、強かった。

「その代わりにあなたの重荷を半分、僕にもください。僕を信しん頼らいして、頼ってもらいたいんです」

「……え？　あなたに、わたしの重荷を……？」

　グラフォードさんのことは信頼している。でも、仕事以外で頼ってくれと言われたことは、いままでなかった。それともこれも、グラフォードさんにとっては仕事なのだろうか。強い言葉に背中を押されるよりも、戸と惑まどいのほうが大きかった。

「それは……これもヴェーダに関することだから、あなたの仕事だから、ということ？」

　気弱なわたしの問いに、グラフォードさんはきっぱりと告げた。

「いいえ。僕の仕事の範はん疇ちゆうは、もうとっくに越こえています」

　予想外の返答に当とう惑わくすると、彼はおもむろに腕うで時計をはずしてから、その手を差し出した。

「同意するなら、この手を取ってください」

　わたしの重荷を半分、彼に預けることがなにを意味するのかわからなくて、差し出された手をただ見つめていた。すると、彼の手が伸のびてきて、わたしの右手を強ごう引いんにつかんだ。

「迷わないで、こうすればいいんです」

　グラフォードさんがそう言った直後、ふたたび銃声に混じって怒ど声せいが上がった。わたしの手をきつく握って、彼は続けた。

「あなたを失いたくない。守りたいし、力になりたいんです」

　まさか……わたしと同じ思い？　信じられなくて見つめていると、彼の瞳ひとみの奥に一いつ瞬しゆん、強い感情が過よぎったように見えた。

　グラフォードさんの手を握り返すと、彼は前を向いて歩きはじめた。

「今夜、あなたが決めなければいけないことは、ただ一点。扉とびらを開けるか否いなかです。その選せん択たく以外のことは忘れてください。あとのことは、あとで考えればいい。僕も一いつ緒しよに頭を悩なやませますから。それから、先に謝っておきます」

「あ、謝るって、なにを？」

　礼れい儀ぎ正しい彼には似つかわしくない荒あらっぽい気配が、グラフォードさんの背中から放たれている気がした。

「かなり頭にきている状態なので、普ふ段だんの僕でいられなくなっています。怒いかりにまかせたらどうなるかはよくわかっていますが、あなたを脅おどしたアダム・コーエンがどうしても許せない。だから、もしも僕の態度があなたを怖こわがらせることになっても、気を配る余よ裕ゆうがなさそうなので」

　肩かた越ごしに振ふり返ると、怒りをあらわにした目をきつく細めた。

「先に謝っておきます。すみません、シモンさん」

　そう言うと、グラフォードさんは口をつぐんだ。警官たちの間をくぐり抜けているとき、ほんの一瞬、わたしの指が折れてしまいそうなほどに、彼は手の力を強くした。
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　流れる雲が見えるほど、月の明るい夜だった。

　河川敷が見み渡わたせる場所に着いたとたん、自分の目を疑った。

　穏おだやかにたゆたうペシル川の対岸に、工場の屋根が尾お根ねのように連なって浮き上がっていた。その光景を遮さえぎっているのは、川から空へと垂直に立ち上る水の集合体だ。

　下から上へとうねりながら、水はときおり巨きよ大だいな人を象かたどった。長い髪かみを揺ゆらす女性、かと思うと溶とけていくアイスクリームのように小さくなり、ふたたび盛り上がって同じ姿に戻もどる。

「……なによ……あれ……」

　立ちすくんだレナの声は、震ふるえていた。

　上じよう昇しようしてから川に沈しずみ、また姿をあらわす。そうしながら邪悪な水の精霊は、少しずつこちらに向かっていた。そのたびに、河川敷に並んだ大勢の警官が発はつ砲ぽうする。合図をしているのは見知らぬ警官だ。その近くに、ベルナール警視とアルノーさんがいた。

　アルノーさんに事情を聞いたらしい警視は、すぐに数名の警官を呼びつけて指示を出してから、険しい表情でこちらを一いち瞥べつし、軽く手を挙げるとどこかへ去った。

「カミーユがアダム・コーエンの逮たい捕ほを警部に命じたよ」

　警視と別れて戻ったアルノーさんは、憂うれえた視線を川へ向けた。

「すべての駅、空港、港にも連れん絡らくを入れてから、政府にも援えん助じよを要よう請せいするらしい」

「逃にげた……ってこと？」

　わたしの問いに、アルノーさんは沈ちん痛つうな面おも持もちでうなずいた。

「きみになにもかも話したあとだ。邸てい宅たくでのん気にしているわけがないもんな」

「だけどさ、もしもアレをあやつってるんなら、この辺にいるんじゃないの？」

　川を指すリーザに、グラフォードさんは厳しい表情で答えた。

「〝リンク〟と同じことであれば、映像のように頭に浮かびます。そうだとすれば、遠えん隔かくであやつることができるのかもしれない」

　アルノーさんは邪じや悪あくな精せい霊れいを視界に入れると、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、自分の髪をくしゃりと握った。

「……しっかし、ひどいな……！」

　それはアダムに対してなのか、この光景についてなのか、わたしにはわからない。いや、きっとどちらも含ふくまれているんだろう。

「なんかさ、こっちに近づいて来てない？」

　リーザの言うとおり、腰こしを曲げた老ろう婆ばのような輪りん郭かくが、確実にこちらに向かっていた。と、ごうっと音をたてて輪郭が崩くずれた。するとふたたび、巨大な顔が水面からわき上がる。腕うでを伸ばして立ち上がり、飛沫しぶきを上げながら髪を振り乱みだす。その髪がぐんと伸びて、警官たちの足元をすくいあげた。

「来てるじゃない！」

　レナが叫さけんだ。でも誰だれも、石盤を使えとわたしを急せかしたりしなかった。ただ、目の前の信じられない光景を、目を凝こらして見つめているだけだ。

「上がって来るぞ」

　そう言ってアルノーさんが退いた直後、ひと固まりになって上昇する渦うずが、無数の縄なわのようになった──刹せつ那な、河か川せん敷じきに向かって放たれた。

　飛沫が地面を砕くだいた。と同時に、バラの香かおりが辺りに充じゆう満まんした。

　この香り……間ま違ちがえようもない。あれはビゼー夫人……ジャクリーヌさんだ。

　無数の閃せん光こうに貫つらぬかれると、耳をつんざくような甲かん高だかい咆ほう哮こうをとどろかせて、邪悪な精霊はいったんは散りぢりになった。けれど瞬しゆん時じに輪郭を戻し、悶もだえるように身体からだを折り曲げながら、髪を揺らして腕を伸ばした。そのたびに、けたたましい銃じゆう声せいと怒声が夜空にこだました。

　やがて、ヴェーダの警官たちが前に出た。いっせいに両手を突つき上げると、ぐん、と河川敷の地面が盛り上がる。全員の地のエレメンタルが、即そく席せきの堤てい防ぼうをそこに建てた。

「やるじゃない！」

　レナの感かん嘆たんも空むなしく、邪悪な精霊の腕はそれをなぎ払はらい、崩してしまった。

　退たい避ひしろと誰かが叫んだ。その声をかき消すように、邪悪な精霊は大きく咆哮した。

「……なんか……苦しそうだよ」

　リーザの言葉にはっとさせられた。もしかしてすでに、アダムにあやつられているの!?

　銃じゆう弾だんを浴びせられるたびに、邪悪な精霊は啼ないた──そのとき。

　──助けて！

　鼓こ膜まくにはっきりと聞こえた気がした。彼女は助けを求めている。そしてそれは、わたしにしかできないことなのに。

　……アダムを恐おそれて、躊ちゆう躇ちよなんてしていられない！

　邪悪な精霊を視界に入れながら、握にぎった拳こぶしにさらに力を込めて、なんとか声を振り絞しぼった。

「……アルノーさん。ケースの中のものを、ください」

　待ってましたとばかりにしゃがんだアルノーさんは、当然のごとくポケットから手て袋ぶくろを出した。わたしが手袋を受け取ってはめると、アルノーさんがケースを開けた。と、いきなりグラフォードさんが通りに顔を向けた。険しい横顔の視線は一点、ライトの消えた工場にそそがれていた。

「どうした」

　の、と最後まで声にならなかった。クッと眉まゆ根ねを寄せたグラフォードさんは、突とつ然ぜんわたしを抱だきかかえると、かばうようにして地面に伏ふせた。

「──みんな伏せろ！」

　そう叫んだ直後、二度の閃光が工場の窓からもれて、同時に銃声がこだました。

「ぎゃっ！」

　抱き合って地面に伏せていたレナとリーザが身を固くした。グラフォードさんは大きく右手を振りかぶり、炎ほのおの鎖くさりを窓へ向けて放った。宙を飛ぶそれは矢のように変化し、窓を射い貫ぬく。ガラスの割れる音が辺りに響ひびきわたった。

「あそこです！」

　とっさに立ち上がったグラフォードさんが指でしめすと、数人の警官が駆かけ出した。

「なん……なんだ？」

　頭を抱かかえてその場にしゃがんだアルノーさんは、戸と惑まどいながら振り返って工場を見た。

「銃口が一瞬光ったような気がした。それで……」

　グラフォードさんが言った。

　まさか、アダムの仲間？　わたしが石せき盤ばんを使いそうになったから、威い嚇かくするために銃弾を放ったの？

「大だい丈じよう夫ぶですか」

　グラフォードさんが手を差し出した。震えながら握ったとき、レナが叫んだ。

「ちょっ！　陸に上がっちゃったわよ!!」

　街灯と月に照らされた邪悪な精霊は、三階建てのビルほどの大きさがある。女性の姿で、ずるずると陸地を濡ぬらしながら一歩、また一歩と歩を進めていた。

　警官たちも全員、河川敷に面した通りに集まり銃を放つ。

　邪悪な精霊は大きく頭を振ふって、咆哮する。泣いているかのような哀かなしい声を聞いても、わたしは石盤をつかめずにいた。それを手にしてしまったら、次こそはここにいる誰かが撃うたれてしまうかもしれない。

　──誰のことも傷つけたくないし、失いたくない！

　きつくまぶたを閉じたときだ。

「あなたも、あなたの身近にいる人たちも、必ず僕が守ります」

　グラフォードさんの声に息をのんだ。まぶたを開けると、彼はわたしを見つめていた。鋭するどい闇やみ色いろの瞳ひとみには、強い決意が宿っていた。

「後こう悔かいしたくないのなら、あなたが信じることをすべきです」

　その言葉に続いて、彼の後ろにいたリーザが、邪悪な精霊を指しながら言った。

「あたしたちのことは心配しなくてもいいからさ。やりなよ、ニーナ。一度は決めたんなら、あのかわいそうなヤツを還かえしてやんなよ。誰にだって、還る場所はあるんだから」

　……還る場所。その言葉が重く胸に響いた。

「そうよ。迷子になっちゃってるみたいだから、あなたが連れて行ってあげなくちゃ！　あなたにしかできないことなんでしょ!?」

　レナがたたみかけてくる。アルノーさんは笑えみを浮うかべながら、わたしを見上げた。

「でもって、俺はまたアレが見られるんだ」

　ふたたびグラフォードさんを見ると、かすかに彼がうなずいた。あなたはひとりじゃないと言われた気がして、ぐっと胸が熱くなった。

「……わかった。みんな、ありがとう」

　部品に囲まれた石盤に手を伸のばし、把とつ手てをしっかりと握りしめた。

「わたしはやっぱり、彼女を助けたい……！」

　視線の先には、悶え苦しむ邪悪な精霊がいる。息を大きく吸い込んで、わたしは河川敷を駆け下りた。
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　警官たちの発はつ砲ぽうが止やまなかった。みんな怯おびえていて、冷静さを失っているからだ。

「やめて！」

　何度そう叫んでも、誰もわたしの声に耳を貸してくれない。レナのくれた笛がポケットに入っていたことを思い出し、口にくわえて力いっぱいに吹ふいた。発砲を止めた警官たちが、いっせいにわたしを見た。

　早く逃にげろと警官たちが口々に叫んだ。その声を無視して、わたしは石盤を目の前に掲かかげた。

　焦こげた焼き菓が子しのような石盤は、中心がくりぬかれている。液体の身体をくねらせている邪じや悪あくな精せい霊れいを、その中におさめた。

　レースのコースターを連想させる面をこちらに向け、その中心に、月と太陽を模したような絵図の鍵かぎを脳のう裏りでたどった。

　……開け！

　ズシリと石盤の重さが増した。鍵の絵図が発光して一筋にまとまり、邪悪な精霊に向かって放たれる。その衝しよう撃げきで吹き飛ばされないよう、ありったけの力を両足に込めた。

　淡あわく輝かがやく巨きよ大だいな両開き扉とびらが、音もなく地面から出現した。

　すっと開いた扉の中から、七色の花びらが、蝶ちようのようにひらめきながら宙を舞まい、邪悪な精霊を包んでいく。やがて、花びらに覆おおわれたそれは見るみる小さくなっていき、小こ柄がらな女性の輪りん郭かくを見せた。

　ビゼー夫人……ジャクリーヌさんだ。

　扉に隔へだてられた彼女の場所まで、わたしはゆっくりと歩を進めた。

　彼女はいつだって怯えていたのに。もっと早く気づくことができていたら。そうできなかった悔くやしさで涙なみだが込み上げた。すると、扉の向こうでジャクリーヌさんが言った。

　──老人に見えたでしょう。でも、わたしは……ずっと若いの。

　あらためて教えられて、ショックで言葉を失った。

　──きれいな洋服、美しい邸てい宅たく、それにバラ。孤こ児じ院いんにいたときから、そういうものにずっと憧あこがれていたわ。いつか、誰だれかが迎むかえに来るって信じていたの。実は王女だったとか、貴族の子どもだったとか……そんな、バカみたいな夢ばかり見ていたわ。

　そんなことないのに。

「……女の子なら誰だって、一度くらいは想像するもの……わかります」

　そう言うと、彼女は安心したように語ってくれた。

　成長しても、誰にも引き取られずにいたある日、裕ゆう福ふくな男性があらわれた。それは、同じ孤児院の男の子を引き取った人物だった。その男の子にまた会えるならと、彼女は男性について行くことにしたのだそうだ。

　──しばらくは、夢みたいな生活だったの。彼もそばにいてくれて、いつもバラがあって。でも、彼が他国へ行ってしまってから、わたしは見張られるようになったの。

　裕福な暮らしと引き換かえに、執しつ事じを装よそおう男に見張られて命じられながら、身寄りのないたくさんの人間を、ペシル川に沈しずめてきたとジャクリーヌさんは言った。

　居場所を転々とする暮らしがはじまり、何度も逃げようとしたけれど、頼たよれる人も身を寄せる場所もないことで躊ちゆう躇ちよした。なにより、見張られているという恐きよう怖ふが、やがて気力を奪うばっていった。いつしか諦あきらめて、言いなりになるしかなくなっていたのだ。

　──昔、一いつ緒しよに遊んだ子も……そういう人ばかりだった。でもね、わたし、いつかまた彼に会えると、心のどこかで思っていたの。本当にバカね。この姿にされるために、利用されていただけなのに、ずっと信じて待ってたなんて。

　彼女はアダムをけっして罵ば倒とうしなかった。その代わりに、自分を責めるようなことを言う。けなげな思いが胸に迫せまってきて、こらえきれなくなった涙が頰ほおをつたった。

　──お願い。南の海へ連れて行って。わたし、絵本で見たイルカに憧れていたの。一緒に泳いで、ひっそりと暮らすから……お願い……。

　邪悪な精霊と対たい峙じしたとき、約束ごとがいくつかあった。言葉をうのみにしてはならず、与あたえる約束をしてはならず、弱さを見すかされてはいけない。理解者であると安心させて、迅じん速そくに扉をくぐらせる。そのことを思い出して、なんとか声にした。

「……ごめんなさい。南の海へは……連れて行けないんです。だから、扉をくぐってください」

　アドルフ・オードランと対峙したときの激しい反はん撃げきが蘇よみがえり、身構えながら扉を指した。

「あなたにふさわしい世界はもう……ここじゃないんです。だから……」

　けれど、彼女はわたしの予想に反して、同情を誘さそうような言葉も告げず、荒あら々あらしい言葉も投げつけず、ただ静かに言った。

　──そこは、王さまのいるところ？　物語みたいな……宮きゆう殿でんもある？

　幼い女の子のような声だった。だから痛々しくて切なくて、胸が張り裂さけそうになった。

「……宮殿はわからないけれど、王さまはいます」

　門番になるために、わたしは命を賭かけた儀ぎ式しきをした。そのときに、精霊世界の王をこの目で見たのだ。

「……瞳は七色で髪かみは濃のう緑りよく色しよくの、とても美しい王さまが」

　──……本当？

　大きくうなずいてみせると、彼女を包んでいた花びらが、ふたたび宙を舞まって儚はかなく消えた。そこには、クリスタルのように輝く女性の精霊が立っていた。扉をくぐる前に、彼女は言った。

　──約束して。もう誰のことも、わたしみたいにはさせないで。こんな思いをするのは、わたしだけでいいから……お願い。

　その思いは、写真館を失ったときのわたしと同じだった。身を引き裂かれそうなほどの辛つらさに、彼女はいま耐たえているんだ。アダムの運命は哀しい。だからってこれは許されることじゃない。絶対に、間ま違ちがったことだもの。

「……約束します。二度と、こんなことさせません……！」

　淡く揺ゆらぐ透とう明めいな顔に、安あん堵どしたような笑みが一いつ瞬しゆん浮うかんだ。

　──お願イ……あリがトう……あリガ……トウ……。

　そう繰くり返しながら、扉の中へ去って行った。

　肌はだを突つき刺さすほどの静せい寂じやくの中、まばゆく輝く扉は音もなく景色に溶とけた。バラの香かおりだけが、辺りに儚く残っていた。

「シモンさん」

「ニーナ！」

　グラフォードさん、そしてレナとリーザが駆かけ寄って来た。その姿が涙でにじんでよく見えなかった。

　全身の力が抜ぬけて石せき盤ばんを落としそうになったとき、支えてくれたのはグラフォードさんだった。ほっとしてうつむいたとたんにぽたぽたと、涙がとめどなく地面に落ちていった。

「……アダムを、止めなきゃ！」

　警察は逮たい捕ほできたのだろうか。顔を上げてベルナール警視を捜さがしたけれど、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでこちらを見ている警官たちの中に、その姿はなかった。やがて、どこからともなく拍はく手しゆが聞こえた。それは河か川せん敷じきを包み込んで大きな音になった。

「みんながあなたを讃たたえてるのよ。誰にもできないことをしたんだもの、当然よね」

　レナが微笑ほほえんだ。だけどわたしは素す直なおに喜べない。だって、元げん凶きようのアダムがどうなったのかわからないんだもの。

「アダムは、逮捕されたの？」

　みんなは顔を見合わせて黙だまった。そこに、息をきらせたアルノーさんがやって来た。同じ言葉で問いかけると、アルノーさんは暗い顔で首を横に振ふった。

「邸宅にはいなかったと、カミーユに連れん絡らくがあったみたいだ」

　やっぱり、逃げたんだ。だったらなおさら、どうやって止めたらいいんだろう。考えが浮うかばない自分に苛いら立だって、まぶたを閉じたときだ。

「アダムはこのまま引き下がらないでしょう。あなたを脅きよう威いと考えているのなら、いずれ必ず、あなたの前にあらわれると思います」

　グラフォードさんがきっぱりと口にした。たしかにそうかもしれない。だとしたらそのとき、わたしはどうやってアダムを止めたらいいんだろう。

「……ジャクリーヌさんと約束したの。アダムに、二度とこんなことはさせないって」

　言葉をつくして説得してみようか。だけど、邸宅でのやりとりを思い返すと、それは徒労に終わる予感がした。さらに問題なのは、アダムがいつあらわれるのかわからないことだ。きっちりと予告を出してくれたなら、警視と協力して追い込むこともできるけれど、アダムは物語に登場する怪かい盗とうじゃないもの。

「ねえ、ニーナ。いっそのこと、そいつもあっちの世界に還かえしちゃえばいいじゃない」

　……え？　思いもよらなかったレナの言葉に、息が止まるほどびっくりした。

「な、なによみんなであたしを見て！　だって、そいつのせいでこんなわけわかんないことになってるんでしょ？　あたしが門番だったら、次にそいつがあらわれたら間違いなくそうするわよ！」

　はあ、とリーザは呆あきれたように嘆たん息そくした。

「レナってホント単純だよね。あんたが神さまだったら、世界ってすっごくシンプルだと思うわ。それじゃ逃にがすみたいじゃん。ちゃんと逮捕されて裁判にかけられて、反省してもらわないといけないんだよ」

「そんな悪党が反省なんかするわけないじゃないのよ！　それに、逮捕されたって逃げるかもだし、そもそも逮捕できるかもわかんないじゃないっ！」

　アダムを還すために、扉とびらを開ける？　そんなこと考えもしなかった。

「……けど、悪くないかもな」

　あごに指を添そえたアルノーさんが、思し慮りよ深げにつぶやいた。

「たしかに逮捕できたとしても、力を使って逃とう亡ぼうするかもしれない。そうなればまた同じようなことが起こるだろう。だったら、試ためす価値はありそうだ。まあ、決めるのはニーナだし、可能かどうかはわからないけれどね」

「どうしてよ」

　眉まゆをひそめたレナに、アルノーさんは答えた。

「精せい霊れいにしか、扉は開かないからだよ」

　みんなの視線が、わたしが手にしている石盤に集まった。

　普ふ通つうのヴェーダじゃないとしても、アダムは人間だ。それとも、人の姿をした……すでに精霊なの？

「アダムは……どっちなんだろう」

　つぶやきに似たわたしの疑問に、アルノーさんが答えた。

「わからない。そんな記述を目にしたこともないしな。けど、あやつる力は本来のヴェーダを越こえてる。もしかしたら、もう人間じゃ……ないのかもしれない」

　もしもそうだとしても、石盤を使わずに捕とらえる方法はないのかな。こんなふうに考えてしまうのは、アダムにはまだ良心が残っているんじゃないかって、どこかで信じているからだ。

　他人を利用してまでも生きていくために、すべてを捨てたとアダムは言った。間違ったことをしているとわかっていると取れる言葉も告げていた。それでもなお、きっとアダムは悪事をやめないだろう。

　わたしは、石盤を囲む部品の把とつ手てを握にぎりしめた。

　自分の感情に流されたら、また犠ぎ牲せい者しやが出てしまうかもしれない。なによりも、アダムはわたしを敵と見なしている。石盤を使ったんだもの。ここにいる大事なみんなのことも、わたしはすでに危険にさらしているんだ。

　判断を誤って、後こう悔かいはしたくない。止める方法がそれしかないのなら、試す覚かく悟ごを決めなくちゃ！

「……もしもそのときがきたら、やってみるわ。だけど、もしも扉が開かなかったら？」

　腕うでを組んだレナは口を尖とがらせ、リーザは眉まゆをひそめて黙り込み、アルノーさんはくしゃりと髪を握った。いっときの間をおいて、答えたのはグラフォードさんだった。

「少なくとも、脅おどしにはなります。石盤を使う素そ振ぶりを見せるだけで、アダムは驚おどろいてひるむはずです。その隙すきを狙ねらって、捕つかまえることができるかもしれない」

　ハッとレナが苦く笑しようした。

「ちょっと待ってよ。ニーナに捕まえろっての？」

　グラフォードさんは、事務的な態度を崩くずさずにレナを見た。

「いえ。僕です」

　意志の強さをあらわにした眼まな差ざしをこちらに向けて、彼は迷うことなく告げた。

「僕が捕まえます。だからこの先、僕はあなたと行動を共にします。アダムがいつあらわれてもいいように」
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　撤てつ収しゆう作業をしている警官たちの間を通り抜けて、河川敷をあとにした。

　レナとリーザを乗せたアルノーさんの車について、わたしを後ろに乗せたグラフォードさんはスクーターを走らせていた。シートの中には、石盤がおさめられたケースが入っていた。

　グラフォードさんの心強い言葉が、まだ頭を駆け巡めぐっていた。わたしはひとりじゃないって、なにもかもをひとりで抱かかえなくてもいいんだと思えて、嬉うれしかった。

　……あなたがいてくれて、本当によかった。

　心の底からわき上がる思いを込めながら、グラフォードさんの背中に額を寄せたときだった。突とつ然ぜんスクーターの速度が増した。

　辺りは人ひと影かげのない工場街で、静まり返っていた。彼の背中越ごしに前方を見ると、アルノーさんの車でも警察の車でもない、別の車が割り込んでいた。

　……誰だれの車？

「シモンさん。しっかりつかまってください」

「ど、どうしたの？」

「いいから、僕にしっかりつかまって」

　どうしたんだろう？　奇き妙みように感じながらも言われるがままに、わたしは腕に力を入れた。

「もっとしっかり！」

「な、なに!?」

　グラフォードさんはスクーターを加速させながら、振り返ることもなく声を荒あららげた。

「かなり乱暴な運転をするからです！」

　限界までスピードを上げて車体を傾かたむけ、前方の車を追い越そうとした。けれどそのたびに、車は右へ左へと進路を塞ふさぎ邪じや魔まをした。

　……追い越せない？　なんなの！

　と、ガクンとスピードを落としたグラフォードさんは、突とつ如じよ右折した。ライトの消えた工場が建ち並ぶ狭せまい通りに入ると、今度は前を走っていたはずの車が追って来た。

　キュルキュルと地面をこするタイヤの音が、無人の工場街に響ひびきわたった。建物の角を何度も曲がりながら走っていると、地面がむき出しの通りにさしかかり、後方の車が消えた。

「い、いなくなったわ！」

　わたしが安あん堵どしたのもつかの間で、左折した直後、今度は前方にあらわれた。

　引き返すために、グラフォードさんが反対方向へハンドルをきった。車体が激しく傾き、タイヤが横へ滑すべった。わたしは全身の力を込めて、グラフォードさんにしがみついた──刹せつ那な。

　工場に挟はさまれた通りの端はしから端までを覆おおうように、一いつ瞬しゆんのうちに地面から壁かべがそそり立った。

　背後には得体の知れない車、前方には土の壁──挟まれた!?

　……こんなことができるのはひとりだけだ。まさかこんなに早くあらわれるなんて！

「実際にきみに会うのははじめてだから、挨あい拶さつをさせてもらうよ」

　聞き覚えのある声が、後ろから聞こえた。グラフォードさんが振ふり返る。わたしもおそるおそる視線を移した。

「……アダム・コーエン」

　停とめたスクーターから降りたグラフォードさんが、苦々しい声こわ音ねをもらした。車を後ろにして立つアダムは、優ゆう雅がな態度で笑えみを浮うかべた。

「僕の名前を知っているとは、光栄だな。ジョエル・グラフォード」

　そう言いながら髪かみをかき上げたアダムは、わたしを見すえた。

「約束は守る主義なんだ。言っただろう？　石せき盤ばんを使ったらどうなるか」

　ニヤッと笑ったアダムの右手に、渦うずを巻く風がまとわりつく。と同時にグラフォードさんの掌てのひらに、炎ほのおの球体が浮かんだ。

　アダムが放った暴風が迫せまる寸前、グラフォードさんが大きく腕を振りかぶる。竜たつ巻まきの中に投げられた炎が混ざり合い、両手を突き出しながら対たい峙じする二人の間で、どちらに向かうべきか迷っているかのようにそれが燃え盛った。

　グラフォードさんの横顔が苦しげに歪ゆがみ、力を込めている手の甲こうの血管が浮かぶ。

　渦を巻く炎の柱が闇やみ夜よにそびえる。その光景が、崩れ落ちていく写真館の記き憶おくに重なって、すべきことを忘れそうになった。

　──しっかりしなきゃ！　早く──急いで!!

　シートからケースを出して、石盤を囲む部品の把手をつかんだ。でも、怖こわさと焦あせりで頭の中が真っ白になり、鍵かぎの絵図がうまく思い出せなくなる。大だい丈じよう夫ぶ、落ち着いて！　大きく深呼吸をしてから石盤を掲かかげようとした、直後。

　アダムの力に対たい抗こうしているグラフォードさんの入れ墨ずみが──青くまたたいたのが視界に入った。

「──グラフォードさん！」

　駆かけ寄ろうとしたのを見て、彼の集中力が一いつ瞬しゆん途と切ぎれた。その隙すきを狙ったように炎をのみ込んだ竜巻が迫り、グラフォードさんの身体からだをいっきに包んだ。

「うそ──！　や……やめて!!」

　目の前で、炎の繭まゆに包まれたグラフォードさんの輪りん郭かくが、黒い煙けむりと化していく。彼のエレメンタルなのか、アダムの力によるものなのかがわからないから、怖くてたまらなくて身体が震ふるえた。

　グラフォードさんが……死んじゃう──!!

「や、やめてってば!!」

　声をかぎりに叫さけんだのに、アダムは無情にも微笑ほほえみを返した。

「こうなるって、きみに教えるためだ。ほら、よく見ておくんだ」

　なんて冷たい眼差しだろう。その瞳ひとみで、いったいなにを見てきたの。

「……ジャクリーヌさんと約束したの。二度とあなたに同じことをさせないって！」

　意を決して石盤を掲げ、欠けた部分にアダムの姿を入れた。鍵の絵図を思い描えがく寸前、気づいたアダムが瞠どう目もくし、エレメンタルの力をゆるめた。同時に、グラフォードさんを包んでいた炎の繭が、渦を巻く煙とともに立ち消えていく。地面に片かた膝ひざをついたグラフォードさんが、たしかにそこにいた。

　よかった！　生きていた……！　でも、アダムの力にあらがっていたんだろう。横顔はいつにも増して険しく、荒い息を吐はき出すたびに肩かたが激しく上下していた。

「……平気です、心配しないで」

　平気なわけないわ！

「グラフォードさ……！」

　わたしの意識が石盤からそれた直後、グラフォードさんの鋭するどい視線がアダムに移った。つられて横目で見ると、アダムがこちらに銃じゆう口こうを向けていた。

　あっ、と声にする間もなく、引き金が引かれる寸前。

　グラフォードさんはわたしに駆け寄り、かばうように抱だきすくめて地面に伏ふせて──。

　──銃声が──夜空にとどろいた。

「現代の武器は便利だね。お遊びは終わりだよ」

　地面に横たわるわたしの上に、グラフォードさんが力なく覆い被かぶさっていた。

「や……やだ……」

　震えながら、彼の腕をつかんだ。とたんに濡ぬれた感かん触しよくを感じておそるおそる掌を見ると、真っ赤に染まっていた。

「……グ、グラフォードさ……グラフォードさん……！」

「……腕うでをかすっただけです。大丈夫」

　わたしの首に顔を埋うめながら、グラフォードさんはかすれた声でささやいた。

「だ、大丈夫じゃないわ……は、早く病院に。に、逃にげて、行かなくちゃ……！」

　銃口を向けたアダムが近づいて来た。グラフォードさんはわたしの耳元で続けた。

「いまを逃のがしたら、次はいつになるかわかりません」

　銃口は、わたしをかばうグラフォードさんに向けられていた。

「だ……だけど……っ」

「あなたが決めたことなら、それをすべきです」

　グラフォードさんの両りよう腕うでがわたしの背中から引き抜ぬかれた。荒い息のまま地面に肘ひじをつくと、彼はわたしの頰ほおを両手で包み、強い決意を秘ひめた瞳を近づけた。

「──ためらわないでいい。ニーナ」

　ニーナ。はじめてはっきりそう呼ばれて、胸に熱いものが込み上げた。

「まさか、この僕に石盤を使おうとするなんて……驚おどろいたな」

　グラフォードさんの頭部に、アダムが銃口を押し付けた。

「さあ、それを渡わたしてもらえるかな。そうしたら見み逃のがしてあげる」

　グラフォードさんの瞳が、大丈夫だとでも言うかのようにきらめいた。でもアダムの提案を拒きよ否ひしたら、いまにもグラフォードさんの頭部に弾だん丸がんが……！

　やっぱりダメ……そんなことできない!!

　把とつ手てを握にぎる手が大きく震えていた。石盤をアダムに差し出そうとしたとき、サイレンが遠くから聞こえてきた。

　眉まゆをひそめたアダムの視線が、一瞬だけグラフォードさんからそれた。はっとしたわたしの表情を察した彼は、とっさに腕を後ろへ伸のばしてアダムの手首をつかみ、身体をひねって立ち上がると、すかさず頰を殴なぐり付けた。

　ドスッ、と鈍にぶい音がして、倒たおれたアダムの手から拳けん銃じゆうが落ちた。それを拾い上げたグラフォードさんは、銃口をアダムに向けながらわたしを見た。

「ニーナ！」

「……うん！」

　急いで起き上がって石盤を掲げ、地面に膝ひざをついたアダムの姿を、鍵の絵図で遮さえぎった。

　ちゃんと絵図はあっていた。そう、間ま違ちがってはいない。なのに石盤はビクともせず、いつもの重さも感じられなかった。

　──やっぱり、アダムは……人間なんだ。

　上半身を起き上がらせたアダムは、ふいに声を上げて笑い出した。

「……どうしたんだ？」

　そう言いながら切れた唇くちびるを手の甲でぬぐい、すっと笑みを消した。背筋を伸ばして向きなおると、わたしの持っている石盤を真正面から見すえた。

「……早くやれよ！」

　叫きよう声せいを上げた瞬しゆん間かん、合が点てんがいったとばかりにアダムは驚きよう倒とうした。

「そうか……どうして気づかなかったんだ……？」

　そう言うと、パレードを待ちわびる子どものように、見開いた瞳をきらめかせながら叫んだ。

「……僕の居場所はこの世界にはないんだ。だから、どこへ行っても〝ここじゃない〟って感じていたんだ!!」

　わたしはゆっくりと、石盤を下ろした。

「なにをしてるんだ!?」

　両腕を広げて、アダムは声を荒らげた。

「……僕を還かえしてくれ！　こんな世界はうんざりだ、もうたくさんだ!!」

　ひたすらに居場所を、安住の地を求めてさまよって来た痛々しい姿が、そこにあった。

「──開けろ！」

「開かないの！」
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　呆ぼう然ぜんとしたアダムは、耳にした言葉を疑っているかのように立ちすくんだ。

「……開かない。精せい霊れいにしか、開かないの。あなたは人間だから、だから……」

　腕を下ろして目を伏せたアダムは、落らく胆たんの色を隠かくさずに吐き捨てた。

「精霊の世界にも行けない。僕は、人間の姿をした……化け物」

　化け物。自分のことをそんなふうに言うなんて。ショックで息をのんだわたしを、アダムはきつく睨にらみすえた。

「それなら、この世界で生きるしかない。生きてやる。誰だれを犠ぎ牲せいにしてでも生き抜いてやる」

　車のサイレンの音が、近づいて大きくなる。じりじりと退きはじめたアダムの右手に、今度は炎ほのおの球体が浮うかんだ。

　──まさか、逃げるつもり!?

　そう直感したとき、グラフォードさんは迷うことなく引き金を引いた。弾丸がかすめた腕を押さえたアダムは、その場に片膝をつくと肩を揺らして笑った。

「急所をはずしたのか、グラフォード。その慈じ悲ひ深さが仇あだになるよ。僕を生かしておけば逃げる。どこまでも逃げ続ける。そして同じことを繰くり返す。わかってるんだろ？」

「もちろん、次は急所を狙ねらう」

　冷静に言い放ったグラフォードさんを睨ねめ付けて、アダムはよろめきながら立ち上がった。そして、ゆっくりとわたしを視界に入れると、唇を弓なりにさせて冷れい笑しようした。

「ジャクリーヌと話したみたいだね。さぞかし僕を責めていたんだろうな」

　違ちがう。そうじゃないのに。

「ジャクリーヌさんは、あなたを責めたりしなかった。一言も責めなかったわ。ただ、あなたのことを信じて待ってただけ。あなたは、あなたのことを思ってくれる人を利用して、邪じや悪あくな精霊にしたのよ」

　アダムが目を見張った。

「あなたは、頼たよる相手を間違えて生きてるような気がする。コーエン家の人が、ジャクリーヌさんみたいにあなたのことを思ってくれるの？　とてもそうとは思えない。だってあなたも、コーエン家に利用されているから」

　わたしを凝ぎよう視ししたアダムの表情が、いっきに歪ゆがんだ。

「間違ったことをしてるってわかってるのに、それでもそうしなくちゃいけなかったのは、生きるためだって言っていたけれど……」

　どうしても、訊たずねたいことがあった。

「あなたは、平気だったの？」

　ぐっと眉をひそめてうつむいたアダムは、のどの奥から絞しぼるような声でつぶやいた。

「自分を慕したってくれる人間を食い物にしてきて……平気でいられるわけがないだろう！」

　感情をあらわにして、顔を上げたアダムが目を剝むいた。

「でも、そうしなければ僕は死ぬ。死ぬのは怖こわい、生きていたいんだ！　ただ無む性しようにそう思うから、すべての感情を殺してきたのに、きみはそのことを気づかせる！」

　抑おさえ込んでいた本性のかけらが、むき出しになっておそってきた。

　……この人には、ちゃんとした感情が残っていたんだ。

「……きみを甘く見てたよ」

　前まえ髪がみを握った両手の血管がかすかに浮いていた。苦く悶もんの感情が、その手にあらわれているように思えた。

「脅おどせばそれで終わると思っていたのに」

「終わらない。彼女はそういう人じゃない」

　銃じゆう口こうをつきつけたままでグラフォードさんが言った。髪をかき上げたアダムは肩かたを揺らしながら、乾かわいた笑い声を上げた。やがて唇を引き結ぶと、よどんだブルーの瞳ひとみでわたしを見つめた。

「……きみの住んでいる場所は、ずっと前から知っていた。何度かそこを通ったことがある。アドルフにも話していた。だからあいつも知っていたんだ。きみのことをね」

　……え？

「何度も、通ったことがあるの……？」

「車の中から見ただけだ。父親と一いつ緒しよのきみが、羨うらやましかった。本当の家族の姿が、そこにあったから。たぶん、それが見たかったんだ」

　……知らなかった。

「きみの写真館を燃やしたのはアドルフだけど、そうなったのは僕のせいだ」

　息が止まるほど驚おどろいて押し黙だまっていると、アダムはふたたび冷たい笑えみを浮かべた。

「せいぜい恨うらめばいい」

　赤く点てん滅めつするライトが通りに集まった。いつの間にか消えていた土の壁かべの向こうに、数台の車が停とまっていた。拳銃を手にした警官たちは、アダムを取り囲むといっせいに銃口を向けた。

「動くな！　アダム・コーエン！」

　そう叫さけんだベルナール警視が、警官たちの後ろから姿を見せた。手て錠じようを持った警視が、わたしとグラフォードさんを交こう互ごに見ると、険しい表情のまま小さくうなずいた。

　アダムは暴れもせず、エレメンタルを使うこともせずに、重ね合わせた手首を突つき出した。

「こんなにあっさり捕つかまるなんて、気味が悪いな。なにを企たくらんでる？」

　警視が顔をしかめると、アダムは強がったように口角を上げた。

「……さあ。どうかな」

　後ろ手に手錠をかけられたアダムは、警視の後ろを歩き出した。そのときになってやっと、どうしても伝えなくちゃいけない言葉があることを思い出して、わたしは駆かけ寄った。

「待って」

　立ち止まったアダムが振ふり返った。

「……小物入れを開けてくれて、ありがとう」

　困こん惑わくしたように、アダムが表情を歪めた。

「あのとき、お礼を言い忘れていたから。ずっと、そう言いたかった」

　いつだって捜さがしていた。いつかあの男の子に会えたらって、そう思って生きていた。あの日から、ヴェーダはわたしの憧あこがれだった。ずっと……いまだってそうだ。

「きみは本当におかしいな。殴なぐってもいい相手にお礼を言うなんて」

　この人を恨んだって、写真館は戻もどらないもの。

「自分の写真館を建てるからいいの」

　ぐっと息を詰つめたアダムは、目を見張ると押し黙った。

「それから、あなたは化け物なんかじゃないわ。わたしがそうさせない」

　ハッ、とアダムが苦笑した。

「そうさせない？」

　いつだって希望は残されているって、母さんは手紙に書いていた。それがどんなに小さな光でも、手を伸のばしてつかみたいってわたしは思う。

「別な方法であなたが生きられないか、必ず探すって約束する」

　アダムは嘲あざけるような笑みを浮かべて、わたしを横目で見た。

「またきれいごとを言うんだな。あるわけがないだろう。そんなものがあれば、先祖がとっくにそうしてるよ」

「……そうかもしれない。でも、ちょっとでも希望があるのなら、わたしは諦あきらめたくない。だから、逃にげないで罪を償つぐなってほしい。もう二度と、同じことを繰り返さないでほしい」

　わたしを見すえたアダムはしばらく無言を貫つらぬくと、顔をそむけて背中を向けた。

「……そんな方法はないと知って、絶望するきみを楽しみにしてるよ。せいぜい気をつけてお帰り。無む謀ぼうでお人ひと好よしのお嬢じようさん」

　警視と警官に囲まれながら車に乗り込んだアダムは、二度とこちらを見なかった。それに続いて、サイレンを響ひびかせたほかの車も走り去った。

「ニーナ！　眼鏡っ！」

　車の陰かげから見守っていたらしいレナに続いて、リーザとアルノーさんも駆け寄って来た。動きのおかしいスクーターと車に気づいて、警視に伝えるために引き返したんだとアルノーさんが教えてくれた。

「きみの頰ほおに血が付いてるぞ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　……あっ！　グラフォードさんの傷！

「急いで病院へ行かなくちゃ！」

　振り返った瞬しゆん間かん、血に濡ぬれた腕うでを押さえたグラフォードさんが、よろめいて片かた膝ひざを折った。

「……グラフォードさん！」

　駆けつけて抱だきとめると、彼はわたしの肩に額を預けて息をついた。

「大丈夫……平気です」

「そんなわけないわ！　は、早く病院へ！」

　彼の背中に腕をまわすと、意識が遠くなりかけているのか寝ね言ごとのようにただ一言、わたしの耳元でささやいた。

　……心配しなくていい。ニーナ。
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　腕の傷を縫ぬったグラフォードさんは、二日後無事に退院した。

　その翌日、アダム・コーエンは監かん視しの目を盗ぬすんで、逃とう亡ぼうしたのだった。

　凶きよう悪あく犯逃亡のニュースは国中の新聞やラジオを騒さわがせ、三週間経たったいまもなお、おさまっていない。

　コーエン家の企みが明るみに出たものの、すべてはアダムの仕し業わざにすぎないと、一族の人々は取り合わないらしい。アダムに責任を押し付けて逃のがれようとしている疑ぎ惑わくはぬぐえず、政府は新たに、アダムの行方ゆくえとコーエン家の捜そう査さを行う組織を立ち上げたそうだ。

　アダムはいまどこにいるのか、また同じことを繰くり返すのか。それは誰だれにもわからないけれど、もしもまた対たい峙じするときがあるのなら、わたしは必ず止めたいと思っている。

　そのために必要なことを、わたしもはじめていた。それが約束だったから。

「やだ……！　またアダムの顔が新聞飾かざってるじゃない！　んもうっ、この顔は見み飽あきたわよ！　スターのゴシップネタはないわけ!?」

　休日の昼下がり。アプリコットのパイを頰ほお張ばったレナは、新聞を目にしたとたんに鼻息を荒あらくして叫んだ。

「ちょっ！　食べながら興奮しないでよ、パイがこぼれてるってば！」

　顔をしかめたリーザは椅い子すから立ち上がり、布ふ巾きんをつかむとテーブルを拭ふいた。そんなふたりのそばにいて、わたしは世にも奇き妙みような文字とにらめっこを続けていた。うーっ……太古の言語ってややこしい！

「で？　お勉強、進んでるの？」

　物語を読むのは大好きだけれど、難しい文法でページが真っ黒のテキストは、一行を理解するだけで頭がパンクしそうになる。

「……わたし、学校の成績とかあんまりよくなかったの」

　頭を抱かかえながら顔を上げると、ハハッとふたりが声を揃そろえて笑った。

「お仲間じゃない。勉強ってホント、苦手よ」

「でもさ、働きはじめると〝もっと勉強したかったなー〟とか思っちゃうんだよね」

　そうそう、とレナは深くうなずいた。

「けどさ、そろそろ〝先生〟が来るもんね」

　リーザはわたしをのぞき込むと、ニッと意味深な笑みを見せた。レナもニヤニヤしはじめるから、じわじわと頰が熱を帯びてきた。

「お、教えてもらってるだけよ？」

「いいじゃないの。照れない、照れない！」

　そう言って、リーザはぐしゃぐしゃとわたしの髪かみをかき混ぜた。

　太古の言語を学ぶ決意をしたのは、アルノーさんを頼たよらずに、写本や古文書を読めるようになりたかったからだ。アダムとの約束を果たすために、きっとこれから必要になると考えて決意したのは、グラフォードさんを見み舞まっていたときだった。

　市民講座のようなものがあれば参加したいと伝えると、彼は区が主しゆ催さいしているものを教えてくれた。そのあとで、ぽつりと言ったのだ。

　──休日でよければ、僕が教えます。

　いまは時間の許すかぎり、アルノーさんのお仕事の邪じや魔まにならないよう、彼を頼って国立図書館にも通っている。そんなアルノーさんも、興味をそそられるからと個人的に調べはじめてくれていた。

　アダムとの約束を果たすことは、ジャクリーヌさんとの約束を守ることにもつながるって、わたしは信じている。だから、どんなに難しくても諦めたりしないって、自分に強く誓ちかっていた。

「じゃ、あたしたちは映画に行くから、眼鏡によろしく言っておいて？」

　レナは残りのパイを頰張ってから、椅子を引いて立ち上がった。

「えっ！　また出で掛かけちゃうの？」

「だって、あなたのお勉強の邪魔じゃない。それに、ホラー映画が観みたいけどひとりは怖こわいって学者が言うから、ついて行く約束しちゃったんだもの」

　いつの間にそんな約束をしていたの？　びっくりしながら訊たずねると、あの出来事があったときから、妙みように意気投合して仲良くなったのだとふたりは口を揃そろえた。

「とにかく、あなたはお勉強がんばって。夕ご飯はアルノー氏も一いつ緒しよだから、グラフォード氏を引き止めておいてね。たんまりごちそう作るから！」

「やった！　手伝うね！」

　ウインクしたリーザがドアを開けたとき、ベルの音が階下から聞こえた。リーザが階段を下りて行く。今日で二度目だというのに、また緊きん張ちようしてきてしまった。わたし、寝ね癖ぐせついてない？　おかしなところはないかな。身なりを気にしていると、ドア口にいるレナが微笑ほほえんだ。

「かわいいわよ、大丈夫。だから、自信をもって眼鏡をモノにして！」

「ええっ！　そ、そんなこと大きな声で言わないで！」

　ボッと顔を赤くしたとき、グラフォードさんが廊ろう下かに立っていた。

「僕がなんですか？」

　そんな冷静な表情で、訊きかないでください……。
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「どうですか」

　わたしの隣となりにグラフォードさんが座った。

「あなたが作ってくれたスペルの表は、なんとか覚えたわ。だけど、ごめんなさい。簡単な挨あい拶さつを太古の言語に置き換かえる宿題は、ちっとも進んでいないの。それと、このテキストがまったく頭に入らなくて」

「大丈夫ですから、焦あせらないでください。ちょっと難しかったかもしれないので、さらに簡単なものを作ってきました」

　グラフォードさんが数枚の紙を鞄かばんから取り出した。それにしても、いつものグラフォードさんにすっかり戻っちゃってる。やっぱり切せつ羽ぱ詰つまらないと、普ふ通つうの感じで話してくれないのかな。

　スペルの表と例文を見比べながらなんとか問題を解いていると、ふいに彼の視線を感じてチラリと横目でうかがった。すると、頰ほお杖づえをついたグラフォードさんが、柔やわらかい眼まな差ざしでわたしを見つめていた。

「あっ、あの……？」

「前から不思議だったんですが、それはどうなっているんですか」

　なぜかわたしの髪を指した。

「それって、この髪？」

「というか……その編み方です」

　三つ編みのこと？　そっか、グラフォードさんにはわからないんだ。そう思ったら面おも白しろくて、ちょっと笑ってしまった。

「三束にして、編んでいくの。こんなふうに」

　毛先を分けて編んで見せると、彼は感心したように瞳ひとみをきらめかせた。

「……なるほど。そうなってたんですか」

「やってみる？」

　断るだろうと思って訊いたのに、グラフォードさんがそれまで頰ほおに当てていた手を伸のばした。え……うそ！

「僕はわりと器用ですよ。シモンさん、こっちを向いてください」

　ああ……やっぱり〝シモンさん〟になっちゃってる。しょんぼりしながら椅子ごと向くと、わたしの髪を指先で包みながら、彼がのぞき込んできた。

「どうしたんですか」

　実はずっともやもやしていたから、もう言っちゃおう！

「あの。グラフォードさんって緊きん急きゆう事態のときは、すごく自然に話すでしょ？　それと、わたしを〝ニーナ〟って呼んでくれるし。その感じのほうがいいなあって思うんだけど、もう戻っちゃったんだな……って」

　毛先を三束に分けながら、グラフォードさんは一いつ瞬しゆん、わたしを上うわ目め遣づかいで見た。わっ！　目が合った瞬しゆん間かん、胸の鼓こ動どうが高鳴った。彼が手にしている髪にまで伝わってしまいそうで、ぐっと息が詰つまった。

「……そうですね。じゃあ、こうしませんか」

　真しん剣けんな表情で指を動かしながら、さらりと言った。

「あなたも僕をファーストネームで呼んでください。それなら僕もそうします。できました」

　毛先がきれいな三つ編みになっていた……じゃなくって！

「あなたのことを、ファーストネームで？」

「そうです」

　そう言われると、けっこう難しい。どうしてこんなに頰が熱くなるんだろう。彼が編んでくれた髪が解ほどけないように握にぎっていたら、なぜだかどんどん息が苦しくなってきた。

「じ……じゃあ、せーの、で呼んでみない？　で、それからはずっとそう呼ぶの」

　こんなことで、どうしてドキドキするの。静かにわたしを見つめるグラフォードさんは、淡たん々たんとした態度でふたたび頰杖をついた。

「いいですよ」

「じゃあ……せーの！　ジッ」

「ニーナ」

　空耳じゃない。ちゃんと呼んでくれた！　なのにわたしは……。

「ジッ、ジョッ……グラ、フォード……さん……」

　自分の気持ちがはっきりと伝わってしまいそうで、怖くて呼べなかった。肩かたを落としてうなだれたとき、クスッと笑い声が聞こえた。

　うそ！

　はっとして顔を上げると、クスクスとグラフォードさんが笑っていた。頰杖をついてうつむき加減に、端たん整せいな横顔に無む邪じや気きな笑えみを浮うかべて、肩を小さく揺ゆらしていた。

「わ……笑った」

　思わず声にしてしまった。はっとしたグラフォードさんは軽く握った拳こぶしで口を隠かくし、小さく咳せき込みながらそっぽを向いた。そうしてから息をついて髪をかき上げると、問題の書かれた紙に手を添そえた。

「……それでは、続きをお願いします」

　いたずらっぽく瞳を輝かがやかせて、グラフォードさんがわたしを呼んだ。

「〝シモンさん〟」

「は……はいっ」

　ファーストネームで呼び合えるのは、まだまだ先のことになりそう。
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「……怖かった……。結局、生きてる人間が一番怖いんだよな……」

　テーブルを前にして座ったアルノーさんは、蒼そう白はくとなった顔で寝ね言ごとのように繰くり返していた。それとは対照的に、面白かったと言い合っているのはリーザとレナだ。

「怖がりなのに、どうしてホラー映画なんか観に行ったんだ」

　グラフォードさんがけげんそうに問いかけると、アルノーさんは気弱な笑みを浮かべて目を伏ふせた。

「職場で話題になってて、俺だけ観てなかったからだよ。けど……善き隣りん人じんが豹ひよう変へんしていくあの様、たたみかけるような効果音、モノクロの陰いん影えい……ああ、観なきゃよかった！」
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　テーブルに突つっ伏ぷしてしまった。すると、お皿を並べるレナはにんまりとほくそ笑み、アルノーさんの耳元でささやいた。

「あなたの隣人も豹変するわよ。きっと……今夜あたり！」

「やめてくれ、言わないでくれ……！　俺は隣人を知らないんだぞ。映画のあいつだったらどうしよう眠ねむれない!!　ジョエル、泊とまりに来てくれ！」

「悪い。耐たえてくれ、クレマン」

　グラフォードさんにばっさりと断られて、アルノーさんは顔をおおって嘆なげきはじめちゃった。どれだけ恐おそろしい映画なんだろう。絶対に観みないようにしなきゃ。

　トマトソースの煮に込み料理に、野菜とベーコンがゴロゴロのシチュー、カリカリに焼いたバゲットと、野菜とフルーツを和あえたサラダがテーブルに並んだ。ほっとする香かおりに包まれながら席につき、料理を食べようとしたときだった。突とつ然ぜんベルが鳴り響ひびいた。

「いいわ、わたしが行く」

　誰だれだろう？　席を立って階下へ向かうと、外に立っていたのは頰のこけかけたベルナール警視だった。もしかして……なにか事件!?

「どうしたの！」

　警視は憂うれいのある態度で髪かみをかき上げると、ふっと寂さびしげに微笑ほほえんだ。

「……楽しくお付き合いしていた女性たちに、連続でフラれちゃってね。おかしいな、どうして俺がフラれるわけ？」

　事件じゃなくてよかった……って、ちょっと待って。連続でってことは？

「あの……警視。何人の女性にフラれちゃったんですか」

「三人。慰なぐさめてくれる？」

　お仕事してください。




「まあ、飲みなさいよ。ニヤニヤ」

　レナがグラスに葡ぶ萄どう酒しゆをそそいだ。

「そうだね。恋こいの痛手は飲んで忘れちゃおう！　乾かん杯ぱい！」

　仲良く葡萄酒をあおるレナと警視の隣となりでは、アルノーさんがいかに恐ろしい映画だったかをグラフォードさんに切々と説いていた。

「わかるだろ？　きみの隣人だっていつか豹変するかもしれない。想像してみてくれ！」

「僕の隣人は、猫ねこを飼ってるアラス氏だ。豹変するならとっくにしているだろうな。十年以上もあそこに住んでいるみたいだから」

　うっと言葉を詰まらせたアルノーさんは、両手で頭を抱かかえてしまった。

「ああっ！　ジョエルにこの怖こわさが伝わらなくてもどかしい……！」

「ホントに怖がりなんだね」

　そう言って、リーザはシチューを口に運びながら笑った。

　ここへ来るまで、ご飯はずっとひとりで食べていた。それに慣れてもいたけれど、こんなふうにみんなでおしゃべりしながら食べるのはすごく美味おいしいってことを、レナとリーザが思い出させてくれたんだ。

　……楽しいな。

　なによりも、グラフォードさんが楽しそうだ。さっきのように笑っているわけじゃないけれど、目め尻じりがかすかに下がっていて、口角もきゅっと上がり気味になっている。ちょっと残念なのは、あの笑顔を写真におさめられなかったことかも……。

「……あっ！」

　思わず声を上げると、みんなの視線が集まった。

「どうしたの？」

　リーザが訊きいてくる。わたしは席を立って答えた。

「写真撮とろうかなって。待ってて、カメラ持ってくるから！」

　レナとリーザを写真に撮ったことは何度もあるけれど、みんなで撮ったことはなかった。自室にある私物のカメラを手にして、リビングへ引き返した。高性能の一眼レフカメラは、グラフォードさんと警視、アルノーさんが贈おくってくれた、〝コルッカス〟のファイブモデルだ。

　グラスを掲かかげるレナと警視、グラフォードさんの肩に手を置くアルノーさん、ナイフとフォークを両手に持って万歳をするリーザを撮った。

　ファインダーの向こうに、大好きな人たちがいる。ずっとひとりでがんばっていて、哀かなしいこともたくさんあった。だけど、いまはもうひとりじゃない。

「みんなを撮りたいから、ちょっと近づいてみて？」

　テーブルを囲むみんなを、ファインダー越ごしにのぞいた。そのとき、強い思いが胸の奥から込み上げた。

　この先になにが待ち受けていても、もうひとりで抱え込まなくてもいいんだ。

　わたしも、みんなのことを大切にしよう。もっと大人になって年老いていっても、いま感じていることを忘れたくない。

「じゃあ、撮ります！」

　その気持ちを込めて、シャッターをきった。

　宝物がまた増えて、嬉うれしいな。カメラから顔を離はなしたとき、グラフォードさんと目が合った。いつも感情を押し隠そうとする鋭するどい瞳ひとみが和やわらいで、優やさしげな笑みが静かに広がった。

「いまのやつ大判で現像してよ、ニーナ。ここに飾かざるからさ」

　リーザが言うと、レナが袖そでをまくりはじめた。

「っていうか、あなた入ってないじゃない。いいわ、次はあたしが撮るから！」

　大だい丈じよう夫ぶなのかとアルノーさんは不安げだ。そんなアルノーさんの髪をぐしゃぐしゃとかき混ぜてから、レナが手を差し出してきた。カメラを渡わたすと、レナはさっそく指示を出しはじめた。

「ソファで撮りたいわね。ちょっとみんなこっちに来てちょうだい。眼鏡とニーナとニヤニヤはソファに座って。後ろにリーザと学者よ！」

　素す早ばやい指示にびっくりした。レナって絶対、撮さつ影えいの素質がある気がする。言われるがままの位置につくと、ファインダーをのぞいたレナはさらに続けた。

「いい感じじゃない！　けど、ニーナと眼鏡の隙すき間まが気になるわね。ぬいぐるみ置けちゃいそうよ、近づいて！　でもって、ニヤニヤはそのままニヤニヤしてて！」

「すっかり〝ニヤニヤ〟が定着しちゃったなあ。まあいいけどね」

　足を組んだ警視が苦く笑しようする。その表情はやっぱり、ニヤニヤして見えた。

　レナの指示にしたがって、ちょっとだけグラフォードさんに近づいた。すると、グラフォードさんもこちらに身体からだを寄せてくれる。肩かたが触ふれそうな距きよ離りに心が弾はずんだとき、グラフォードさんは前を向いたまま、ぽつりと言った。

「この写真、焼き増ししてくれますか」

「うん、もちろんです」

　レナが手を挙げた。

「さあ、紳しん士し淑しゆく女じよたち！　ご老体になっても残る写真よ！　最高のキメ顔でお願い！　いくわよ、いいわね!?」

　思わず笑ったところで、レナはシャッターをきった。
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　その日撮ったモノクロ写真は、リビングに飾られている。

　広告のおかげか写真の仕事が増えてきて、ときどきだけれど、レナとリーザも現像を手伝ってくれるようになった。

　アダム・コーエンの行方ゆくえはまだわからない。そして、わたしの勉強は続いていた。ほんの少しだけれど、太古の文字が読めるようになってきた。

　ときが過ぎていくたびに、少しずつなにかが変化していく。でも、変わらないものもある。フィルムに残った一いつ瞬しゆんは、永遠にそこに刻まれ続けるから。

「ああっ、嬉しいわ！　久々に映画のお仕事よっ！　ほかのヴェーダと雨を降らせるの！」

　レナが興奮しながら階段を駆かけ下りて来た。いつにも増して、メイクはバッチリだ。

「夕方には戻もどるから、行ってくるよ」

　リーザがドアを開けた。

「うん。行ってらっしゃい！」

　外へ出てふたりを見送ると、広場の向こうから歩いて来る姿が目に飛び込んだ。出勤前に立ち寄ってくれる彼を待っていると、やがて目の前に立った。

「おはよう、ニーナ」

　無表情なのは相変わらずだ。でも、わたしは笑え顔がおで答えた。

「おはよう、ジョエル」

　澄すみわたった空から陽ひ射ざしが降りそそぎ、少し冷たい風が頰ほおをかすめた。もうすぐ、秋が訪おとずれる。







　あとがき







　はじめての方、はじめまして！

　一巻も読んでくださった方、お久しぶりです。羽はね倉くらせいです。

　本作は「ニーナと精霊の扉」の続編となります。そして……この巻で終わりとなります！

　実のところ無む謀ぼうにも、もう少し続きがあるような内容を考えてしまっていたために、グラフォードさんに関しては書き足りない思いでいっぱいでございます。とはいえ、くせ者なアダムを思いきり書けましたので、本当に楽しかったです。悪役メンズは実に楽しい！　新たなメインキャラの双ふた子ごも登場で、警視とクレマンともども、こんな友人がいたら毎日賑にぎやかだろうなあと思いながら書きました。少しでも楽しんでいただけましたら、幸いです。

　担当様、いつも的確なアドバイスをありがとうございました。最後までたくさんお世話になりました！　さらに、今回も美しいイラストを描えがいてくださったアオイ冬ふゆ子こ先生。アオイ先生のイラストのおかげで、この作品の魅み力りよくが百万倍になりました。本当に本当にありがとうございました！　そして、この作品にたずさわってくださった全すべての方々に、最大級の感謝を！

　最後になりましたが、読んでくださった皆みな様さま、ありがとうございます！

　またいつか、皆様に作品をお届けできる日が来ますように。


羽倉せい　　
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